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　この報告書は，南九州西回り自動車道鹿児島道路（伊集院ＩＣ

～市来ＩＣ間）の建設に伴って，平成１０年度に実施した日置市東

市来町に所在する堂園平遺跡の発掘調査の記録です。

　堂園平遺跡は，日置市東市来町伊作田の遠見番山裾部の平坦部

に位置し，南東側には浅い谷を隔てて向栫城跡がみられます。こ

の遺跡は，主に旧石器時代，縄文時代，古代にわたる複合遺跡で

す。特に，旧石器時代は，ナイフ形石器・細石刃文化期にわたる

遺構や遺物が出土し，縄文時代も早期から晩期に至る各時期の遺

構や遺物が出土しており，当時の文化を解明する上で貴重な資料

と考えています。

本報告書が，県民の皆様はじめ多くの方々に活用され，埋蔵文化

財に対する関心とご理解をいただくとともに，文化財の普及・啓

発の一助となれば幸いです。

　最後に，調査に当たりご協力いただいた国土交通省鹿児島国道

事務所，日置市教育委員会並びに発掘調査に従事された地域の

方々に厚く御礼申し上げます。

　平成１８年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター　　

所　長　　上　今　常　雄　　
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ナイフ形石器，台形石器，剥片尖頭器，三稜尖頭
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早期貝殻条痕文土器，押型文土器，塞ノ神Ａ式，
苦浜式，右京西式，鎌石橋式，轟Ａ・Ｂ式，深浦
式，中期条痕文土器，春日式，凹線文系土器，指
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旧石器時代

縄文時代

古代
中・近世

散布地堂園平遺跡

　旧石器時代・縄文時代を中心に近世の時期にわたる遺構・遺物が出土した。旧石器時
代の遺構は礫群９基がみられ，遺物はナイフ形石器・台形石器・剥片尖頭器・三稜尖頭
器・スクレイパー・細石刃核など良好な資料が得られた。また，縄文時代の遺物は各時
期の土器が出土している。なかでも塞ノ神Ａ式，早末前初の条痕文土器群，轟Ｂ式の出
土がやや多く，形態にもバリエーションがみられる。また，古代の時期ではほぼ完形に
復元できる須恵器の壺が大小併せて２個体出土していることも注目される。

遺跡の概要
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１　本報告書は，南九州西回り自動車道鹿児島道路（伊集院ＩＣ～市来ＩＣ）建設に伴う堂園平遺

跡の発掘調査報告書である。

２　本遺跡は鹿児島県日置市東市来町伊作田に所在する。

３　発掘調査は建設省九州地方建設局鹿児島国道工事事務所（現国土交通省九州地方整備局鹿児島

国道事務所）から鹿児島県教育委員会が受託し，鹿児島県立埋蔵文化財センターが実施した。

４　発掘調査事業は平成１０年５月６日から平成１０年１１月１０日まで実施し，整理作業及び報告書作成

は鹿児島県立埋蔵文化財センターで平成１７年度に実施した。

５　本書に記載したレベル数値は建設省九州地方建設局鹿児島国道工事事務所が提示した工事計画

図面に基づく。

６　堂園平遺跡該当地区（Ⅰ～Ｍ－３３～３７区）の遺跡名・遺物番号は，「堂園平遺跡№１～２７１７」

に加え，一部の遺物の取り上げ番号が「向栫城跡№１～６５７９，７００１～８３２３，８５０１～８６２４」となっ

ている。整理作業の都合上，上記の向栫城跡の遺跡名を「堂園平遺跡１～６５７９，７００１～

８３２３，８５０１～８６２４」に変更し，堂園平遺跡№１～２７１７を９００１～１１７１７に変更した。また平成８年

度の確認調査の遺物については１トレンチの遺物を１２００１～１２１５９，２トレンチの遺物を１２２０１～

１２４３９，３トレンチの遺物を１２５０１～１２５３７，４・５・６トレンチの遺物を１２５５１～１２６４２とした。な

お，遺物の注記については番号札の遺跡名（略号「向」「堂」）・取り上げ番号のまま注記してい

る。

７　遺物番号は通し番号とし，本文・表・挿図・図版の遺物番号は一致する。

８　石器の挿図縮尺は，細石刃核は１／１，その他剥片石器は４／５，礫石器・大型石器は１／３

もしくは１／４を基本とする。挿図の縮尺は，各図面に示した。

９　旧石器・縄文時代の石器実測については，大部分を大成エンジニアリング株式会社に委託し，

監修は宮田栄二・寒川朋枝が行った。その他の石器の実測は整理作業員が行った。土器の実測は，

寒川，相美伊久雄，整理作業員が行った。

１０　発掘調査における図面の作成は，一部埋蔵文化財サポートシステム株式会社に委託し，その他

を調査担当者の八木澤一郎，横手浩二郎が行った。

１１　現場写真の撮影は八木澤・横手が行い，出土遺物の写真撮影は吉岡康弘が行った。

１２　放射性炭素年代測定については株式会社加速器分析研究所に委託して行った。

１３　本書における執筆分担は，第Ⅰ～Ⅲ章，第Ⅳ章第１・２・５節は寒川，第Ⅳ章第３節，第Ⅵ章

第１節は宮田，第Ⅳ章第４節，第Ⅵ章第２節は寒川・相美，第Ⅳ章第６節は寒川・関明恵，編集

は寒川が行った。

１４　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する予定である。

１５　発掘調査にあたっては，五味克夫氏（鹿児島大学名誉教授），上村俊雄氏（鹿児島国際大学教

授），本田道輝氏（鹿児島大学助教授），渡辺芳郎氏（鹿児島大学教授），柴田博子氏（宮崎産業

経営大学助教授）に現地指導をいただいた。
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　建設省九州地方建設局（中央省庁再編により平成１３年１月より国土交通省九州地方整備局に改

称）は，鹿児島～市来間に南九州西回り自動車道鹿児島道路の建設を計画し，事業区内の埋蔵文化

財の有無について鹿児島県教育庁文化課（組織改革により平成８年度より文化財課に改称）に照会

した。この計画に伴い，文化課が平成３年６月に伊集院ＩＣと市来ＩＣ間の埋蔵文化財の分布調査

を実施したところ，当事業区内には，２７か所の遺物散布地及び確認調査の必要な地点が所在するこ

とが判明した。

　事業区間内の埋蔵文化財の取り扱いについては，建設省鹿児島国道工事事務所と文化課の協議に

基づき，鹿児島国道工事事務所と鹿児島県知事との間で委託契約が結ばれ，埋蔵文化財の確認調

査・本調査が実施されることになった。

　これを受けて，平成８年度から平成１２年度にかけて，毎年度，計画的かつ継続的に各遺跡の確認

調査及び本調査を実施し，埋蔵文化財の記録保存を図ることになった。発掘調査は鹿児島県立埋蔵

文化財センターが実施した。

　なお，事業区間内の遺跡の概要については，以下の通りである。

��������	

１　一ノ谷……伊集院町下谷口字一ノ谷の飯牟礼台地から西側へ延びた標高９０～９５ｍの丘稜端部に

位置し，調査面積は１，２５０�である。中世～近世の古道・五輪塔及び染付や近世～

近代にかけての掘立柱建物跡・溝状遺構・土坑・ピットが青磁・染付・土師器・薩

摩焼などと一緒に発見された。

２　永迫平……伊集院町下谷口字下永迫の恋之原台地から延びた支脈が盆地状の水田地帯に落ちる

直前の標高約１５０ｍ程の小台地上に立地している。調査面積は２０，０００�で旧石器時

代ナイフ形石器文化の２か所のブロックと細石刃文化期の細石刃が出土し，縄文時

代早期前半の前平式期には９軒の住居跡を始め，３基の連穴土坑と９基の集石，多

数の土坑を検出した。その他，古墳時代から近世にかけての遺物も出土している。

３　下永迫Ａ…伊集院町下谷口字下永迫の標高８５～１１０ｍのやせ尾根に挟まれた谷間に立地する。

調査面積は３，１００�で，縄文時代後期の指宿式土器と石鏃，古墳時代の成川式土器，

古代～中世では土坑・集石が検出され，青磁・白磁が出土した。

４　柳原………伊集院町下谷口の標高約９０～１００ｍの山間の谷間，傾斜地及び周辺のやや小高いテ

ラス状の尾根部に立地する。調査面積は１０，０００�である。縄文時代早期の集石４基

や後期の石匙，石鏃，古代の土坑，焼土跡と共に土師器・須恵器が発見された。

５　上山路山…伊集院町大田字上山路山の標高約１３０ｍのシラス台地上に位置する。舌状台地の端

部にあたり，平坦面から続く緩やかな斜面と，谷頭を含んだかなり急な斜面とから

なる。調査面積は６，３００�である。旧石器時代細石刃文化の遺物と縄文時代（早
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期・後期），弥生～古墳時代の遺物が発見された。主になるのは，縄文時代早期で

遺構は，道跡や集石，遺物は岩本式・前平式・吉田式土器等が出土した。

６　大田城跡…伊集院町大田字下城山迫の標高約１２０ｍの台地上に所在する。調査面積は３，５００�で

ある。中世山城の可能性を指摘された遺跡であったが，山城の存在を示す遺構は検

出されなかった。旧石器時代ナイフ形石器文化，細石刃文化の遺物と縄文時代早期

の集石，土坑等の遺構と岩本式・前平式土器等の遺物が発見された。

７　堂平窯跡…東市来町美山の標高約８５～９２ｍの傾斜面にある江戸時代の薩摩焼の窯跡である。調

査面積は３，５００�で，窯，作業場，物原が発見された。窯は長さ約３０ｍ，幅１．２ｍ，

傾斜角１７°の半円筒形をした単室傾斜窯である。陶器（甕・壺・徳利・土瓶・こね

鉢・擂鉢・動物形土製品），瓦（軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦・平瓦・のし瓦）や窯道具

が多量に出土した。

８　池之頭……東市来町美山字池之頭にあり，美山池北西部の標高約８０～１００ｍのシラス台地の尾

根状部分に立地し，調査面積は７，５００�である。旧石器時代のナイフ・台形石器・

スクレイパー・細石刃核・細石刃，縄文時代早期の集石８基・前平式・吉田式・石

坂式土器や中期の春日式・並木式・阿高式土器，晩期の入佐式や黒川式土器が出土

した。また古墳時代の成川式土器（甕・壺・高坏等）が多く発見された。

９　雪山………東市来町美山字雪山の標高約９５ｍの台地東端に立地する。調査面積は３，１００�で，

旧石器時代の細石刃核・細石刃，縄文時代の集石２基と前平式・春日式土器・石

鏃・石皿・磨石，古墳時代の成川式土器が出土したが，主体は近世～近代の薩摩焼

の遺構・遺物で，炉跡・物原？・土坑等が薩摩焼（茶家・土瓶・擂鉢・瓶・椀），

染付（椀・皿）や窯道具と一緒に発見された。

１０　猿引………東市来町長里字猿引の標高約１１０～１１５ｍの尾根状の台地に立地する。調査面積は

８００�で，旧石器時代ナイフ形石器文化の礫群１基と三稜尖頭器・ナイフ・台形石

器・敲石や細石刃文化の細石刃核・細石刃と縄文時代前期の曽畑式土器・黒曜石片

が出土した。

１１　犬ヶ原……東市来町伊作田字犬ヶ原の標高約６６ｍの独立丘陵のシラス台地に立地する。調査面

積は２，７００�で，旧石器時代の細石刃核・細石刃，縄文時代の浅鉢・深鉢・石斧・

石皿・石鏃・石匙，古墳時代の成川式土器（甕・壺・鉢）等が出土したが，主にな

るのは平安時代で，掘立柱建物跡（４間×４間・総柱）が製鉄に関する遺物（鞴羽

口・鉄滓・鉄製品）・土師器・須恵器と共に多く発見された。

１２　向栫城跡…東市来町伊作田の標高約５０ｍの独立台地上に所在する。調査面積は１６，０００�である。

旧石器時代ナイフ形石器文化の剥片尖頭器・ナイフ，縄文時代草創期の隆帯文土器

が多量の石鏃と一緒に見つかった。また古墳時代の竪穴住居跡や中世～近世にかけ

ての空堀・帯曲輪・堀切・竪穴状遺構・堀立柱建物跡・炉跡などが発見され，中世

山城の遺構が検出された。

������……東市来町伊作田の遠見番山から下る斜面の裾部にあり，標高約５０ｍの平坦地に立地

する。遺跡面積は２，９００�で，そのうち調査対象面積は２，０００�で，近世～旧石器時
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代にわたる時期ののべ調査面積は６，０００�である。旧石器時代のナイフ形石器文化

の礫群９基と剥片尖頭器・ナイフ・台形石器と細石刃文化の細石刃核・細石刃，縄

文時代の集石４基・塞ノ神式土器や轟式土器等が発見されている。また古代の土師

器・須恵器等も出土している。本報告書で詳述する。

１４　今里………東市来町伊作田字今里の標高約６５ｍの台地端の傾斜地に所在する。調査面積は

１１，０００�で，旧石器時代ナイフ形石器文化の礫群，剥片尖頭器・ナイフ・台形石器

や細石刃文化の細石刃核・細石刃・調整剥片が出土し，縄文時代の集石や前平式・

深浦式・出水式・黒川式土器や石匙などの石器，古墳時代の成川式土器が発見され

た。

１５　市ノ原……市来町大里字上ノ原前から東市来町湯田字市ノ原に至る標高約５０ｍ台地西側に所在

する。調査面積は９５，８５０�である。遺跡は第１地点から第５地点まであり，旧石器

時代ナイフ形石器文化，細石刃文化，縄文時代（早期～晩期），弥生時代の住居

跡・壺棺，古墳時代の住居跡，古代～中世，近世の街道跡など多時期に渡り，多種

多様な遺構・遺物が発見された。

１６　上ノ原……市来町大里の東シナ海を望む標高４０ｍの台地上に立地し，三方は急峻な傾斜面と

なっている。調査面積は４，０００�で縄文時代の集石３基，土坑が検出され，塞ノ神

式，轟式土器と石斧・石鏃・石匙などが出土した。古墳時代では竪穴式住居跡１基

と土坑・成川式土器が，古代～中世は土師器・須恵器・青磁・滑石製石鍋が発見さ

れた。

　�����

　　『一ノ谷遺跡』　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（３１）　２００１．３

　　『池之頭遺跡』　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（３２）　２００２．３

　　『今里遺跡』　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（３３）　２００２．９

　　『市ノ原遺跡（第１地点）』　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（４９）　２００３．３

　　『犬ヶ原遺跡』　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（５０）　２００３．３

　　『上ノ原遺跡』　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（６２）　２００３．３

　　『下永迫Ａ遺跡』　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（７２）　２００４．３　

　　『永迫平遺跡』　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（９３）　２００５．３　

　　『柳原遺跡』　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（９４）　２００５．３　

　　『大田城跡』　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（９５）　２００５．３　
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要

時
　
　
代

調
　
査
　
員

調
査
期
間

調
査
面
積

所
　
在
　
地

遺
跡
名

番
号

掘
立
柱
建
物
跡
・
土
坑
・
陶
磁
器

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��


��
��
�
�
�

中
世
～
近
世

三
垣
・
桑
波
田

確
認
平
成
８
．１
０

全
面
Ｈ
８
．１
０
～
１１

１２
５０
㎡

日
置
市
伊
集
院
町
下
谷
口

一
ノ
谷

①

礫
群
，
剥
片
尖
頭
器
・
ナ
イ
フ
・
台
形
石
器
細
石
刃

竪
穴
住
居
跡
・
集
石
・
連
穴
土
坑
，
前
平
式
・
吉
田
式

青
磁
・
土
師
器
・
陶
磁
器

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��


��
��
�
�
�

旧
石
器

縄
文
古
代
～
近
世

　

三
垣
・
桑
波
田

繁
昌
・
藤
崎
・
三
垣
・
中
原
・

桑
波
田
・
川
口
・
大
窪

確
認
Ｈ
８
．１
０
～
１２

全
面
Ｈ
８
．１
０
～
Ｈ
１０
．７

２０
００
０
㎡

日
置
市
伊
集
院
町
下
谷
口

永
迫
平

②

土
坑
・
集
石
，
須
恵
器
・
土
師
器

青
磁
・
白
磁

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��


��
��
�
�
�

古
代
中
世
　

池
畑
・
三
垣
・
元
田

上
之
園
・
栗
林

確
認
Ｈ
９
．１
０

全
面
Ｈ
１０
．５
～
７

３１
００
㎡

日
置
市
伊
集
院
町
下
谷
口

下
永
迫

③

土
坑
・
焼
土
，
須
恵
器
・
土
師
器
・
鉄
製
品

ピ
ッ
ト
・
溝
状
遺
構
，
陶
磁
器

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��


��
��
�
�
�

古
代
～
中
世

中
世
～
近
世

　

池
畑
・
三
垣
・
元
田

繁
昌
・
中
原
・
川
口
・
大
窪

確
認
Ｈ
９
．１
１

全
面
Ｈ
１０
．５
～
７

１０
００
０
㎡

日
置
市
伊
集
院
町
下
谷
口

柳
原

④

剥
片
・
砕
片

道
跡
・
集
石
，
岩
本
式
・
前
平
式
・
吉
田
式
・
市
来
式

成
川
式
土
器

旧
石
器

縄
文
弥
生
～
古
墳

三
垣
・
桑
波
田

寺
原
・
桑
波
田

確
認
Ｈ
９
．２

全
面
Ｈ
９
．５
～
Ｈ
１０
．３

６３
００
㎡

伊
集
院
町
大
田

上
山
路
山

５

三
稜
尖
頭
器

集
石
・
土
坑
，
前
平
式
・
石
鏃
・
磨
石

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��


��
��
�
�
�

旧
石
器

縄
文
　

三
垣
・
桑
波
田

確
認
Ｈ
８
．１
２
～
Ｈ
９
．１

全
面
Ｈ
９
．１
２
～
Ｈ
１０
．３

３５
００
㎡

伊
集
院
町
大
田

大
田
城

⑥

窯
・
柱
跡
・
粘
土
溜
ま
り
・
土
坑
・
物
原

陶
器
・
瓦
・
窯
道
具

江
戸

池
畑
池
畑
・
繁
昌
・
宮
田
・
森
田
・

元
田
他

確
認
Ｈ
１０
．２

全
面
Ｈ
１０
．８
～
１２

３５
００
㎡

東
市
来
町
美
山

堂
平
窯

７

ナ
イ
フ
・
台
形
石
器
・
石
核
・
細
石
刃
核
・
細
石
刃

集
石
，
前
平
式
・
吉
田
式
・
出
水
式
・
黒
川
式
土
器

成
川
式
土
器

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��


��
��
�
�
�

旧
石
器

縄
文
古
墳
　

湯
之
前
・
橋
口

宮
田
・
寺
原

宮
田
・
三
垣

確
認
Ｈ
９
．８

全
面
Ｈ
１０
．８
～
１１

全
面
Ｈ
１２
．７
～
８

７５
００
㎡

東
市
来
町
美
山

池
之
頭

⑧

前
平
式
・
春
日
式
・
石
鏃
・
磨
石
・
敲
石
・
石
皿

成
川
式
土
器

窯
道
具
・
焙
烙
・
石
臼
・
陶
磁
器
・
砥
石
・
鉄
製
品

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��


��
��
�
�
�

縄
文
古
墳
近
世
～
近
代

　

宮
田
・
三
垣

宮
田
・
三
垣

確
認
Ｈ
１２
．６

全
面
Ｈ
１２
．６
～
８

３１
００
㎡

東
市
来
町
美
山

雪
山

⑨

礫
群
，
剥
片
尖
頭
器
・
ナ
イ
フ
・
細
石
刃
核

曽
畑
式
・
石
斧
・
磨
石
・
敲
石

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��


��
��
�
�
�

旧
石
器

縄
文
　

宮
田
・
三
垣

宮
田
・
三
垣

確
認
Ｈ
１２
．５

全
面
Ｈ
１２
．５
～
６

８０
０
㎡

東
市
来
町
長
里

猿
引

⑩

細
石
刃
核
・
細
石
刃
・
剥
片

黒
川
式
土
器
・
石
斧
・
石
皿
・
石
鏃

掘
立
柱
建
物
跡
・
竪
穴
遺
構
，
須
恵
器
・
土
師
器

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��
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��
�
�
�

旧
石
器

縄
文
古
代
～
中
世

　

池
畑
・
三
垣

牛
ノ
�
・
橋
口
・
大
窪

確
認
Ｈ
９
．２
，Ｈ
１０
．６

全
面
Ｈ
１１
．１
１
～
Ｈ
１２
．２

２７
００
㎡

東
市
来
町
伊
作
田

犬
ヶ
原

⑪ ○
印
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代
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査
　
員

調
査
期
間

調
査
面
積

所
　
在
　
地

遺
跡
名

番
号

剥
片
尖
頭
器
・
ナ
イ
フ

石
鏃
・
隆
帯
文
・
前
平
式
・
市
来
式
土
器

竪
穴
住
居
跡
，
成
川
式
土
器

空
堀
・
帯
曲
輪
・
曲
輪
・
堀
切
・
竪
穴
遺
構
・
掘
立
柱

建
物
跡
・
炉
跡
・
土
坑
，
青
磁
・
備
前
焼
・
鉄
製
品

旧
石
器

縄
文
古
墳
中
世
～
近
世

池
畑
・
西
園

鶴
田
・
勇

八
木
澤
・
横
手

確
認
Ｈ
８
．１
１
～
１２

全
面
Ｈ
９
．４
～
Ｈ
１０
．３

全
面
Ｈ
１０
．７
～
８

１６
００
０
㎡

東
市
来
町
伊
作
田

向
栫
城

１２

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�

礫
群
，
剥
片
尖
頭
器
・
ナ
イ
フ
・
台
形
石
器

細
石
刃
核
・
細
石
刃
・
ブ
ラ
ン
ク
・
調
整
剥
片

集
石
，
前
平
式
・
深
浦
式
・
出
水
式
・
黒
川
式
土
器

成
川
式
土
器

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��
�

�
�

�
�
�

旧
石
器
（
ナ
イ
フ
）

旧
石
器
（
細
石
刃
）

縄
文
古
墳
　

池
畑
・
西
園

湯
之
前
・
橋
口

確
認
Ｈ
８
．１
１
～
１２

全
面
Ｈ
１０
．５
～
１１

１１
００
０
㎡

東
市
来
町
伊
作
田

今
里

⑭

集
石
，
前
平
式
・
春
日
式
・
黒
川
式
・
 
状
耳
飾
り

埋
甕
掘
立
柱
建
物
跡
・
土
坑
・
溝
・
須
恵
器
・
墨
書
土
器

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��


��
��
�
�
�

縄
文
弥
生
古
代
　

繁
昌
・
西
園
・
宮
田

寺
師
・
藤
野

確
認
Ｈ
８
．１
０
～
１２

全
面
Ｈ
９
．４
～
Ｈ
１０
．３

１２
００
０
㎡

市
来
町
大
里

市
ノ
原

１
地
点

⑮

礫
群
，
ナ
イ
フ
・
台
形
石
器
・
尖
頭
器

細
石
刃
核
・
細
石
刃

集
石
竪
穴
住
居
跡
・
壺
棺
・
土
坑
，
高
橋
式
・
成
川
式
土
器

竪
穴
住
居
跡
・
焼
土
・
溝
状
遺
構
，
須
恵
器
・
土
師
器

街
道
跡
・
掘
立
柱
建
物
跡
・
鍛
冶
炉
，
陶
磁
器

旧
石
器
（
ナ
イ
フ
）

旧
石
器
（
細
石
刃
）

縄
文
弥
生
～
古
墳

古
代
～
中
世

近
世

繁
昌
・
西
園
・
宮
田

繁
昌
・
西
園
・
宮
田
・
池
畑

宮
田
洋
・
前
野
・
上
之
園

八
木
澤
・
三
垣
・
元
田
・
西
村

松
村
・
松
崎

確
認
Ｈ
８
．１
０
～
１２

全
面
Ｈ
８
．１
２
～
Ｈ
９
．３

全
面
Ｈ
９
．４
～
Ｈ
１０
．３

全
面
Ｈ
１０
．５
～
Ｈ
１１
．３

全
面
Ｈ
１１
．５
～
７

６６
１５
０
㎡

東
市
来
町
湯
田

市
ノ
原

２
～
４
地
点

１６

礫
群
，
ナ
イ
フ
・
台
形
石
器
・
細
石
刃
核
・
細
石
刃

落
と
し
穴
・
集
石
，
前
平
式
・
押
型
文
・
深
浦
式

弥
生
土
器
・
成
川
式
土
器

道
跡
，
須
恵
器
・
土
師
器
・
滑
石
製
石
鍋

旧
石
器

縄
文
弥
生
～
古
墳

古
代
～
中
世

繁
昌
・
西
園
・
宮
田

森
田
・
中
原

寺
原
・
松
村

確
認
Ｈ
８
．１
０
～
１２

全
面
Ｈ
９
．４
～
Ｈ
１０
．３

全
面
Ｈ
１０
．５
～
Ｈ
１１
．３

１７
７０
０
㎡

東
市
来
町
湯
田

市
ノ
原

５
地
点

１７

集
石
・
土
坑
，
塞
ノ
神
式
土
器

竪
穴
住
居
跡
・
土
坑
・
貝
殻
土
坑
，
成
川
式
土
器

須
恵
器
・
土
師
器
・
青
磁
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�
�
�
�
�
�
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縄
文
古
墳
古
代
～
中
世

　

繁
昌
・
西
園
・
宮
田

上
之
園
・
栗
林

確
認
Ｈ
８
．１
１

全
面
Ｈ
１０
．７
～
９

４０
００
㎡

市
来
町
大
里

上
ノ
原

⑱ ○
印
　
報
告
書
刊
行
済
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　建設省九州地方建設局（中央省庁再編により平成１３年１月より国土交通省九州地方整備局に改

称）は，鹿児島～市来間に南九州西回り自動車道鹿児島道路の建設を計画し，事業区内の埋蔵文化

財の有無について鹿児島県教育庁文化課（組織改革により平成８年度より文化財課に改称）に照会

した。この計画に伴い，文化課が平成３年６月に伊集院ＩＣと市来ＩＣ間の埋蔵文化財の分布調査

を実施したところ，当事業区内には，２７か所の遺物散布地及び確認調査の必要な地点が所在するこ

とが判明した。

　事業区間内の埋蔵文化財の取り扱いについては，建設省鹿児島国道工事事務所と文化課の協議に

基づき，鹿児島国道工事事務所と鹿児島県知事との間で委託契約が結ばれ，埋蔵文化財の確認調

査・本調査が実施されることになった。

　堂園平遺跡については，平成８年１１月２０日から平成８年１２月１４日（実働１６日）まで確認調査を行

い，遺跡の範囲や性格等を把握した。これを受けて，平成１０年５月６日から平成１０年１１月１０日まで

（実働８２日）の本調査を実施し，埋蔵文化財の記録保存を図った。調査対象面積は６，０００�である。

なお，整理作業及び報告書作成は１７年度に鹿児島県立埋蔵文化財センターで行った。

��������	

平成８年度調査体制（確認調査）

　事業主体者：建設省九州地方建設局鹿児島国道工事事務所

　調査主体者：鹿児島県教育委員会

　企画・調整：鹿児島県教育庁文化財課

　調査責任者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　所長　　　　　　　　　　　　　吉永和人

　調査企画者：　　　　　　〃　　　　　　　　　　次長兼総務課長　　　　　　　　尾崎　進

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　主任文化財主事兼調査課長　　　戸崎勝洋

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　調査課長補佐　　　　　　　　　新東晃一

　調査企画・担当者：　　　〃　　　　　　　　　　主任文化財主事兼第三調査課長　池畑耕一

　調査担当者：　　　　　　〃　　　　　　　　　　文化財調査員　　　　　　　　　湯之前尚

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　文化財調査員　　　　　　　　　西園勝彦

　調査事務担当：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　主査　　　　　　　　　　　　　成尾雅明

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　主査　　　　　　　　　　　　前屋敷裕徳

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　主事　　　　　　　　　　　　追立ひとみ　

平成１０年度調査体制（本調査）

　事業主体者：建設省九州地方建設局鹿児島国道工事事務所



－８－

　調査主体者：鹿児島県教育委員会　

　企画・調整：鹿児島県教育庁文化財課

　調査責任者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　所長　　　　　　　　　　　　　吉永和人

　調査企画者：　　　　　　〃　　　　　　　　　　次長兼総務課長　　　　　　　　尾崎　進

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　主任文化財主事兼調査課長　　　戸崎勝洋

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　調査課長補佐　　　　　　　　　新東晃一

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　主任文化財主事兼第三調査課長　池畑耕一

　調査担当者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　文化財研究員　　　　　　　　八木澤一郎

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　文化財研究員　　　　　　　　横手浩二郎

　発掘事務担当者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　主査　　　　　　　　　　　　前屋敷裕徳

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　主査　　　　　　　　　　　　　政倉孝弘　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　主事　　　　　　　　　　　　　溜池佳子

平成１７年度体制（整理・報告書作成）

　事業主体者：国土交通省九州地方整備局鹿児島国道事務所

　作成主体者：鹿児島県教育委員会

　作成責任者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　所長　　　　　　　　　　　　　上今常雄

　作成企画者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　次長　　　　　　　　　　　　　有川昭人

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　次長兼調査課長　　　　　　　　新東晃一

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　調査第二課長　　　　　　　　　立神次郎

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　調査第二課第二調査係長　　　　牛ノ�修

　作成担当者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　文化財調査員　　　　　　　　　寒川朋枝

　作成事務担当者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　主幹兼総務係長　　　　　　　　平野浩二

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　主査　　　　　　　　　　　　寄生田正秀

報告書作成検討委員会　　平成１７年１２月２０日　　上今所長ほか　１０名

報告書作成指導委員会　　平成１７年１２月１３日　　新東次長ほか　７名

企画担当者　　宮田栄二・八木澤一郎

��������	
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　調査の経過は日誌抄により略述する。
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　平成８年１１月２０日から１２月１４日まで向栫城跡と同時に実施した（実働１６日）。確認トレンチを６

か所に設定し，掘り下げを行った。その結果，古代の土師器，縄文時代早期・前期（曽畑式）・後

期（市来式）土器や石器と集石，旧石器時代では剥片尖頭器，細石刃核などが出土した。

���　平成１０年５月６日（水）～１１月１０日（火）

平成１０年５月６日（水）～５月８日（金）
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　表土深度確認トレンチ２本設定。確認調査時のトレンチ清掃。

平成１０年５月１１日（月）～５月１５日（金）

　Ｉ・Ｊ－３４・３６・３７，Ｊ・Ｋ－３８・３９区の表土剥ぎ，アカホヤ上面検出。

平成１０年５月１８日（月）～５月２２日（金）

　アカホヤ層上面コンタ図作成。Ｉ～Ｌ－３４～３６区アカホヤ層（Ⅲ層）掘り下げ，出土遺物取り上

げ。Ｋ－３５区炭集中部平面実測。Ｌ－３６区Ⅲｂ層検出円形遺構掘り下げ，写真撮影。

平成１０年５月２５日（月）～５月２８日（木）

　Ｉ～Ｌ－３５・３６区Ⅲａ・Ⅲｂ層掘り下げ，遺物取り上げ。Ｋ－３５区炭集中部遺物取り上げ後，掘

り込みを掘り下げ。Ｊ－３５区Ⅲａ層古代須恵器集中部掘り下げ。

平成１０年６月１日（月）～６月５日（金）

　Ｉ～Ｌ－３５・３６区Ⅲｂ層掘り下げ，遺物取り上げ。Ｋ－３６区Ⅲｂ層検出土坑掘り下げ，断面写真

撮影，北久根山式土器出土状況写真撮影。Ｋ－３６区炭集中部掘り込み断面図作成。Ｉ・Ｊ－３５区，

Ｌ－３６区，Ⅲｂ層検出チップ集中域掘り下げ。

平成１０年６月８日（月）～６月１２日（金）

　Ｉ～Ｌ－３５～３７区Ⅲｂ層掘り下げ（Ｉ～Ｋ－３５・３６区Ⅲｂ層２ｍで千鳥掘り），遺物取り上げ。

Ｋ－３５区炭集中部完掘。

平成１０年６月１５日（月）～６月１９日（金）

　Ｉ・Ｊ・Ｋ－３５・３６区Ⅲｂ層掘り下げ，遺物取り上げ。Ｋ・Ｌ－３６区出土土坑１～３半截掘り下

げ，断面写真撮影，実測。Ｊ－３５区Ⅲａ層出土古代須恵器写真撮影。姫島産黒曜石フレーク出土。

平成１０年６月２２日（月）～６月２６日（金）

　Ｉ～Ｌ－３５・３６区Ⅲｂ層掘り下げ，遺物取上げ。土坑１～３完掘，写真撮影終了。Ｉ・Ｊ－３５区

Ⅲｂ層検出土坑４・５実測。

平成１０年６月３０日（火）～７月３日（金）

　Ｉ～Ｋ－３６・３７区Ⅲｂ層・Ⅳ層，Ｌ－３６区Ⅲｂ層掘り下げ。Ｉ～Ｌ－３５・３６区Ⅲｂ層遺物取上げ。

土坑４・５掘り下げ。Ｉ－３６区Ⅲｂ層検出ピット１・２掘り下げ。

平成１０年７月６日（月）～７月１０日（金）

　Ｉ～Ｌ－３４・３５区先行トレンチ設定，Ⅷ層まで掘り下げ。Ｉ・Ｊ－３６区Ⅲｃ・Ⅳ層掘り下げ。Ｉ

～Ｌ－３４～３６区Ⅲａ・Ⅲｂ層出土遺物取上げ。Ｉ－３４・３５区Ⅳ～Ⅷ層出土遺物取上げ。土坑５の小

ピット（土坑６）より板石出土，写真撮影。Ｊ～Ｌ－３５区，Ｌ－３６区Ⅲｂ層検出ピット配置図，断

面実測図作成。

平成１０年７月１４日（火）～７月１７日（金）

　Ｉ～Ｋ－３６区先行トレンチ設定，掘り下げ。Ｊ～Ｌ－３５区，Ｌ－３６区Ⅲｂ層検出ピット掘り下げ。

土坑４完掘状況写真撮影。土坑５実測終了。

平成１０年７月２０日（月）～７月２４日（金）

　Ｉ・Ｊ・Ｌ－３５・３６区Ⅲｂ層掘り下げ。Ｉ～Ｋ－３５・３６区Ⅲｂ層出土遺物取り上げ。Ｊ－３５区Ⅲ

ｂ層検出土坑６実測終了。向栫城跡部分調査開始。Ｊ～Ｌ－３５区Ⅲｂ層検出ピット完掘，写真撮影。

平成１０年７月２７日（月）～７月２９日（水）
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　Ｉ～Ｋ－３４・３５区北壁土層断面図作成。Ｉ－３５区Ⅲｂ層，Ｊ・Ｋ－３５・３６区Ⅳ層掘り下げ。Ｉ～

Ｋ－３５・３６区Ⅲａ・Ⅲｂ層出土遺物取り上げ。

平成１０年８月３日（月）～８月７日（金）

　Ｉ～Ｋ－３５区Ⅳ・Ⅴ層，Ｌ－３６区Ⅲｂ層掘り下げ。Ｉ～Ｌ－３５・３６区Ⅲａ・Ⅲｂ・Ⅳ～Ⅵ層出土

遺物取り上げ。Ｊ－３５区Ⅲｂ層検出須恵器出土土坑掘り下げ，実測，写真撮影。Ｉ～Ｋ－３５区土層

観察用ベルト掘り下げ。Ｉ・Ｋ－３５区Ⅳ層出土集石１・２写真撮影後，実測。

平成１０年８月１０日（月）～８月１４日（金）

　Ｊ・Ｋ－３４区Ⅳ層，Ｉ～Ｋ－３５区Ⅴ層，Ｌ－３５・３６区Ⅲｂ層掘り下げ。Ｊ～Ｌ－３４～３６区Ⅲａ・

Ⅲｂ・Ⅳ層出土遺物取り上げ。

平成１０年８月１７日（月）～８月２０日（木）

　Ｉ～Ｌ－３４・３５区Ⅳ・Ⅴ層掘り下げ。Ｌ－３５区Ⅲｂ層検出ピット５７・５８・５９半截，ピット５７は実

測図作成。Ｉ・Ｊ－３４・３５区Ⅱ・Ⅲ層，Ｉ～Ｋ－３５・３６区Ⅳ・Ⅴ層出土遺物取り上げ。

平成１０年８月２４日（月）～８月２８日（金）

　Ｉ～Ｌ－３４～３６区Ⅳ・Ⅴ層掘り下げ，出土遺物取り上げ。Ｋ－３４区Ⅳ層検出集石３実測。

平成１０年９月１日（火）～９月４日（金）

　Ｊ～Ｌ－３５・３６区Ⅴ層掘り下げ。Ｋ・Ｌ－３４・３５区Ⅲｂ～Ⅴ層遺物取り上げ。Ｌ－３６区先行トレ

ンチ設定，掘り下げ。Ｌ－３５区Ⅲｂ層検出焼土写真撮影，実測，掘り下げ。

平成１０年９月７日（月）～９月１１日（金）

　Ｉ～Ｋ－３４・３５・３６区Ⅳ～Ⅵ層掘り下げ。Ｉ～Ｋ－３６，Ｊ－３７区Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ層遺物取り上げ。Ｊ

－３５，Ｊ－３６・３７区に先行トレンチ（東西方向）設定，掘り下げ。Ⅷ層礫群検出。

平成１０年９月１４日（月）～９月１８日（金）

　Ｉ・Ｊ－３４～３６区Ⅵ・Ⅶ層下部，Ｊ・Ｋ－３５区Ⅷ層掘り下げ。Ｉ～Ｋ－３４～３６区Ⅵ～Ⅷ層遺物取

り上げ。Ｉ－３５区Ⅵ層下部出土剥片尖頭器出土状況写真撮影。Ｉ－３５区Ⅵ層出土礫群実測。

平成１０年９月２１日（月）～９月２５日（金）

　Ｉ・Ｊ－３４～３６区Ⅵ～Ⅷ層掘り下げ，遺物取り上げ。Ｉ－３６区完掘。Ｊ－３５区Ⅷ層検出礫群実測。

Ｊ－３５・３６区Ⅷ層検出ブロック出土状況写真撮影。

平成１０年９月２８日（月）～１０月２日（金）

　Ｉ・Ｊ－３４～３６区Ⅷ層掘り下げ。Ｉ－３５完掘。Ｉ－３４，Ｉ・Ｊ－３５・３６区Ⅷ層礫群検出。検出ブ

ロック掘り下げ，遺物取り上げ。Ｌ－３４・３５区土層観察用ベルト掘り下げ。

平成１０年１０月５日（月）～１０月９日（金）

　Ｉ－３４・３５，Ｊ－３５区Ⅷ層掘り下げ，検出ブロック遺物取り上げ。隣接する向栫城跡の調査開始。

本田道輝鹿児島大学助手，渡辺芳郎鹿児島大学助教授（６日），上村俊雄鹿児島大学教授（９日），

現地指導。

平成１０年１０月１２日（月）～１０月１６日（金）

　Ｉ－３４・３５，Ｊ－３５区Ⅷ層掘り下げ。Ｊ－３５区掘り下げ，遺物取り上げ。Ｋ・Ｌ－３４区下層確認

トレンチ遺物取り上げ。Ｉ・Ｊ－３５区Ⅷ層検出礫群写真撮影。五味克夫鹿児島大学名誉教授（１３

日），柴田博子宮崎産業経営大学助手（１６日），現地指導。
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平成１０年１０月１９日（月）～１０月２３日（金）

　Ｌ－３４・３５区，Ｍ－３４～３６区表土剥ぎ後Ⅲ層掘り下げ，出土遺物取り上げ。

平成１０年１０月２７日（火）～１０月３０日（金）

　Ｌ・Ｍ－３４～３６区Ⅲｂ層掘り下げ，出土遺物取り上げ。Ｉ－３６・Ｊ－３５区Ⅷ層検出礫群実測。

平成１０年１１月２日（月）～１１月１０日（火）

　Ｌ・Ｍ－３５・３６区Ⅲ層掘り下げ，遺物取り上げ。堂園平遺跡部分終了後，向栫城跡へ移動。

整理・報告書作成事業の概要

　堂園平遺跡の整理・報告書作成作業は，平成１７年３月～１２月に行った。また，本田道輝氏（鹿児

島大学法文学部助教授）に遺物指導をいただいた。

整理作業従事者：蔵元真奈美，野間尚美，日高千津子，藤本恵子，松元康子（５０音順，敬称略）
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　堂園平遺跡は日置市東市来町伊作田に所在する。遺跡の所在する東市来町は，薩摩半島のほぼ中

央部，日置市の北西部に位置し，南西には東シナ海に面している。東は郡山町，南は伊集院町・日

吉町，北は市来町・薩摩郡樋脇町に接する。北東部・北部には重平山・中岳・矢岳などの山が連な

り，大里川・江口川・神之川が町を貫流する。江口川は標高５２２ｍの重平山に源を発して町の中央

部を貫流し，東シナ海に注いでいる。これらの川の流域に沿って水田が形成され，畑地はその丘陵

に分布するが，大半はシラス台地である。また，江口浦の海岸は砂丘の発達がみられず，風雨によ

る浸食作用によりシラスの山肌をさらしており，「江口蓬莱」の名がある。

　堂園平遺跡は東市来町伊作田の標高１８０ｍの遠見番山から下る南東の斜面の裾部にある。標高約

５０ｍの平坦部に位置し，南側には浅い谷を隔てて向栫城を望む。約３００ｍほど南部には東西に江口

川が貫流し，河口である江口浜までは直線距離で約１．５�である。
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　東市来町内の遺跡は，昭和５９年度発行の遺跡地名表では１５ヶ所が紹介されているのみであった

が，平成３年度以降の北薩伊佐地区埋蔵文化財分布調査，東市来町による県営圃場整備事業・農道

整備事業等に伴う発掘調査，平成８年度以降の南九州西回り自動車道建設に伴う発掘調査が行われ，

遺跡数は増加し，現在では９２ヶ所の遺跡が周知されている。周辺遺跡と合わせて紹介する。

�����

　今里遺跡は伊作田の標高約６３ｍの台地端の傾斜地に所在し，ナイフ形石器文化期の剥片尖頭器・

三稜尖頭器・台形石器・スクレイパー，細石刃期の細石刃・細石刃核が出土している。特に細石刃

核は１０１点と多く出土し，分類・編年が行われ重要な資料となっている。猿引遺跡は，長里の標高

約１１０から１１５ｍの尾根上の台地に所在し，ナイフ形石器文化の礫群１基と三稜尖頭器・ナイフ形石

器・台形石器・敲石や細石刃文化の細石核や細石刃がみつかった。向栫城跡は，堂園平遺跡の南隣

の標高約５０ｍの独立した台地上に所在し，剥片尖頭器・ナイフ形石器が出土している。
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　上二月田遺跡は養母に所在し，縄文時代後期の住居跡２基・土坑・炉跡などが検出され，遺物に

は平栫式・塞ノ神式・深浦式・春日式・出水式・西平式・黒川式・夜臼式・高橋Ⅰ式土器等が出土

している。今里遺跡は，早期の集石と早期～晩期の土器が多くの石器と出土しており，特に独鈷状

石器は注目される。池之頭遺跡は古墳時代を主体とする遺跡であるが，縄文時代早期の集石８基と

前平・吉田・石坂式・春日式・並木式・阿高式・入佐式・黒川式土器も出土している。隣接する雪

山遺跡では前平式土器の円筒土器と角筒土器が出土している。向栫城跡は，西側遠方に東シナ海を

望む良好な景観をもつシラス台地に築かれており，草創期の配石遺構・集石が隆帯文土器や石鏃・

敲石・石斧などが出土している。また，前期～晩期の轟・阿高・市来・黒川式土器も出土している。

市ノ原遺跡は，調査面積９５，８５０�と広範囲の遺跡で，早期～晩期の多種多様な遺構・遺物がみられ
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る。特殊なものとしては，竹崎式土器，耳飾，三角 土・石製品などがある。
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　弥生時代の遺跡は少ないが，市ノ原遺跡では竪穴住居や壺棺が高橋式・北麓式・黒髪式・山ノ口

式と共伴して出土している。

　古墳時代の遺跡は多く，住居跡は市ノ原遺跡で７基，向栫城跡で１１基みられる。老ノ原遺跡では，

同一層内から須恵器と成川式土器が出土しており，成川式土器の下限を考える資料になるとされて

いる。池之頭遺跡では狭い尾根上に成川式土器が出土しており，住居跡などの遺構がみられず手捏

ね土器の出土が多いことから，祭祀場などの可能性が指摘されている。　
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　堂園平遺跡が所在する東市来町と隣接する市来町は，古代においては薩摩国日置郡に属していた

と考えられている。この地は市来院に属し，宝亀年間（７７０～７８０）以降，郡司の大蔵氏一族が支配

し市来氏を称した。市ノ原遺跡では，第１地点で掘立柱建物跡１５棟が検出され，墨書土器も１００点

以上出土し「春」「奉」「松」「厨」などの文字が判読されている。

　南北朝内乱期に入ると，北朝方の足利尊氏から市来院地頭職に任ぜられた島津貞久と対立が続き，

市来氏は鶴丸城に拠ったが，興国二年（１３４１）鶴丸城は島津貞久の軍によって落城した。また，鶴

丸城には天文１９年（１５５０）にフランシスコ＝ザビエルが立ち寄り布教活動を行っている。中世山城

は，戦乱が激化する南北朝期から増加する。堂園平遺跡の南側には向栫城跡があり，江口川を挟ん

で南に栫城跡，南西に伊作田城跡，東に平ノ城，鶴丸城，といくつかの中世山城を望む。伊作田城

跡では帯曲輪の構築が確認されたほか，古墳時代の遺跡の存在が確認されている。向栫城跡では，

堂園平遺跡を挟んで大規模な帯曲輪・曲輪や２本の空堀が検出され，福郭域には炉跡・土坑・堀

切・通路状遺構などの遺構と輸入陶磁器や国内産陶磁器などが出土した。

　また，東市来町内には多くの窯跡が確認されている。その発祥は，１５９２～１５９８年に豊臣秀吉の名

によって行われた朝鮮出兵（文禄・慶長の役）で，出兵した島津義弘が帰国に際して朝鮮の陶工ら

を招来したことにはじまる。このとき，陶工らの大部分は串木野市島平に上陸したが，一団１０名ほ

どは神之川に着き，やがて苗代川（美山）に屋敷を与えられて作陶に従事することとなった。

　堂園平遺跡の北西に隣接する遠見番山は，近世には異国船の往来・漂着を監視する遠見番所が置

かれ，郷士が２名ずつ交代で勤務し異国船の監視に当たった。遠見番山の山頂には古くは弁財天が

祀られており弁財天岳と呼ばれていたが，近世後期になって遠見番所が置かれてから遠見番山とい

われるようになった。
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『東市来町郷土誌』１９８５　東市来町教育委員会

『北薩・伊佐地区埋蔵文化財分布調査報告書（Ⅰ）』１９９２　鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書６１

『今里遺跡』２００２　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書３３

『老ノ原遺跡』１９９６　東市来町埋蔵文化財発掘調査報告書８

『猿引遺跡・雪山遺跡』２００３　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書５３

『犬ヶ原遺跡』２００３　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書５０
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備　　考遺　　物　　等時　　代地形所　在　地遺跡名遺跡番号番号
仁王像・墓塔他鎌倉山麓長里本寺大日寺跡２９－３１
空堀・土塁・礎石平安～室町山麓長里鶴丸小学校一帯鶴丸城跡２９－４２

中世城館跡空堀・古墓塔南北朝～室町丘陵平地長里字平之城平之城２９－１７３
中世城館跡伊崎田道材居城南北朝～室町丘陵平地伊作田字浜之丸伊作田城２９－１８４
中世城館跡石塁山頂平地長里字古城原古城２９－１９５
中世城館跡山頂平地伊作田字栫原栫城２９－２２６

中世城館跡

剥片尖頭器・ナイフ
隆帯文・前平式・市来式
竪穴住居跡・成川式土器
空堀・曲輪・竪穴状遺構・炉跡・青磁

旧石器
縄文
古墳
中世～近世

丘陵平地伊作田字上栫向栫城２９－２３７

Ｈ３．北薩・伊佐分布
西回り自動車道

礫群・ナイフ・台形石器・細石刃核
集石・石器
竪穴住居跡・壺棺
竪穴住居跡・土坑・成川式土器
竪穴住居跡・焼土・須恵器
街道跡・掘建柱建物跡・鍛冶炉・白
磁・青磁

旧石器
縄文
弥生
古墳
古代～中世
近世

台地湯田上市ノ原ほか市ノ原２９－６７８

Ｈ３．北薩・伊佐分布土師器・陶器・染付古墳・中世台地湯田諏訪原ほか諏訪原２９－６８９

Ｈ３．北薩・伊佐分布弥生式土器・成川式土器
土師器・須恵器

弥生・古墳
中世台地斜面長里森薗平ほか森薗平２９－６９１０

Ｈ３．北薩・伊佐分布成川式土器・土師器古墳・中世台地長里浦田（一）ほか浦田２９－７０１１

Ｈ３．北薩・伊佐分布
細石刃核・細石刃
黒川式・石鏃
掘立柱建物跡・鍛冶炉・土師器

旧石器
縄文　
中世・近世

丘陵伊作田犬ヶ原（一）ほか犬ヶ原２９－７２１２

Ｈ３．北薩・伊佐分布成川式土器・陶器古墳・近世丘陵伊作田金木山ほか金木山２９－７３１３
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西回り自動車道

尖頭器・ナイフ・細石刃核
集石・前平式・深浦式・出水式
成川式土器
土師器・陶器・磁器

旧石器
縄文
古墳
中世・近世

台地伊作田今里ほか今里２９－７５１５

Ｈ３．北薩・伊佐分布
細石刃・細石刃核
弥生式土器・成川式土器
土師器・染付

旧石器
弥生・古墳　
中世

台地伊作田東老ノ原ほか老ノ原２９－７６１６

Ｈ３．北薩・伊佐分布
弥生式土器
成川式土器
土師器・陶器

弥生
古墳
中世・近世

追頭伊作田立元原ほか立元原２９－７７１７

Ｈ３．北薩・伊佐分布成川式土器・土師器・陶器古墳・近世丘陵美山池之平ほか池之平２９－７６１８

Ｈ３．北薩・伊佐分布
弥生式土器
成川式土器
土師器・陶器

弥生
古墳
中世・近世

丘陵宮田原ほか原２９－８０１９

Ｈ３．北薩・伊佐分布
弥生式土器
成川式土器
土師器・陶器

弥生
古墳
近世

台地美山馬通ほか馬通２９－８１２０

Ｈ３．北薩・伊佐分布土器・土師器・青磁・陶器縄文・弥生・古墳・中世後背砂地神之川力石ヶ原ほか力石ヶ原２９－８２２１
Ｈ３．北薩・伊佐分布成川式土器・土師器古墳・中世丘陵斜面神之川浜ノ丸浜之丸２９－８３２２
Ｈ３．北薩・伊佐分布陶器・窯道具近世台地美山堂平堂平窯跡２号窯２９－８４２３
Ｈ．８農整分布古墳・中世台地養母西原持原２９－８５２４
西回り自動車道台地長里赤平２９－８９２５

西回り自動車道礫群・ナイフ・台形石器・尖頭器・細石刃
曽畑式・石斧

旧石器
縄文台地長里猿引２９－９０２６

西回り自動車道集石・前平式・春日式
陶器・磁器・瓦・窯道具

縄文
近世～近代台地美山雪山２９－９１２７

西回り自動車道
ナイフ・台形石器・細石刃核・細石刃
集石・前平式・春日式
成川式土器

旧石器
縄文
古墳

台地美山池之頭２９－９２２８

Ｈ．１１農整分布土器・青磁台地江口菖蒲河内２９－９６２９
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　調査に先立ち，平成８年度の堂園平遺跡の緊急発掘調査の際，約２×５ｍの６本のトレンチを設

定し，確認調査を実施した。その結果，２０００�の範囲において旧石器時代ナイフ形石器期から古代

の時期に至る，合計７枚の包含層が良好に存在することを確認した。調査では，センターラインを

基準として設定された１０ｍ×１０ｍのグリッドラインを延長してグリッドを設定し，南側から重機で

表土を剥ぎ，順次掘り下げを行い遺構・遺物の検出を行った。グリッドは向栫城跡も含んで設定し，

南東から北西へ１～４１区，南西から北東へＡ～Ｏ区の番号・記号を付した。堂園平遺跡はほぼ３３～

３６区，Ｉ～Ｍ区に該当する（第５図）。
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　本遺跡の基本土層は次の通りであるが，堆積が安定していないところもある。

Ⅰ層　　耕作土（表層）

Ⅱ層　　灰黒褐色砂質土層（主に古代～近世包含層）

Ⅲａ層　暗茶褐色粘質土層（縄文晩期～古代包含層）アカホヤ火山灰腐

植土で粘性が低い。

Ⅲｂ層　黄褐色粘質土層（縄文前期～後期包含層）Ⅲａ層と同じく，ア

カホヤ火山灰腐植土で粘性は低い。明黄褐色微砂質の噴出物が

ブロック状に混ざる。

Ⅳ層　　暗褐色粘質土層（縄文早期包含層）Ⅲ層の浸潤がみられる。

Ⅴ層　　黒褐色砂質土層（縄文早期包含層）硬く粘質があり，サツマ火

山灰と思われる白色パミスを含む。

Ⅵ層　　紫褐色強粘質土層（旧石器時代包含層，主に細石刃文化期）部

分的に，下部に漸移層（Ⅵｂ層）がみられる。いわゆるチョコ

層である。

Ⅶ層　　黒褐色粘質土層（旧石器時代包含層，主にナイフ形文化期）や

や硬く，白色パミスを若干含む。

Ⅷ層　　淡褐色混砂土層（旧石器時代包含層，主にナイフ形文化期）若

干粘質がある。

Ⅸ層　　シラス

Ⅰ層

Ⅱ層

Ⅲａ層

Ⅲｂ層

Ⅳ層

Ⅴ層

Ⅵ層

Ⅶ層

Ⅷ層

Ⅸ層
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Ⅵa層

Ⅵb層
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　旧石器時代に概当する遺構及び遺物はⅥ層，Ⅶ層，Ⅷ層から検出された。遺構は礫群が計９基検

出されており，検出面はⅥ層下部とⅧ層下部であり，遺構の検出層位から確実に複数時期と考えら

れる。石器群の出土分布における視覚的なまとまりを石器群ブロックとして認識し，調査中にⅥ層

のブロックとⅧ層のブロックをそれぞれ区別した。その後，整理作業段階において，石器器種や石

器石材の出土分布も加味して最終的なブロックとした。ブロックは総数１６となった。

　旧石器時代の出土遺物は細石刃・細石刃核などの細石刃文化期に属するものと，ナイフ形石器，

剥片尖頭器などのナイフ形石器文化期に属するものに大きく区別できる。さらにナイフ形石器文化

期のものについては時期的に細分される可能性がみられた。
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　旧石器時代の遺構は，礫群を９基検出した。礫群はその検出面よりシラス直土のⅧ層下部から８

基と，Ⅵ層下部から１基検出されている。時期は異なるが，ここではまとめて説明する。

　また石器群ブロックについては別の項目を設けた。

�　礫群

　検出された礫群は第８図に示すように，調査区の南西側に多く，Ｉ－３５区及びＪ－３５区に集中し

た分布を示す。

１号礫群

　Ｊ－３５，３６区の境界付近で検出されたもので，最も北側に位置する。礫は径６０�×７０�の楕円に

比較的集中しているが，北東側に礫細片が広がり長径１１０�となる。礫は安山岩が多く，径約１０�

程度のものが多い。比較的集中した部分の中央は礫が少なく，後で抜き取られた可能性もある。総

礫数は５４点で，火熱のため赤化したものが多い。

２号礫群

　長径×短径は１１０�×７０�の楕円形に広がるもので，１号礫群の南側に近接した位置で検出された。

礫は１０�程度のものが円形を呈し，北東側には径４～５�程度の小さなものが多くみられる。礫は

赤化した安山岩などが多く，総数は約５０点程度である。この礫群も１号と同様に中央部が礫の少な

い部分となっており，礫の再利用などのため抜かれた可能性がある。

３号礫群

　径５０�×４０�に集中した部分と，それから３０～９０�離れた７個のまとまりからなる。礫は径１０～

１５�程度と比較的大きなものが多い。集中した部分には，径４０�×３０�の楕円形を呈し，深さ約１０

�の掘り込みが確認された。礫の総数は３６点であった。

４号礫群

　Ｉ－３５区で最も南側に位置する。径７�程度の礫が多く，広さ長径１６０�×短径６０�に散在して

いる。礫は安山岩などが多く，火熱のため破砕したものが多い。礫の総数は４３点であった。この北

側に接して５号礫群がみられる。

５号礫群

　礫の総数は約２００個からなり，約３ｍ×２ｍの広さに分布している。礫の大きさは約８～１２�程
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度のものが多く，石材は安山岩が主体であった。中央付近には礫が集中した部分が認められ，その

下面には約５０�×３０�で深さ１０�程度の浅い楕円形の掘り込みが認められた。

６号礫群

　直径約３０�の円形部分に，礫が集中しているものである。礫は径６～１０�程度のものが多く，２９

点の礫が集中した部分の下面には，径約４０�×３０�深さ１０�程度の掘り込みが確認された。礫は安

山岩の角礫が多く，火熱を受けており赤化が著しい。

７号礫群

　大きさは１００�×７０�程度で，礫は比較的集中している。礫の大きさは径５～１０�程度で安山岩

が中心となっている。礫の総数は３９点であった。分布はほぼ水平であり，掘り込みなどは全くな

かった。

８号礫群

　礫が密に集中して下面に掘り込みをもつ部分と，近接して散在して広がる部分から構成される。

集中した部分は径約５０�程度と小さく，下面の掘り込みは楕円形を呈し，約６０�×４０�の大きさで，

深さは約１０�である。散在した部分は地形の傾斜に沿ったものである。礫は安山岩が主であり，火

熱を受け赤化したものが多い。

９号礫群

　Ｉ－３５区で検出され，これのみ検出層が異なりⅥ層下部となっている。時期的に他の礫群と異な

り，ナイフ形石器文化期の終末から細石刃文化期にかけてのものと思われる。

　礫は総数１７個からなり，集中度は高い。しかし下面に掘り込みは検出されていない。礫群の大き

さは径約５０�程度である。礫は安山岩が多く，火熱を受けている。
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�　石器群ブロック

　出土遺物はまとまりを示し，各層で集中している部分が認められている。ただし，Ⅵ層，Ⅶ層，

Ⅷ層の各堆積間隔は厚くなく，当然のことながら遺物の上下移動を考慮する必要がある。

　第１２図に各層ごとの全体遺物分布を示した。視覚的に判断すると，Ⅵ層でａ～ｄの４ヶ所，Ⅶ層

では大小含めて１～６の６ヶ所，Ⅷ層でＡ～Ｆの６ヶ所集中部が認識できうる。これらの集中部が

全て石器群ブロックとして区別されうるものではない。Ⅵ層とⅦ層を比較すると，Ⅵ層のｃ集中部

北側とｄ集中部はⅦ層の集中部と重複せずⅥ層の所産である可能性が高い。ｂ集中部のなかの西側

の集中の強い部分もⅥ層の所産と推定できる。またⅦ層の６集中部と３集中部についてはⅦ層の所

産である可能性が高い。次にⅦ層とⅧ層を比較した場合，Ⅷ層のＥ集中部はⅦ層と重複せずⅧ層の

所産と推定できる。Ⅶ層の１集中部については北側部分がⅥ層と重複しており，南側半分はⅧ層の

Ａ集中部と重複している。両方に区分できないことよりⅦ層からⅧ層にかけての集中域と判断する

こともできる。最も集中しているⅥ層ｂとⅦ層４とⅧ層Ｂの集中部は複合しており分離は困難であ

り，複数の時期の所産と判断できよう。

　次に石材別分布から石器群の判別を行ってみる。

　第１３図は黒曜石の種類別の分布を各層ごとに示したものである。本遺跡で出土した黒曜石は色調

風化の状況，礫皮面の状況，光沢，不純物の有無など肉眼的観察により次のように区分できた。

ＯＢ１…漆黒色で光を通さず，消し炭状の風化面をもつ特徴から上牛鼻産と判断できるもの

ＯＢ２…ガラス質が強く，透明感があり不純物を多く含むことから三船産と推定できるもの

ＯＢ３…漆黒色を呈し，ガラス質で不純物をほとんど含まないことから腰岳産と推定されるもの

ＯＢ４…青灰色を呈し，風化があり新鮮面はガラス質で不純物を含まず針尾産系と推定されるもの

このほか姫島産類似や判別不能なその他のものがみられた。三船産黒曜石の分布はⅦ層１・３集中

部に多く，また上牛鼻産黒曜石はⅦ層の４集中部に多いことより，これらの集中部は妥当性が高い。

　第１４図に示した安山岩についてはハリ質のものとその他に分けられたが，Ⅵ層に多いということ

がわかる。

　第１５図は玉随・チャート・鉄石英・タンパク石等の出土分布である。全体的に出土量が少ないた

めブロックの判別には向かない。

　第１６図は頁岩とホルンフェルスの出土分布である。出土量は多くはないが，シルト質の良質な頁

岩はⅦ層に多く出土しており，Ⅶ層の１集中部及び４集中部にまとまっている。またⅧ層のＡ集中

部にも特徴的に多い。

　以上のような各石材ごとの層位的出土分布を重ねて石器群ブロックの認定を行う必要がある。そ

れでも決定的なものとは断定できない。

　そこで各石器ごとの出土分布ならびに各石器の細かい分類ごとの出土分布により補強することに

したい。例えばナイフ形石器１類の分布と，その時期とは明らかに異なるナイフ形石器３類の分布

は完全な差異が認められる。また小型ナイフ形石器の分布も一定の場所に集中しており，石器群ブ

ロックの存在が理解される。

　ここでは各器種ごとの分布などを通じてブロック認定を行う必要があろう。遺物包含層がうすい

場合，ブロック認定については複数の時期の混在を考慮して慎重に対応すべきと考える。
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　旧石器時代の遺物の主体は，いわゆるナイフ形石器文化期に属するものであり，遺物の出土層は

Ⅶ層からⅧ層で，一部Ⅵ層下部のものも含まれる。出土した石器器種は，ナイフ形石器，台形石器，

剥片尖頭器などの狩猟具とともに，掻器，削器，二次加工のある石器，使用痕のある剥片，敲石な

どで多種におよぶ。また，ナイフ形石器についても形態的に細分されるだけでなく，これまで他の

遺跡出土例から時期が異なると判断されるものも含む。すなわち，ナイフ形石器文化期の石器群は

一時期のものだけでなく，複数の時期のものと考えられる。つまり，上記の各石器器種は石器群と

してとらえるべきで石器組成という用語は使用できない。以下各石器を器種ごとに分類し説明を加

えていく。

������（第１７～２１・２４図　１～５０）

　多形態のものが出土した。ここでは使用される素材剥片の形状と用い方，二次加工の状況及び加

工部位を考慮して分類した。

　１ａ類：比較的厚みのある幅広い剥片を素材とするもので，二側縁に二次加工であるブランティ

ングを施したもの，刃部は剥片の鋭利な側縁が利用される。いわゆる狸谷型ナイフ形石器と呼称さ

れるものである。

　１ｂ類：切出し型を呈するもので狸谷型からはずれるもの。

　第１７図１～８が１ａ類に該当する。１は幅広剥片を素材とし，打面部を裁断するような背縁及び

対向する部分にブランティングを施し，切出し型に仕上げてある。背縁の二次加工は腹面側からの

みでなく，背面からも行われている。また，背面は背縁からの平坦剥離が行われ，厚みを減じよう

としている。

　２は青灰色を呈する針尾産系の黒曜石を使用したものである。厚みのある剥片を素材とし，二次

加工を施している。背縁の二次加工は上下両面から施され，対向する短辺はノッチ状に施されてい

る。３は基部を欠損し，４は先端部を欠損するもので，同様に幅広剥片を素材とし，短辺の二次加

工はノッチ状になる。５・６・７は各々欠損品であるが，同様の厚みのある素材を利用している。

６は日東産系の黒曜石の幅広剥片を素材とするもので，短辺は折断のあと，平坦剥離を施している。

１・３・５・８は上牛鼻産黒曜石，４・７は三船産黒曜石が使用されている。

　第１７図９・１０は１ｂ類である。いずれも短い剥片の末端部を刃部とし，切出し型を呈するもので

ある。９は良質な黄褐色頁岩を利用し，背縁の加工のほか，短辺から腹面側に平坦剥離を行いノッ

チ状に加工を施している。１０は上牛鼻産黒曜石を利用したもので，背縁は折断の後，腹面に平坦剥

離を施したものである。

　２ａ類：石刃もしくは石刃状の縦長剥片を素材とし，基部や先端部を部分的に二次加工を施した

もの。

　第１８図１１～１７は２ａ類である。１１は珪質頁岩の石刃を素材とし，片側先端部近くに急角度のブラ

ンティングを施したものである。また打面近くも背面からの二次加工が認められる。先端は尖らな

い。１２は砂岩の縦長剥片の片側先端部近くに刃潰し加工を施したもので，鋭利な片側縁辺には二次

加工によりスクレイパー状の刃部が形成されている。１３・１４は風化が著しい頁岩を素材とし，部分

的に二次加工が認められるものである。１５は１１と同質の頁岩製石刃であり，上下両端とも折断され
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たものである。下端には折断後のわずかな加工が認められる。１６は安山岩製の先細りの縦長剥片が

利用され，片側下半と先端部近くに二次加工が認められる。基部は欠損する。１７は風化する頁岩製

で，片側に二次加工を施し，また先端部は上下からの加工により先端部を形成する。

　２ｂ類：黒曜石製の縦長剥片を素材とする基部加工のナイフ形石器である。

　第１９図１８～２１は縦長剥片の打面を残し，打面近くの両側縁に二次加工を直線状に施し基部とする
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もので，いずれも先端部を欠損する。使用されている石材は，１８・２０・２２・２３が三船産黒曜石で２１

は上牛鼻産黒曜石であり，このうち１９は針尾産系の黒曜石が使用されている。２２・２３は幅広剥片を

使用し，同様に基部加工を施しているものである。これらも先端部を欠損している。

　２ｃ類：縦長剥片の打面を残さず二次加工を施すもの。

　２４は青灰色を呈する良質の珪質頁岩製であり，片側縁辺に二次加工を施し背縁とし，それに対応

する基部側縁と打面部に二次加工を施したものである。二次加工は急角度のブランティングではな

く，６０度程度でスクレイパーエッジ状に施されている。先端部を欠損する。鋭利な刃部縁辺には使

用痕が著しい。

　３類：いわゆる「ノの字」形の剥片を使用した今峠型ナイフ形石器である。

　第２０図と第２１図２５～４２が該当する。このうち２５～３１は打面に背面からの二次加工を施している。

２５は「ノの字」形の剥片を素材にしたもので，剥片の末端には旧剥片の底面が認められる。打面は

背面からの二次加工が施され，反対側は腹面からの加工により，基部が形成される。また，そこの

腹面には厚みを減じる平坦加工が施される。先端部は再加工によるスクレイパー状の刃部の再生が

みられる。２６も同様の剥片が使用され，基部の右側縁は背面からの二次加工，左側縁は腹面からス

クレイパー状の二次加工が施される。先端部は二次加工や使用痕がみられる。２７も右側縁は打面を

背面から二次加工し，左側縁は腹面からブランティングが施される。その後，基部背面は厚みを減

じるため平坦剥離が行われる。先端部をわずかに欠損し，現存する刃部は使用痕が著しい。２８も同

様の素材剥片が使用され基部の二次加工が施されているものである。左側縁の加工はわずかであり，

スクレイパー状となる。先端部は細かい二次加工が施され，その部分は磨滅し，周辺には使用痕が

認められる。背面の構成から求心的な石核から生産されたものと推定される。２９も同様の二次加工

により基部を形成し，また最後に背面の平坦剥離が行われている。３０～４１も「ノの字」形の剥片を

使用し，基部部分に二次加工を施したものである。３０・３１は打面を同様に背面から二次加工し，３０

には平坦剥離もみられる。３４～３６は「ノの字」形の剥片というより横長剥片と呼ぶべき剥片を素材

にしているが，同様の二次加工が施されている。３７～４１は基部近くをわずかに二次加工を施したも

のである。４１はこれまでのものと異なり，「逆ノの字」形の剥片を使用したものであるが，打面は

腹面からの１回の剥離で折り取り，その後腹面は平坦剥離が行われている。反対側の縁辺はスクレ

イパー状の二次加工が行われている。使用されている石材は，２５が腰岳産黒曜石，２７・２８は珪質頁

岩であるが，宮崎北部の流紋岩に類似するものである。４２は日東産黒曜石に類似しており，３６は頁

岩，その他は全て上牛鼻産黒曜石が使用されている。

　４類：横長剥片素材の一側縁加工ナイフ

　第２１図４３は比較的大型の横長剥片を使用したもので，厚みのある打面部に腹面から急角度のブラ

ンティングを施している。剥片の底面は自然である。下半は欠損している。４４も同一母岩と思われ

る横長剥片を利用したもので，左側基部付近にブランティングが施されている。これは未製品の可

能性もある。

　５類：小型のナイフ形石器

　第２４図４５～４８はいわゆる小型のナイフ形石器である。４５・４６は背縁側に急角度のブランティング

が施されるものであるが，４６で明確なように刃部側縁辺にも細かい二次加工が認められるものであ



－３７－

��������	
��
��



－３８－

��������	
��
����



－３９－

���������	
��
��������



－４０－

��������	
��
���������



－４１－

る。４７は厚い背縁にブランティングが施され，他の縁辺にも細かい二次加工が認められ再加工の可

能性も考えられる。４８は細みの縦長剥片を素材とし，一側縁に急角度のブランティングが施された

ものである。半分欠損する。

　６類：その他のナイフ

　第２４図４９・５０はこれまでの分類には入らないが，一部にブランティングが施されたナイフ形石器

である。

����（第２５図　５１～５９）　

　第２５図は台形石器であり，大型品と中型品に分けられる。５１は幅広で比較的厚みのある剥片を素

材とし，剥片の鋭利な側縁を刃部としたものである。石器の両側縁には急角度のブランティングが

施され，厚みのある打面側は背面の平坦剥離も認められる。基部を欠損する。５２も同様の剥片を素

材とした大型のもので，両側縁のブランティングは急角度でなくスクレイパーエッジ状である。先

端部の一部と基部を欠損している。５３は右側縁の大きな剥離がみられる。これも基部を欠損し，刃

部には著しい使用痕が観察される。５４～５６は良質で黄白色を呈す珪質頁岩製である。５４も幅広剥片

を素材にした大型のものである。両側縁のブランティングは丁寧に施されている。５５は比較的うす

い剥片を素材とするものであり，両側縁のブランティングは丁寧である。右側縁のブランティング

はわずかにノッチ状に施され，左側縁の直線的なものとの違いがあることより，切出し型のナイフ

形石器の可能性もある。５６もうすい剥片が使用されたもので，石材は５５と同一母岩と思われる。腹

面はブランティング以前に厚い部分を平坦剥離によりうすくしている。５７は５３と同様右側縁の加工

は大きな剥離でなされ，また左側縁の加工はスクレイパーエッジ状に施されている。５８は右側縁が

剥片の打面をそのまま利用し左側縁のみ加工を施したものである。５９は上牛鼻産の黒曜石製のうす

い剥片を利用したものである。両側縁の加工はスクレイパーエッジ状であり急角度ではない。腹面

には平坦剥離が施されている。基部を欠損する。なお，５１・５２・５３・５７・５８は三船産黒曜石が使用

されている。
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�����（第２６～２８図　６０～７７）

　剥片尖頭器は素材剥片の形状と二次加工部位・加工状況等により大きく３類に区分できる。

　１類：先細りの剥片を素材とし，基部を両面からノッチ状に加工するもの。

　第２６図６０～６５がこれに該当し，このなかには中型品と小型品に分けられる。６０は頁岩製の先細り

の剥片を素材とするもので，打面近くをノッチ状に二次加工を施し基部を形成している。ヒンジし

た先端部には細かい加工がみられ，右側縁に使用痕が認められる。６１も同様の素材剥片に基部は

ノッチ状に加工したものである。先端を欠損する。６２は風化が著しい砂岩製で，小型品である。基

部のみノッチ状に加工している。６３はノッチ状に加工した基部が欠損したものである。６４は中型の

剥片を素材としているが，先端部は尖らない。右側縁に使用痕と思われる剥離が認められる。６５は

風化が著しい頁岩製であり，この部類に入るものである。

　２類：両側縁が平行する石刃状の縦長剥片を使用するため，片側縁辺に二次加工を施して先端を

尖らすもの。

　第２７図６６～７０が該当する。６６は比較的うすい縦長剥片を使用し，基部は両側からノッチ状に二次

加工を施して形成している。右側縁は連続する二次加工が行われ，鋭い先端部が形成されている。

６７は厚みのある剥片が利用されているもので，片側縁辺は粗い鋸歯状の剥離が行われている。二次

加工は腹面からのみでなく，背面からも行われている。鋭利な右側縁に使用痕は認められない。基

部は節理面で折れている。

　６８は比較的うすい剥片が使用され，片側縁辺全体に二次加工が施されているものである。先端部

を欠損し，また背面の基部付近にはスクリーントーンで図示したような黒色の有機質と思われる付

着物が認められる。６９は長さ１０�を超す大型品であり，左縁辺全体に二次加工を施している。７０は

礫皮面の残る縦長剥片を利用したもので，両側からのノッチ状の加工による基部形成と，片側先端

部付近に二次加工が施されたものである。先端部を欠損する。

　３類：基部の二次加工が明確でなく直線状に施されるもの。基部をノッチ状に加工しないことに

より剥片尖頭器の退化形態とされ，本来は剥片尖頭器に含めないものであるがここでは３類として

区別した。

　第２８図７１～７６が該当する。７１は先細りの剥片が使用され，基部加工は主に片側に施され，ノッチ

状というより直線状に近いものである。７２も同様の剥片が使用されており，基部の整形加工はあま

り明確に施されていない。先端部近くを欠損している。７４も縦長剥片が使用されており，基部は左

側のみ簡単に二次加工が施されている。７３は片側縁辺全体に二次加工が施されたものであり，２類

に近いものの，基部加工が直線状であることより，ここに入れてある。７５は良質の珪質頁岩を石材

とするものである。腹面のリングと打面から判断すると「ノの字」に近い形状の剥片が使用され背

面の右側には石核の底面が残っている。基部加工は直線状に近くまた片側縁辺全体も二次加工がス

クレイパーエッジ状に施されている。７６は三船産黒曜石製のものである。基部のみの欠損品である

が，基部整形の状況から判断して３類に入れてある。

　７７はかなりうすい剥片が使用されており，形態的に基部の整形など１類に近いものの，剥片時の

打面を残しておらず，また風化が著しく，基部加工は粗い加工であり明確な整形加工でないため別

扱いとした。
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������（第３０図　７８）

　第３０図７８は粘板岩を使用し，うすく扁平に剥げる石材の特徴を生かして粗い剥離により両面の形

状を整え，その後，両面と両側縁を細かい二次加工を施している。先端部を欠損している。

�����（第３０図　７９・８０）

　７９は安山岩の縦に長い剥片を素材にしたものであり，両側縁部とも腹面からの二次加工により形

状を整えている。先端部を欠損している。８０は日東産系の黒曜石を使用したもので，腹面からの二

次加工により両側面を整形している。また，図の下部の背面は平坦剥離が行われ，上位の方は稜上

剥離が施されている。先端と基部端を欠損する。

���（第３０・３１図　８１・８２）

　第３０図８１～第３１図８２は掻器である。８１は表皮がついた厚みのある大型剥片を素材とし，剥片先端

部に粗い二次加工を施し刃部としたものである。また先端部に近い両側縁にも細かい二次加工が行

われ，刃部は円形につくられている。８２は頁岩製で，同様に表皮の残る厚手の剥片を素材とし，剥

片末端部及び左側縁辺に二次加工を施し刃部としたものである。

���（第３１・３２図　８３～８７）　

　第３１図８３～第３２図８７は削器である。８４は頁岩製の縦長剥片を素材とし，片側縁辺に細かい二次加

工を施して刃部としたものである。反対側の縁辺に使用痕は認められず，ナイフ形石器ではない。

先端部を欠損する。８３も縦長剥片を素材とし，片側縁辺に丁寧な二次加工を施して刃部としたもの

である。先端部の背面には稜上調整が施されている。先端部を欠損する。石材は安山岩である。８５

は削器の再加工石器である。頁岩製の縦長剥片を素材とし，両側縁を刃部としたものが使用中に折

れ，その後，分離したものは打面部と末端をそれぞれ折れ部近くの再加工を行ったものであると推

定される。８６は自然礫皮面の残る比較的幅広の剥片を利用し，両側縁に粗い二次加工を施したもの

である。８７は大型の剥片の片側縁辺に粗い剥離を行い鋸歯状の刃部としている。

������（第３２図　８８）

　８８は良質の安山岩を石材とし，石刃状の縦長剥片を素材にしたものである。左側には二次加工が

施されスクレイパー刃部となっている。先端部を欠損する。また，打面には側面からの桶状剥離が

行われており，グレイバーと判断される。複合機能を持つ石器と考えられている。

���（第３２図　８9・９０）

　８９は上牛鼻産の黒曜石を石材にした剥片であり，尖った末端に微細剥離痕が認められることから

石錐と判断した。９０は安山岩の先細りの剥片であり，先端部には３�程度の長さで回転した痕が認

められ，その部分は微細剥離が観察される。

��������	
（第３２～34図　９１～１０４・１０６）

　第３２～３４図９１～１０４・１０６は一部に二次加工が認められる剥片である。９１と９３は一部に平坦剥離が

施されており台形石器の可能性もあるが，９３は鋭い縁辺に微細な二次加工が施される。９２は打面近

くの腹面側に二次加工が施されている。９４は両側縁に粗い二次加工が施されている。９６は剥片の尖

端部が折れており，その欠損部に近い位置に二次加工があり，そこから残存部全体にかけて使用痕

が認められる。９５は鋭い左側縁に加工及び使用痕の微細剥離が認められるものである。基部加工ナ

イフ形石器の先端部，もしくは剥片尖頭器の先端部である可能性も考えられる。
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　９７～１００は黒曜石やチャートの剥片に二次加工が施されているものである。９９はチャート製であ

り，両側縁の加工を整形と判断すると台形石器として認定できる可能性もあろう。１０１は「ノの

字」形剥片を使用したもので，先端近くに粗い二次加工が施されている。石材と素材利用は３類と

した今峠型ナイフに類似するものの基部加工が認められず，別とした。１０２は粘板岩製で部分的に

二次加工が認められる。１０３と１０６は風化の著しい頁岩であり，二次加工は明確に残存していないが

わずかに痕跡が残る。

��������（第３４図　１０５）

　第３４図１０５は頁岩製の先細りの剥片である。二次加工は全く施されていないが，両側縁には使用

痕と判断される微細剥離が顕著に観察できる。

��（第３４図　１０７）

　第３４図１０７は風化が著しい剥片である。

��（第３６～４２図　１０８～１３５）

　出土した石核は多数であり，ここでは６類に分類した。

　１類：多面体のサイコロ状を呈し，打面転移を頻繁に行うもの。広い平坦面を打面にして，そこ

から周辺の面を剥ぐもの。部分的に打面転移を行うものもここに含めた。

　１０８は平坦面を打面にしたもので正面と右側を剥いでいる。剥離角は約８０度から９０度である。

石材は上牛鼻産黒曜石である。

　１０９・１１０はいずれも類似する形態で，平坦な打面を有し，そこから正面や右側面などの周囲を剥

いでいる。これらの打面もまた剥離面を利用している。これらも石材は上牛鼻産黒曜石である。

　１１１は打面を転移しながら順次作業面を変えて剥離作業を行っている。これも剥離角度は約８０度

程度である。１１２はこれまでの上牛鼻産黒曜石ではなく安山岩である。多面体で全ての面が作業面

となっている。

　２類：断面三角状を呈し，打面と作業面を交互に入れかえながら剥片剥離を行うもの。剥離角度

は約６０度となる特徴がある。

　１１３は作業面を次の打面にして順次剥離作業を行うものであり，剥離角は６０度程度となる。１１４も

同様であり，得られる剥片は打面と長さがほぼ同じような三角形状の剥片が連続して生産される。

１１５も同様で打面と作業面を入れかえながら剥片剥離を行っているものである。１１６は安山岩製であ

り，背面に自然面を残すため，チョッピングツール状の石核となっている。打面と作業面を交互に

入れかえながら，幅広で短い剥片が得られている。

　３類：求心状に周囲から剥片剥離を行うもの。

　１１７は背面に自然礫面を残すもので，周囲から求心状に剥片剥離を行っている。１１８・１１９は表裏

両面とも周囲から求心状に剥片剥離したものである。１２０は小型の礫素材石核であり，求心状に剥

片剥離を行っている。いずれも小さな剥片が得られている。１２１は比較的大きなものであり，裏面

には打面形成もみられる。

　４類：小礫を分割した面を打面にして剥片剥離を行うもの。

　１２２は頁岩の小円礫を分割し，その分割面を打面にして剥片を剥いだものであるが，作業はあま

り進行していない。１２３は上牛鼻産黒曜石を利用したものである。



－５６－

　５類：剥片を素材とするものであり，剥片の主要剥離面を打面にするものや，側面にして小口か

ら剥ぐものがみられる。図のスクリーントーン部は素材剥片の主要剥離面である。

　１２４は剥片の平坦な広い腹面を打面にして，周囲から求心状に剥片剥離を行ったものである。１２５

は安山岩を石材とするものであり，主要剥離は側面に置かれ，自然面を打面にして，背面及び小口

部分から剥片剥離を行っている。１２６は剥片の腹面が打面にされている。１２７は頁岩製であり，厚み

のある剥片の平坦な主要剥離面が打面に利用されているものである。剥片は比較的幅広のものが剥

がされている。

　１２８は主要剥離面が底面にされ，平坦な自然礫皮面が打面になり，横長剥片が連続的に剥離され

ている。また最後は，その作業面を打面にして，小口部分から先細りの剥片が剥がされている。

　１２９は主要剥離面が側面とされ，小口部分から連続して細身の縦長剥片が生産されている。安山

岩製である。

　１３０は頁岩の大型剥片を素材とし，剥片時の主要剥離面を側面とし，小口部分から細身の縦長剥

片を連続して剥離しているものである。打面は上端と下端にあり両設打面となっている。

　６類：背面に自然礫皮面があり，平坦な打面から連続して一定方向に後退するように剥片剥離を

行うもの。

　１３１は上牛鼻産黒曜石の円礫が使用され，一回の剥離で得られた平坦面を打面とし，そこから連

続して剥片剥離が行われているものである。１３２も同様の工程で剥片剥離が進行しているが，側面

の状況から途中で作業面を打面にして，底面が作業面になった形跡が認められる。

　１３３も背面に自然面が残存するもので，石材は三船産の黒曜石が利用されている。平坦な打面が

形成され，そこから連続的に剥片剥離が行われたものと推定される。そして最後にその作業面を打

面として横長剥片が取られている。

　１３４は小角礫を利用したもので，平坦な自然面を打面としている。

　１３５は平坦面を打面とし，幅広剥片がとられたもので，背面に自然面が残存している。

����（第４３～４５図　１３６～１３８）

　１３６は黒曜石製の石核と剥片３点の接合資料である。１３６－①はすべての剥片が剥がされた残核の

状態である。３点接合した剥片のなかで最初に剥離されたものは②の礫皮がついたもので，１３６の

右側面が打面となっている。この右側面を打面にして，現在の打面部分の面がその前に縦長状の剥

片が連続して剥離されている。③及び④の剥片はこの打面から剥離されたものである。③は正面の

右側面部が剥がされたもので，打面部は折断されている。④も縦長状の剥片であり打面部の上半部

は折断され，末端部のみ接合したものである。この現存しない部分は左側縁にシャープな刃部とな

る縁辺がみられることから台形石器などとして利用された可能性が考えられる。

　１３７は黄褐色を呈する玉随系の石核と剥片２点の接合資料である。これは図の右縁辺に裏面の平

坦な自然面を打面にして横長剥片が剥離されており，その剥離面を打面にして上の部分は除去され

ている。その後，そこはわずかに調整が施されている。剥片はその反対側の縁辺部が，やはり裏面

の平坦な自然面を打面にして，小さな剥片が連続して剥離されており，②はその一つである。得ら

れる剥片の形状は幅１�程度，長さ２�程度の縦長剥片であり，小型ナイフ形石器などの素材と思

われる。
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　１３８も同じ石材の石核と剥片の接合資料である。これも平坦な礫面が打面とされ縁辺から連続し

て比較的幅広の剥片が剥離されている。②は剥離された幅広の剥片であり，折断により分割されて

いる。

��������（第４７図　１３９～１４２）

　第４７図１３９～１４２はハンマーストーンである。

　１３９は砂岩の小さな楕円形状の円礫を使用したものであり，長軸の両端に使用痕である敲打痕が
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顕著に認められるものである。一端は節理により部分的に破損しているが，破損後の敲打痕も観察

されることから破損後も使用されたことがわかる。最大長約５�である。

　１４０はそれより小さい扁平な砂岩を利用したものであり，端部にわずかであるが敲打痕が認めら

れる。

　１４１は石英の細長い礫で，長軸の両先端部に使用痕である敲打痕が認められるものである。長軸

の長さは約６�で，重量は６５．４５�を測る。

　１４２は比較的大型の細長い円礫を使用したハンマーストーンである。半部欠損しているが残存す

る端部には敲打痕が顕著に観察される。石材は砂岩である。　
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　出土した石器は各器種ごとに出土分布を示した。第２２，２３，２９，３５，４６図がそれである。なお，

ナイフ形石器については類別に示している。これによると，ナイフ形石器Ⅰ類は散在した分布であ

るのに対し，ナイフ形石器３類は比較的集中した分布となっている。またナイフ形石器５類は１ヶ

所にまとまりがみられる。このことから各分類したナイフ形石器は分布状況が異なり，この出土分

布の違いは時期的な違いを有すると判断される。

　一方，台形石器も散在した出土分布であり，三稜尖頭器は離れた場所での出土であり特徴的で

あった�
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　細石刃文化期の遺物はⅥ層を中心に出土しており，一部Ⅶ層にも認められている。出土石器は細

石刃，細石刃核などであるが，それら以外の削器等についても細石刃文化期の可能性があるものの，

明確な時期区別は困難であるため除外してある。

���（第４８図　１４３・１４４）

　第４８図１４３・１４４は細石刃である。１４３は背面に自然礫皮面が残存するものであり，打点と末端部

は折断された中間部である。１４４も中間部であり，打点部と末端部は折断により除去されている。

左側縁部には使用痕と推定される微細剥離が観察される。２点とも針尾産の黒曜石と推定される。

����（第４８・４９図　１４5～１55）

　総計１１点の細石刃核が出土した。大きく３類に区分できる。

　１類：船野系の細石刃

　１４５は厚みのある剥片もしくは分割礫を素材とし，平坦面を打面として，両側面を打面からの整

形剥離で船底形に仕上げたものである。打面幅は狭く，作業面長は長く，断面が「Ｖ」字状となる

もので船野２型（宮田２００４）に相当する。１４６・１４７は類似するものであり１４６は一部欠損する。１４７

は打面形成後に左側面を整形しており船野の範疇で捉えられる。１４８は平坦な礫皮面が打面となり，

そこから左側面の整形を施している。作業面は前後２面みられる。１４９は小さな角礫を分割し，そ

の分割面を打面として両側面の整形を行っている。細石刃作業面は１端からのみであり，作業面に

は頭部調整の痕が認められる。

　２類：野岳系の稜柱型の細石刃核

　１５０は剥片を素材とし，その折断面を打面にして，そこから左側縁の整形を施したものである。

細石刃は小口部分から剥離されている。１５１も同様のものであるが側面調整は施されていない。１５２

は厚みのある剥片が素材とされ，その後，あまり整形は施されず，打面が得られて，そこから細石

刃を剥離したものである。細石刃の剥離前には打面調整が丁寧に行われている。１５３は色調と風化

から肉眼的判断により針尾産黒曜石と推定される石材を使用したものである。部分的に礫皮面が残

る比較的厚みのある剥片が素材となり，その後打面を形成し，石核整形は全く行われないまま細石

刃が剥離されている。これも細石刃剥離前に細かな打面調整が施されている。

　３類：福井型系の細石刃核

　１５４は自然礫皮面を打面として剥離した剥片を素材とし，主要剥離面を側面に用い，打面は側方

向からの複数の剥離により形成したものである。ブランク整形は施されず，細石刃剥離は小口部分

から行われている。

　１５５は肉眼的観察による色調や風化の状況から１５３と同様に針尾産の黒曜石を使用したものと判断

できる。剥片を素材とし，周辺に二次加工を施し円形状のブランクを明確に形成している。打面は

側方向からの連続した剥離により形成している。細石刃剥離は小口部分から行われている。
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備考厚み�幅�長さ�重量�遺物番号層区石材分類分類器種番号挿図

１．３０１．９５３．８０７．６０－表土－ＯＢ１１ａナイフ形石器１

１７

１．２５１．９０４．９０６．４１１０６２６ⅧＩ３６ＯＢ４１ａナイフ形石器２
１．１５２．１５（３．９０）８．６６１１４０４ⅧＩ３５ＯＢ１１ａナイフ形石器３
１．００２．５０（３．４８）６．９９９０５７ⅦＩ３５ＯＢ２１ａナイフ形石器４
１．３５２．４５（３．１０）７．７３１０４８８ⅧＩ３５ＯＢ１１ａナイフ形石器５
０．９０１．８０３．１０３．２０１１３９２Ⅶ下Ｊ３５ＯＢ２１ａナイフ形石器６
１．１０（１．３８）（３．００）４．０６１０４９０Ⅶ下Ｉ３５ＯＢ２１ａナイフ形石器７
０．９５（１．９０）（２．７０）３．６３１０９７３Ⅶ下Ｉ３４ＯＢ１１ａナイフ形石器８
０．８０２．８２３．９０７．１０５４６６ⅢｂＪ３５ＳＨ３１ｂナイフ形石器９
１．０８２．１０３．００７．７２１０６８８ⅧＩ３４ＯＢ１１ｂナイフ形石器１０
０．６０２．０５７．００１０．７９９８８８ⅤＫ３６ＳＨ３２ａナイフ形石器１１

１８

０．７５２．３０（７．６０）１６．９２１１２２３Ⅶ下Ｉ３５ＳＨ２２ａナイフ形石器１２
１．００２．９０（５．５５）１５．５９１１２２７Ⅶ下Ｉ３５ＳＨ２２ａナイフ形石器１３
０．８５２．７０６．００１１．９９１１２２８Ⅶ下Ｉ３５ＳＨ２２ａナイフ形石器１４
０．９０２．３５（４．５５）８．４９１１２３３・１０３１９Ⅶ下Ｉ３５ＳＨ３２ａナイフ形石器１５
１．０５２．９０（６．１２）１６．８３９０５２ⅥＩ３４ＡＮ２２ａナイフ形石器１６
１．５５２．００（８．６０）２４．７８１０５０５ⅧＫ３５ＡＮ１２ａナイフ形石器１７
１．１５２．２５（３．００）６．３８１２４１９Ⅷ２ＴＯＢ２２ｂナイフ形石器１８

１９

０．８５１．９０（２．６５）４．３８１２４０８Ⅷ２ＴＯＢ４２ｂナイフ形石器１９
１．０５１．９５（３．００）５．９８１００１７ⅦＩ３４ＯＢ２２ｂナイフ形石器２０
１．３５２．２５（１．９５）５．２４１０４２９Ⅶ下Ｉ３６ＡＮ３２ｂナイフ形石器２１
１．３０２．５５（２．５０）８．８８１０１４９ⅥＩ３５ＯＢ２２ｂナイフ形石器２２
１．１０１．８５（２．２５）３．８５１１２６２Ⅶ下Ｊ３５ＯＢ２２ｂナイフ形石器２３
１．１５２．８０（４．６５）１４．１１１０２９７Ⅶ下Ｉ３４ＳＨ１２ｃナイフ形石器２４
１．４０２．７０３．１０８．４２９１０３ⅣＪ３６ＯＢ３３ナイフ形石器２５

２０

１．１０３．６０３．５０１２．７０９７９２ⅦＩ３６ＯＢ１３ナイフ形石器２６
１．１０２．８０４．４５１１．４８９５３０ⅤＩ３５ＳＨ３３ナイフ形石器２７
０．９０３．１２３．３０８．１５９７９２ⅦＩ３６ＳＨ３３ナイフ形石器２８
０．９０３．０５３．２５６．１３１０９３２ⅧＪ３５ＯＢ１３ナイフ形石器２９
０．８５２．７８（２．５０）４．９４１０８２０Ⅶ下Ｉ３５ＯＢ１３ナイフ形石器３０
１．３０２．５０２．８５７．２２９８０５ⅧＩ３６ＯＢ１３ナイフ形石器３１
１．１０２．６５２．７５６．９７１０６９０Ⅶ下Ｉ３６ＯＢ１３ナイフ形石器３２
１．００２．６０（４．０５）１１．４０１１０３３ⅦＩ３５ＯＢ１３ナイフ形石器３３
１．００２．８０３．８０７．６１８９ⅢｂＫ３４ＯＢ１３ナイフ形石器３４
０．７５１．９０３．８０４．６０１０６２５ⅦＩ３５ＳＨ３３ナイフ形石器３５

２１

１．１０２．７０３．６０７．７５１０３３３Ⅶ下Ｉ３５ＯＢ１３ナイフ形石器３６
１．０５（２．４０）３．８５６．４０１０３４３Ⅶ下Ｉ３５ＯＢ２３ナイフ形石器３７
０．９５２．２０２．２８３．４３９７８８ⅦＩ３６ＯＢ１３ナイフ形石器３８
１．２５２．１０２．４５２．３６１１０５９Ⅶ下Ｉ３５ＯＢ１３ナイフ形石器３９
０．８５（２．４０）３．２０４．５１１１３４１Ⅶ下Ｊ３５ＯＢ１３ナイフ形石器４０
０．８０（１．９５）２．６０３．３４１１７１４ⅧＪ３５ＯＢ１３ナイフ形石器４１
１．１０３．１０（３．３５）１０．５９１１３８６ⅦＪ３６ＯＢ２３ナイフ形石器４２
１．８０２．９０３．００１１．７９１０１７３Ⅵ下Ｉ３５ＳＨ１４ナイフ形石器４３
１．８０２．５０５．６０１７．９７１０９９８Ⅶ下Ｊ３５ＳＨ１４ナイフ形石器４４
０．４５０．９０１．８００．６７１０６６７ⅦＩ３５ＯＢ１５ナイフ形石器４５

２４

０．４００．９０（１．８５）０．６３１０１８８Ⅵ下Ｉ３５ＡＮ３５ナイフ形石器４６
０．４５１．００１．４５０．６５５４４１ⅢｂＩ３５ＯＢ３５ナイフ形石器４７
０．５０１．００（２．７０）１．１６１１４９７ⅧＪ３５ＯＢ１５ナイフ形石器４８
０．８０（１．４５）（２．５５）２．２５１１０６１Ⅶ下Ｉ３５ＯＢ２６ナイフ形石器４９
０．９０２．３０４．２０８．２６１０４８２ⅧＩ３４ＯＢ１６ナイフ形石器５０
１．５０２．８０（４．３０）１１．５０９０６５ⅦＩ３５ＯＢ２－台形石器５１

２５

１．２０２．９０（４．０５）１０．８７９８７０ⅦＪ３４ＯＢ２－台形石器５２
１．４０２．１５３．３０６．６４１０９３８ⅧＪ３５ＯＢ２－台形石器５３
１．１０２．７０４．８５１１．８６１００１０ⅦＩ３５ＳＨ３－台形石器５４
０．５０２．６０３．２０４．０７９８９８ⅣＩ３６ＳＨ３－台形石器５５
０．８０２．３０３．５０４．６２９０７１ⅦＩ３５ＳＨ３－台形石器５６
１．２０２．３５（３．２８）６．３８１３６３ⅦＩ３５ＯＢ２－台形石器５７
１．１０２．７５２．６５８．１７１０４５８Ⅶ下Ｉ３６ＯＢ２－台形石器５８
０．８０２．１０２．１０２．７３１０１１１ⅥＫ３６ＯＢ１－台形石器５９
１．１０２．３０８．１０２０．８２１０６００ⅧＩ３５ＳＨ１１剥片尖頭器６０

２６

１．３５３．２０（６．４０）２６．７７１２３６８Ⅶ２ＴＳＨ２１剥片尖頭器６１
０．６５２．１５５．０５５．８７１０５３５Ⅶ下Ｊ３５ＳＡ１剥片尖頭器６２
０．７５２．３０（６．１０）１０．４２１１３９６ⅧＪ３５ＳＨ１１剥片尖頭器６３
１．２０３．２０（８．２０）２６．９８１２４１０Ⅷ２ＴＳＨ２１剥片尖頭器６４
１．３０２．７５６．２５１９．３９１００８０Ⅶ下Ｊ３６ＳＨ２１剥片尖頭器６５
１．０５３．０５９．５０３２．１０１２４００Ⅷ２ＴＳＨ２２剥片尖頭器６６

２７
２．１０３．４５９．５０５２．４２１１５９２Ⅶ下L３４ＳＨ２２剥片尖頭器６７
１．００３．４５（７．００）２０．７２１１３９７ⅧＪ３５ＳＨ２２剥片尖頭器６８
１．４０３．１０１０．９０４０．４１１０６０１ⅧＩ３５ＳＨ２２剥片尖頭器６９
１．６５２．８０６．８０３４．５０１０６０２ⅧＩ３５ＡＮ２２剥片尖頭器７０
１．３０２．２５８．５０１９．６４１０３６６Ⅶ下Ｊ３６ＳＡ３剥片尖頭器７１

２８

０．８０２．１０７．９０１５．０５１０４４０Ⅶ下Ｉ３４ＳＨ２３剥片尖頭器７２
１．１０２．３５６．２０１６．６８１０８１８Ⅶ下Ｉ３５ＳＨ２３剥片尖頭器７３
１．４０３．１０（６．８０）３１．７０１２１１６Ⅷ１ＴＳＨ２３剥片尖頭器７４
１．２５２．２０５．８５１３．６８１２４４１・１０７４４Ⅷ２Ｔ・Ｉ３５ＳＨ１３剥片尖頭器７５
１．０５２．２５（１．７０）３．６２１２４１７Ⅷ２ＴＯＢ２３剥片尖頭器７６
０．８０３．３０（６．６０）２０．２１９５９５ⅤＪ３５ＳＨ２－剥片尖頭器７７
０．９５３．１５（８．１０）２７．１７１０５６９ⅧＩ３５ＳＨ１－木葉形尖頭器７８

３０ １．００１．６０（４．００）７．７２１００８１ⅥＪ３６ＡＮ２－三稜尖頭器７９
１．２５１．３５（２．０５）５．０４１００００ⅦＪ３５ＯＢ２－三稜尖頭器８０
３．４０５．６０１０．３０１８８．７２１０４５９Ⅶ下Ｉ３６ＡＮ１－掻器８１
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２．６０４．８０６．８０９５．２４１１２３８Ⅶ下Ｉ３５ＳＨ３－掻器８２

３１ １．１０２．９０（８．５０）２１．８５１１５９９Ⅶ下Ｋ３４ＳＡ－削器８３
１．０５２．９０６．２０１８．９２１１５９８Ⅶ下Ｌ３４ＳＨ２－削器８４
１．４５４．７０７．５０２８．９７１２３３６・１２４０５ⅦⅧ２ＴＳＨ１－削器８５
１．５０４．８５（６．２０）３６．９５１０３６４Ⅶ下Ｊ３５ＳＨ３－削器８６

３２

１．７０３．４０９．８０６５．８６１０６７９ⅦＩ３５ＳＨ２－削器８７
１．２０３．４０６．１０３２．５４１０５１７Ⅶ下Ｊ３５ＡＮ１－グレイバー８８
１．００２．３０３．５０６．９０１１５０６ⅧＪ３５ＯＢ１－石錐８９
１．１０２．８０７．５０２２．０５１０５６６Ⅶ下Ｉ３４ＡＮ２－石錐９０
０．７０１．５０１．５０１．２３１１４０９ⅧＩ３５ＯＢ２－二次加工剥片９１
０．７５２．３５２．２５２．９３９１７７ⅥａＫ３６ＯＢ１－二次加工剥片９２
０．７０２．４０２．５０３．３３１０１５５ⅥＩ３５ＯＢ３－二次加工剥片９３
１．１５３．９０（７．５５）３１．１７１０５８０ⅧＩ３５ＳＨ２－二次加工剥片９４

３３

０．７０２．００５．９０８．４６１２４０７Ⅷ２ＴＳＨ２－二次加工剥片９５
１．２０３．４０７．２０２９．７７１０６３１ⅧＩ３６ＡＮ２－二次加工剥片９６
１．４０２．７０（４．２０）１１．４７１０３３９Ⅶ下Ｉ３５ＯＢ１－二次加工剥片９７
０．８０３．１０３．２５７．３３１０８６６ⅧＪ３５ＯＢ１－二次加工剥片９８
１．３５３．１０（３．５０）１４．４３１０６９９Ⅶ下Ｉ３５ＣＨ－二次加工剥片９９
０．６５４．００４．５０７．６７９７７１ⅥＬ３６ＯＢ４－二次加工剥片１００
１．４０２．８０（４．９０）１４．６９１１３９５ⅧＪ３５ＳＨ３－二次加工剥片１０１
０．８５２．５５９．００１５．６５９７９９ⅦＪ３６ＳＨ１－二次加工剥片１０２

３４

１．７５３．００（１１．３０）４６．７４１０５１３ⅧＫ３５ＳＨ２－二次加工剥片１０３
０．７５１．８５（１．９５）２．３２１１０８４Ⅶ下Ｉ３４ＯＢ２－二次加工剥片１０４
１．００２．００（５．９０）９．１４９９６０ⅥＩ３５ＳＨ２－使用痕剥片１０５
１．４５４．０５９．５５７８．２２１１２２９ⅧＩ３５ＳＨ２－二次加工剥片１０６
１．３０３．４０（５．２０）２１．６６１２３８３Ⅷ２ＴＳＡ－剥片１０７
３．４５３．８５４．４５４７．１５１０９４２ⅧＩ３５ＯＢ１１石核１０８

３６ ２．６０３．１０３．９０３６．１５１１４８０ⅧＪ３５ＯＢ１１石核１０９
２．６０３．３５３．２５２６．４８１１１３４ⅧＪ３５ＯＢ１１石核１１０
３．２０３．６０（３．７０）４４．０３１０４４１Ⅶ下Ｉ３４ＯＢ１１石核１１１

３７ ３．６５２．７０３．２０３７．１１１０１９４Ⅵ下Ｉ３５ＡＮ２１石核１１２
３．３５４．２０４．００４７．０２１０９４０ⅧＪ３５ＯＢ１２石核１１３
３．４０３．９０３．１５２８．８３１１０７８Ⅶ下Ｉ３５ＯＢ２２石核１１４

３８ ３．１０４．１０４．１０３８．１４１１０７７Ⅶ下Ｉ３５ＯＢ２２石核１１５
３．１０５．００４．３５５８．０９１０９８８Ⅶ下Ｉ３４ＡＮ２２石核１１６
１．８０３．８０３．１０１９．２２１０３３２Ⅶ下Ｉ３５ＯＢ１３石核１１７

３９
１．９０３．７０３．００１８．１７１０３２７Ⅶ下Ｉ３５ＯＢ１３石核１１８
１．５０２．８５２．８０１２．３８１０５９０ⅧＩ３５ＯＢ１３石核１１９
２．６５３．００３．００２５．２５９８０８ⅧＩ３６ＯＢ１３石核１２０
３．１５５．７５４．３０４８．０１１０５０９ⅧＫ３５ＯＢ１３石核１２１
３．９０３．２０２．６５３３．３６１２１２６Ⅷ１ＴＳＨ２４石核１２２

４０
２．４０（２．５２）３．１５１８．８０９９３５ⅥＫ３５ＯＢ１４石核１２３
２．２０３．５０３．３０２５．４２１０３６７Ⅶ下Ｊ３６ＯＢ１４石核１２４
１．７０３．３０３．６０２１．３６１０２０４Ⅵ下Ｉ３５ＡＮ２４石核１２５
１．８５１．８５２．６５９．８０１０３１０Ⅶ下Ｉ３５ＯＢ１４石核１２６
３．５０６．００３．４０７５．０５１００９２ⅦＪ３６ＳＨ１４石核１２７

４１ ３．１０４．６５３．２８３４．６４１１１１７ⅦＪ３５ＯＢ１４石核１２８
１．４５２．９５３．４５１５．１２９９８６Ⅵ下Ｊ３５ＡＮ２４石核１２９
３．７０２．７０７．００７１．４２１０３５２ⅦＩ３５ＳＡ４石核１３０
１．６０３．８０２．９５１９．６７１１４２５ⅥＪ３５ＯＢ１５石核１３１

４２
１．３０３．００２．２０１１．０２１１１５７Ⅶ下Ｉ３５ＯＢ１５石核１３２
１．５５３．６０３．５０１９．８５１０２８９Ⅶ下Ｉ３４ＯＢ２５石核１３３
１．４５２．４０２．１０８．８７１１３５７ⅧＩ３５ＯＢ１５石核１３４
１．８０（４．１２）（３．１０）２０．４４１０３３０Ⅶ下Ｉ３５ＯＢ１５石核１３５
２．９５４．３５４．０５４５．７０９７９３・１１４１９・１０８５８・１１１３６ⅦＩ３６ＯＢ７－接合資料１３６

４３
２．１０４．３５４．０５３５．２５９７９３ⅦＩ３６ＯＢ７－石核１３６－１
０．６０２．３０４．１５７．３４１１４１９ⅧＪ３６ＯＢ７－剥片１３６－２
０．４５１．８０２．１５１．６０１０８５８ⅧＪ３６ＯＢ７－剥片１３６－３
０．５０１．７５２．１０１．５１１１１３６ⅧＪ３６ＯＢ７－剥片１３６－４
０．５０１．１０２．１０５５．２３９０５９・９０６４・９０６０Ⅷ上Ｉ３５ＣＣ－接合資料１３７

４４ ２．６０４．２０４．３０４４．０６９０５９Ⅷ上Ｉ３５ＣＣ－剥片１３７－１
２．６０４．１０６．７０１．３８９０６０ⅦＩ３５ＣＣ－剥片１３７－２
４．３０４．９０４．２０５０．９０９０６１・１２２１３Ⅷ上Ｉ３５ＣＣ－接合資料１３８

４５ １．００２．３０２．５０４６．０８１２２１３Ⅲｂ２ＴＣＣ－剥片１３８－１
４．３０４．９０２．９０４．８２９０６１Ⅷ上Ｉ３５ＣＣ－剥片１３８－２
（２．４０）３．２５５．００４８．３８１０３２１ⅦＩ３５ＳＡ－ハンマーストーン１３９

４７ ２．００３．５０３．９０２８．８６１０６３７ⅥＩ３５ＳＡ－ハンマーストーン１４０
２．４０３．１０６．２０６５．４５１０５１５ⅧＪ３５ＱＵ－ハンマーストーン１４１
３．４５３．８５（６．３５）１０７．４２１１５９７ⅧＬ３４ＳＡ－ハンマーストーン１４２
０．２００．７０１．３００．１９１２１６Ⅵ下Ｉ３５ＯＢ４－細石刃１４３

４８

０．３００．６０１．３００．１６１９７６Ⅶ下Ｉ３４ＯＢ４－細石刃１４４
１．２５１．４０１．４０２．４６１１２７２Ⅶ下Ｊ３５ＯＢ２１細石刃核１４５
３．２５１．８５２．２５１２．２０１２０５８－１ＴＯＢ１１細石刃核１４６
１．６５１．５５１．７０４．４２５３０４ⅢｂＫ３４ＯＢ１１細石刃核１４７
２．７５１．９０２．１０１１．３０９９２２ⅥＪ３５ＯＢ１１細石刃核１４８
３．３０２．１０３．３０２０．３５１１０４３ⅥＪ３５ＯＢ１１細石刃核１４９
２．０５１．３０２．１５５．９３７５４４ⅣＭ３６ＯＢ２２細石刃核１５０

４９

１．８０３．９０６．００２．６４６５４３ⅢｂＫ３５ＯＢ３２細石刃核１５１
２．４０１．９０２．８０１５．１２３４１８ⅢｂＩ３５ＯＢ１２細石刃核１５２
２．１０１．８０２．６０７．５７４０５５ⅢｂＪ３５ＯＢ４２細石刃核１５３
２．３５１．４０２．２５７．２０９７５８ⅤＬ３５ＯＢ２３細石刃核１５４
２．２５１．３０２．３５６．７１９９２５ⅥＪ３５ＯＢ４３細石刃核１５５
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　Ｉ～Ｍ－３４～３７区はⅣ層まで，Ｉ～Ｌ－３４～３７区はⅤ層まで掘り下げた。Ⅲａ層からは主に縄文

晩期に属する土器，Ⅲｂ層は縄文時代早期末～後期土器，Ⅳ・Ⅴ層は縄文時代早期土器が主に出土

している。遺構はⅢｂ層から集石が１基・土坑・ピット群，Ⅳ層から集石３基が検出されている。

Ⅳ

ⅢⅢ

Ⅳ
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�　集石（第５１・５２図）

　縄文時代の集石は，Ⅲｂ層で１基，Ⅳ層で３基の計４基検出されている。

　１号集石は，Ｉ－３５区Ⅲｂ層で検出された。径約４０�に集中している集石である。礫総数は２１個

であり，その内７個の礫が接合し３個の礫になった。礫は角礫で，径は５～１０�大である。砂岩を

主体とし安山岩も含む。すべて被熱礫である。
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　２号集石は，Ｊ－３５区Ⅳ層で検出された。長径約１ｍ×短径約５０�にまとまっている。礫総数は

２６個であり，その内１２個が接合し５個になった。礫は角礫で，径約１０�のものが中心部に集中する。

安山岩を主体とし，ほかに砂岩を含む。すべて被熱礫である。

　３号集石は，Ｋ－３４区Ⅳ層で検出された。長径１．２ｍ×短径６０�にまとまる集石である。礫総数

は３９個であり，その内１６個の礫が接合し６個の礫になった。安山岩と砂岩が約半数の割合でみられ，

すべて被熱礫である。

　４号集石は，Ｋ－３５区Ⅳ層で検出された。長径８０�×短径約５０�に集中する集石である。礫総数

は４０個であり，その内１３個の礫が接合し，５個の礫になった。礫の径は５～１０�であり，安山岩が

主体を占め砂岩も含まれる。ほぼ全てが被熱礫である。

�　１～６号土坑（第５３～５５図）

　１号土坑は，Ｌ－３６区Ⅲｂ層で検出された。最深部約１０�の浅い土坑で，遺構に伴う遺物はなく

時期は不明である。埋土はⅡ層土が主体であり，埋土上方には炭化物が含まれる。

　２号土坑はＫ－３５区Ⅲｂ層で検出された。土坑の口径は約８０�で，フラスコ状に内部が約１ｍに

広がっており，深さは６０�である。上半部の埋土には炭化物が混じっていた。遺物は検出されな

かった。

　３号土坑はＬ－３６区Ⅲｂ層で検出された。口径は約１ｍ，深さは約１５�である。同じく埋土には

炭化物が混じっていた。遺物は検出されなかった。

　４・５号土坑は４号土坑を５号土坑が切る形で掘り込まれている。Ｊ－３５区Ⅲｂ層の検出である。

４号土坑の深さは約４０�で，５号土坑の深さは約６８�である。５号土坑からは径約２０�の平坦な礫

が出土し，また小礫も数点出土している。
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①�

②�

②�

①暗黄褐色粘質土�
②①+多量の炭化物�
③黄褐色粘質土+少量の炭化物�
④黄褐色粘質土+多量の炭化物�
⑤暗褐色粘質土�
⑥黒褐色粘質土�

①�

②�

③�
③�

④�

④�

⑤�

⑥�

①Ⅱ層土（炭化物・焼土粒混ざる）�
②Ⅱ層土�
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　６号土坑はＩ－３５区Ⅲｂ

層で検出された。サイズは

長径約２．３ｍ×短径約１．７ｍ

である。底部は平坦で，深

さは約２０�ほどである。遺

物は礫が出土しており，大

きいもので径約３０�の平坦

なものが１点，小礫も含め

て合計２２点が出土している。

�　柱穴群（第５５図）

　Ⅲｂ層ではＪ・Ｋ・Ｌ－

３５区で１３ヶの柱穴が検出さ

れている。並びに規則性等

はみられないが，口径は殆

ど２０～３０�のものである。

時期を示す遺物等の出土は

みられなかった。

　ピット１は口径４２×３５�，

深さ約６０�である。ピット

３は径２７×２７�，最深部約

６０�である。ピット４は口

径約３０�，最深部まで約７６

�である。ピット５は口径

２３×２３�，最深部は５０�で

ある。ピット８は検出面近

くで径約７�の円礫が出土

しており，口径３５×３３�，

最深部まで約４０�である。

ピット７は口径２２×２３�，

ピット９は口径３０�，最深

部は５０�である。ピット１１

は口径２４×２７�，最深部約

４０�である。ピット６は口

径２４×２７�，最深部約２５�，

ピット１０は口径約２８�であ

る。
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　縄文時代の土器は，早期～晩期のものが出土しており，早期中葉の土器は主にⅣ層，その他の時

期のものは主にⅢｂ層から出土している。形態・文様などから１類～２４類に分類した。

����（第５７図　１５６・１５７）

　胴部に斜位・横位の貝殻条痕文が施される。胴部のみの出土で，口唇部形態は不明であるが円筒

形になるものと思われる。

　１５６・１５７は，外面に斜位または横位の貝殻条痕文が施される。１５６の内面にはケズリが施されて

いる。他にも早期貝殻文胴部と思われる破片が約４０点ほど出土している。

����（第５７図　１５８～１６２）

　器面には楕円押型文・山形文・撚糸文が施される。器形は平底を呈し，胴部に向かってやや丸味

をもって開き，頸部で屈曲し口唇部は湾曲するものである。

　１５８は底部であり平底を呈する。内面はほとんど剥落しているが，外面は丁寧なナデの上に楕円

押型文が施される。１６０も楕円押型文の施された胴部である。１５９は口縁部が外反し，外面はＲＬ方

向の撚糸文が施されている。１６１・１６２は斜行縄文が施されており，胎土の類似からも同一個体の可

能性が考えられる。１５９と同じく口縁が外反し，頸部はくびれ，胴部中央辺りで張り出して屈曲す

る器形と思われる。
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����（第５９図　１６３・１６４）

　口縁部に向かって開きながら途中でゆるく屈曲している。屈曲部に刻目突帯があり，文様は凹線

文・刺突文が施される。１６３は縦位方向の突帯も貼付される。１６４の口縁部形態は緩やかな波状と考

えられる。

����（第５９～６２図　１６５～２１９）

　底部は中央部がやや上げ底になる平底で，胴部はやや膨らむ円筒形を呈し，頸部で屈曲し口縁部

はラッパ状に外反する。文様は撚糸文系のものであり，器形・文様などから４つに細分した。

　���：口縁には刺突連点文・沈線文，刻み目がある微隆帯文が施される。口唇部上端には刻み

目が施される。（１６５～１７０）

　���：口唇部にはヘラによる刻みがみられ，口縁部外面には刺突文，数条の直線または曲線の

沈線文などが施される。胴部は間隔を置きながら縦位の網目状撚糸文を回転押圧し，そ

の上から凹線文帯を頸部・胴中央部に横位に巡らせる。（１７１～１８７，１９１）

　���：口縁部外面は無文となり，頸部から口縁部までが短い。口唇部は稜がなく薄い。（１８８～

１９０）

　���：上記ａ～ｃ類の胴部と思われるもので，間隔を置きながら，網目状撚糸文などを回転押

圧し，沈線が横位・斜位に施されるもの（１９２～２１８）

����：器面に幾何学的な沈線区画を施文し，その区画内を撚糸文で充当している。胴部文様は

口縁部に及ぶ。（２１９）

　１６５は口縁がラッパ状に開き，頸部に到る途中でゆるく屈曲する。波状口縁と思われる。外面文

様は沈線文と刺突連点文が施され，刻みをもつ微隆帯文が巡る。１６６～１７０は文様は微隆帯文のみで

あるが同類の頸部と考えられるものである。

　４ｂ類の口縁部の文様は，１７１は沈線文と刺突文，１７２・１７７・１７９・１８２・１８３などは曲線の沈線文

が組み合わされている。１８７は口縁部付近まで撚糸文が施文されたものである。また，１８２・１８３は

同一個体の可能性がある。１９１は口唇部に５もしくは６ずつの単位で刻みがあり，その間をつなぐ

よう横位沈線が巡る。また，口縁部の平行凹線は数カ所で丸くつながると考えられ，口唇部が部分

的に磨滅しているため不明瞭であるが，平行凹線が丸く繋がる場所は口縁部が波状の頂部になる可

能性がある。また，胴部は５条の網目状撚糸文を縦位方向に施文している。

　４ｃ類は，口縁部外面が無文となり頸部から口縁部が短くなる特徴をもつものである。４ｂ類と

同様，ラッパ状に開く口縁に続く頸部には数条の沈線が巡る。また胴部文様については，１９２～２１０

の胴部は３～数条の単位の網目状撚糸文のあるもの（１９２・１９５・１９８・２０１・２０２）と，１条ごとの

間隔が狭くなり施文単位が広くなるもの（１９３・１９６・１９９・２０３・２０６）があり，前者は１９１などのよ

うにｂ類の胴部に該当する可能性がある。２１１～２１８は４類の底部と思われるものである。平底であ

るが，中央部がやや上げ底になる。

　２１９は４ｅ類である。山形の区画が口縁部・胴部ともに上下２区画施され，口縁部の谷と胴部の

山，口縁部の山と胴部の谷の位置が並ぶよう３パターン繰り返し器面を巡る。区画内には，ＲＬ方

向の間隔の狭い網目状撚糸文を充填する。頸部に波状の凹線文が巡る。
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備
考

胎土色調調整・文様
取上
番号層出土区部位型式等分

類
番
号

挿
図 砂礫他火 山

ガラス
角閃
輝石

石英
長石外面内面外面内面

白色粗砂△白○○にぶい黄褐１０ＹＲ５/４にぶい褐７．５ＹＲ５/４貝殻条痕ケズリ９０１３ⅤＩ３５胴貝殻条痕文１１５６

５７

粗砂・砂礫◎○○橙７．５ＹＲ６/６黄褐２．５Ｙ５/３貝殻条痕ナデ３４０２
５５０１

Ⅲｂ
Ⅳ

Ｉ３５
Ｊ３５胴貝殻条痕文１１５７

白色粗砂◎
砂礫白△△△にぶい褐７．５ＹＲ５/４にぶい黄褐

１０ＹＲ５/４ナデ・楕円押型文ナデ

４５６３
４７０８
９１３８
９１４７

Ⅲｂ
Ⅳ

Ｋ３５
Ｋ３６底押型文２１５８

ＲＬ白色粗砂△黒△△にぶい黄２．５Ｙ６/４にぶい黄２．５Ｙ６/４撚糸文ナデ９２３４ⅣＫ３５口縁押型文２１５９

砂礫白△○○灰黄２．５Ｙ６/２灰黄２．５Ｙ６/２ヨコナデ・楕円押型ヨコナデ９２３８ⅣＫ３５胴押型文２１６０

ＬＲ白色粗砂△白△○○にぶい黄２．５Ｙ６/３浅黄２．５Ｙ７/４撚糸文ナデ７２７７ⅢｂＬ３４頸押型文２１６１

ＬＲ白色粗砂△白△○○にぶい黄２．５Ｙ６/３浅黄２．５Ｙ７/４撚糸文ナデ７５２０ⅢｂＭ３５口縁押型文２１６２

砂礫白○○にぶい黄橙１０ＹＲ７/４橙７．５ＹＲ７/６刻目突帯・凹線文ナデ４３４ⅢｂＫ３５口縁平栫式３１６３

５９

白色粗砂○◎橙７．５ＹＲ６/６橙７．５ＹＲ６/６刻目微隆帯文
凹線文・連続刺突文ナデ

５８４１
４６３４
９２３２
９０８５

Ⅲｂ
Ⅳ

Ｋ３５
Ｋ３６口～頸平栫式３１６４

金雲母・粗砂○○灰黄２．５Ｙ６/２にぶい黄２．５Ｙ６/３刻目突帯・凹線文ナデ１５３８ⅢｂＩ３６口縁塞ノ神Ａ４ａ１６５

白色粗砂
砂礫◎○○橙７．５ＹＲ７/６橙７．５ＹＲ６/６刻目微隆帯文ナデ９６２２

９６２４ⅣＫ３５頸塞ノ神Ａ４ａ１６６

白色粗砂△○にぶい黄橙１０ＹＲ７/３浅黄２．５Ｙ７/３凹線文・微隆帯文ナデ８５ⅢａＫ３４頸塞ノ神Ａ４ａ１６７

白色粗砂
砂礫◎△○浅黄２．５Ｙ７/３浅黄２．５Ｙ７/３刻目微隆帯文ナデ６３２３ⅢｂＫ３５頸塞ノ神Ａ４ａ１６８

白色粗砂○○浅黄２．５Ｙ７/３浅黄２．５Ｙ７/４刻目微隆帯文ナデ２０３ⅢｂＫ３４頸塞ノ神Ａ４ａ１６９

金雲母
白色粗砂○○黄褐２．５Ｙ５/３にぶい黄２．５Ｙ６/３刻目微隆帯文ナデ２４６４

２６８３ⅢｂＩ３６
Ｊ３７頸塞ノ神Ａ４ａ１７０

白色粗砂白△○○にぶい褐７．５ＹＲ５/４にぶい褐７．５ＹＲ６/４丁寧なナデヘラナデ
９８３９
６４４８
５６０３

Ⅲｂ
Ⅳ

Ｊ３４
Ｌ３５
Ｋ３６

口縁塞ノ神Ａ４ｂ１７１

白色粗砂△白△○○にぶい褐７．５ＹＲ５/４にぶい褐７．５ＹＲ５/４ナデ・凹線文丁寧なナデ９４４１ⅣＪ３５口縁塞ノ神Ａ４ｂ１７２

白色粗砂
黒曜石

白・黒
△○○明褐７．５ＹＲ５/６明褐７．５ＹＲ５/６ナデ後凹線文ナデ

９４０９
５３２９
６０

Ⅲｂ
Ⅳ

Ｊ３４
Ｊ３５口縁塞ノ神Ａ４ｂ１７３

白色粗砂
砂礫△

白・黒
△○○にぶい褐７．５ＹＲ５/４にぶい褐７．５ＹＲ５/４ナデナデ３７３４ⅢｂＪ３５口縁塞ノ神Ａ４ｂ１７４

白色粗砂△白△○○暗灰黄２．５Ｙ４/２暗灰黄２．５Ｙ４/２凹線文ヘラナデ９４４８ⅤＫ３５口縁塞ノ神Ａ４ｂ１７５

白色粗砂△○○灰黄褐１０ＹＲ４/２にぶい褐７．５ＹＲ５/４凹線文ヨコナデ９２８３
５１８２

Ⅳ
Ⅲｂ

Ｊ３５
Ｊ３４口縁塞ノ神Ａ４ｂ１７６

白色粗砂◎白○○にぶい黄橙１０ＹＲ６/４にぶい黄橙１０ＹＲ６/３ヘラナデ・４～６条の
凹線文ヘラナデ

９２４４
４２４９
５３５５

Ⅲｂ
ⅣＫ３５口縁塞ノ神Ａ４ｂ１７７

白色粗砂
砂礫△

白・黒
△○○にぶい黄褐１０ＹＲ５/４にぶい褐７．５ＹＲ５/４ヨコナデ・ナデのち

凹線文ヨコナデ５１７３
５４７１ⅢｂＪ３４

Ｊ３６口縁塞ノ神Ａ４ｂ１７８

白色粗砂◎白・黒
△○○にぶい黄橙１０ＹＲ７/４橙７．５ＹＲ６/６２～３条の凹線文ナデ

７７
９６９６
６６５
９５１１
１８９

Ⅲｂ
ⅣＪ３４口縁塞ノ神Ａ４ｂ１７９

砂礫△△○浅黄２．５Ｙ７/３にぶい黄２．５Ｙ６/３ナデ・凹線文ナデ５４３８ⅢｂＩ３５口縁塞ノ神Ａ４ｂ１８０

白色粗砂白・黒○○にぶい橙７．５ＹＲ６/４橙７．５ＹＲ６/６凹線文ナデ５１６８ⅢｂＪ３４口縁塞ノ神Ａ４ｂ１８１

白色粗砂白・黒○○にぶい黄褐１０ＹＲ６/４にぶい黄褐１０ＹＲ６/４凹線文ナデ

１２５１
９６２５
９２４１
５８７５

Ⅲｂ
ⅣＫ３５口縁塞ノ神Ａ４ｂ１８２

６０

白色粗砂白・黒○○にぶい黄橙１０ＹＲ６/４黄褐２．５Ｙ５/３ナデ・凹線文ナデ

３３１２
５８１９
９２４０
９７６４

Ⅲｂ
ⅣＫ３５口縁塞ノ神Ａ４ｂ１８３

白色粗砂
砂礫△黒○○にぶい黄褐１０ＹＲ５/４にぶい黄褐１０ＹＲ６/４ナデ・凹線文ナデ

５３２０
４４６３
９０４３

Ⅲｂ
Ⅳ

Ｊ３４
Ｋ３６口縁塞ノ神Ａ４ｂ１８４

白色粗砂
砂礫△白△○○橙７．５ＹＲ６/６橙７．５ＹＲ６/６ナデ・凹線文ナデ４６２３ⅢｂＫ３６頸塞ノ神Ａ４ｂ１８５

白色粒白・黒○○にぶい橙７．５ＹＲ６/４にぶい橙７．５ＹＲ６/４ナデ・凹線文ナデ－横転－口縁塞ノ神Ａ４ｂ１８６

ＬＲ白色粗砂
砂礫△白・黒○○にぶい黄橙１０ＹＲ６/４橙７．５ＹＲ６/６凹線文・撚糸文ナデ５８６６ⅢｂＪ３５口縁塞ノ神Ａ４ｂ１８７

白色粗砂△白・黒○○にぶい褐７．５ＹＲ５/４にぶい橙７．５ＹＲ６/４丁寧なナデ・凹線文ナデ
５３５６
９２２
９２０

Ⅲａ
Ⅲｂ

Ｉ３６
Ｋ３５口縁塞ノ神Ａ４ｃ１８８

白色粗砂△白△△○にぶい褐７．５ＹＲ５/４にぶい褐７．５ＹＲ５/４ナデ・凹線文ナデ１８３ⅣＪ３４口縁塞ノ神Ａ４ｃ１８９

ＬＲ白色粗砂△白・黒
△○○橙７．５ＹＲ６/６橙７．５ＹＲ６/６

丁寧なナデ
網目状撚糸文
凹線文

ヨコナデ

９２３
２７１７
５６０６
１４８２

Ⅲａ
Ⅲｂ
Ⅳ

Ｋ３６
Ｉ３６口縁塞ノ神Ａ４ｃ１９０



－８８－
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備
考

胎土色調調整・文様
取上
番号層出土区部位型式等分

類
番
号

挿
図 砂礫他火 山

ガラス
角閃
輝石

石英
長石外面内面外面内面

ＲＬ砂礫白・黒○○明赤褐２．５ＹＲ５/６橙７．５ＹＲ７/６
丁寧なナデ
網目状撚糸文
凹線文

ヨコナデ

３８７６
４０５６
４７３０
５７７２
９０４０
９４１６
９４２５
９４２８
９４３４
９４６３
９４７６
９４７９
９４８５
９４８７
９４９２
９４９６

Ⅲｂ
Ⅳ

Ｉ３５
Ｊ３５口～底塞ノ神Ａ４ｂ１９１６０

ＬＲ白・赤色粗砂
砂礫◎

白・黒
△○○にぶい褐７．５ＹＲ５/４明赤褐５ＹＲ５/６ナデ・凹線文

網目状撚糸文ナデ

９４０９
９２９３
６３６２
４８５０
５８６５

Ⅲｂ
Ⅳ

Ｊ３４
Ｊ３５
Ｊ３６

胴塞ノ神Ａ４ｄ１９２

６１

白色粗砂白・黒
△○○にぶい黄褐１０ＹＲ６/４にぶい黄褐１０ＹＲ５/３凹線文・撚糸文ナデ９５０５ⅣＪ３５頸塞ノ神Ａ４ｄ１９３

ＬＲ白色粗砂
砂礫◎白○○にぶい褐７．５ＹＲ５/４橙５ＹＲ６/６ナデ・凹線文

網目状撚糸文ナデ３３９３
９００

Ⅲｂ
ⅢａＩ３５胴塞ノ神Ａ４ｄ１９４

ＬＲ白色粗砂
黒色粒白△○○にぶい褐７．５ＹＲ５/４にぶい黄褐１０ＹＲ６/４ナデ・網目状撚糸文ナデ

３７６４
１９３２
３７６３

ⅢｂＪ３５
Ｊ３６胴塞ノ神Ａ４ｄ１９５

ＲＬ赤・白色粗砂
砂礫○○明赤褐５ＹＲ５/６にぶい赤褐５ＹＲ４/３ナデ

撚糸文・凹線文丁寧なナデ９３９７
９５７８

Ⅳ
ⅤＩ３５胴塞ノ神Ａ４ｄ１９６

ＬＲ粗砂○○にぶい黄褐１０ＹＲ５/４橙７．５ＹＲ６/６凹線文・撚糸文ナデ５３６６ⅢｂＫ３５頸塞ノ神Ａ４ｄ１９７

ＬＲ白・赤色粗砂
砂礫白○○にぶい褐７．５ＹＲ５/４にぶい褐７．５ＹＲ５/４撚糸文・凹線文ナデ９６０２ⅤＪ３５胴塞ノ神Ａ４ｄ１９８

ＲＬ赤色粗砂　　
砂礫白・黒○○明褐７．５ＹＲ５/６明褐７．５ＹＲ５/６撚糸文・刺突文ナデ

４３５６
５７２４
５４７２

ⅢｂＪ３５胴塞ノ神Ａ４ｄ１９９

ＬＲ粗砂・砂礫△白○○にぶい黄橙１０ＹＲ６/４灰黄褐１０ＹＲ４/２凹線文・撚糸文丁寧なナデ６４４２ⅢｂＬ３５胴塞ノ神Ａ４ｄ２００

ＬＲ白色粗砂
砂礫○○にぶい褐７．５ＹＲ５/４褐７．５ＹＲ４/３凹線文・撚糸文ナデ９５５５ⅣＩ３５胴塞ノ神Ａ４ｄ２０１

ＬＲ白・黒色粗砂黒○○にぶい褐７．５ＹＲ５/４にぶい黄褐１０ＹＲ５/３凹線文・撚糸文丁寧なナデ４８４１ⅢｂＪ３６胴塞ノ神Ａ４ｄ２０２

ＲＬ白・赤色粗砂
砂礫◎白○○明赤褐５ＹＲ５/６にぶい赤褐５ＹＲ５/４凹線文・撚糸文ナデ４５ⅢｂＪ３４胴塞ノ神Ａ４ｄ２０３

白・赤色粗砂
黒曜石・砂礫白△○○にぶい黄橙１０ＹＲ６/４にぶい黄橙１０ＹＲ６/４凹線文・撚糸文ナデ９２５６ⅣＫ３５胴塞ノ神Ａ４ｄ２０４

白色粗砂△白・黒△○にぶい黄橙１０ＹＲ６/４暗灰黄２．５Ｙ４/２丁寧なナデ
凹線文・撚糸文ヨコナデ５８７４

５９６９ⅢｂＫ３５胴塞ノ神Ａ４ｄ２０５

ＲＬ白色粗砂△白○○にぶい黄褐１０ＹＲ５/４にぶい黄褐１０ＹＲ５/４ヨコナデ・撚糸文ヨコナデ６４００ⅢｂＬ３６胴塞ノ神Ａ４ｄ２０６

ＬＲ粗砂・砂礫△白○○黄褐２．５Ｙ５/３暗灰黄２．５Ｙ４/２凹線文・撚糸文丁寧なナデ５８２７ⅢｂＫ３５胴塞ノ神Ａ４ｄ２０７

ＬＲ粗砂・砂礫△白○○黄褐２．５Ｙ５/３暗灰黄２．５Ｙ４/２凹線文・撚糸文ナデ４２０５ⅢｂＫ３５胴塞ノ神Ａ４ｄ２０８

白・赤色粗砂
黒曜石・砂礫白・黒○○にぶい黄橙１０ＹＲ６/４にぶい黄橙１０ＹＲ６/４凹線文・撚糸文ナデ９２５７ⅣＫ３５胴塞ノ神Ａ４ｄ２０９

粗砂・砂礫白○○にぶい黄褐１０ＹＲ５/４にぶい褐７．５ＹＲ５/４凹線文・刺突文ナデ７８８ⅢｂＪ３５胴塞ノ神Ａ４ｄ２１０

ＲＬ白色粗砂白△○橙７．５ＹＲ６/６にぶい褐７．５ＹＲ５/４凹線文・撚糸文ヨコナデ８５３ⅣＩ３６底塞ノ神Ａ４ｄ２１１

ＬＲ１�大の軽石白○○橙２．５ＹＲ６/６黒褐２．５Ｙ３/１撚糸文ナデ３６０３
９４６７

Ⅲｂ
Ⅳ

Ｊ３６
Ｉ３５底塞ノ神Ａ４ｄ２１２

ＬＲ粗砂・砂礫白○○にぶい黄橙１０ＹＲ６/４にぶい黄橙１０ＹＲ６/４撚糸文ナデ６１３１ⅢｂＫ３５底塞ノ神Ａ４ｄ２１３

白色粗砂△白○○にぶい黄褐１０ＹＲ５/３にぶい黄橙１０ＹＲ６/４ナデナデ７１２２ⅢａＭ３５底塞ノ神Ａ４ｄ２１４

白色粗砂白○○にぶい赤褐５ＹＲ５/４にぶい褐７．５ＹＲ５/４凹線文・撚糸文ナデ－表層Ｊ３４底塞ノ神Ａ４ｄ２１５

ＬＲ粗砂白○○にぶい黄橙１０ＹＲ６/４にぶい褐７．５ＹＲ５/４ナデ・撚糸文ヨコナデ３９５４ⅢｂＩ３５底塞ノ神Ａ４ｄ２１６

粗砂○○にぶい黄橙１０ＹＲ６/４にぶい黄橙１０ＹＲ６/４撚糸文ナデ５２６６ⅢｂＫ３５底塞ノ神Ａ４ｄ２１７

粗砂△白○○にぶい黄褐１０ＹＲ５/４黄褐２．５Ｙ５/３凹線文・撚糸文ナデ－排土－底塞ノ神Ａ４ｄ２１８

ＲＬ白色粗砂△白△○○灰白１０ＹＲ８/２浅黄橙１０ＹＲ８/４凹線文・撚糸文ナデ

１８６５
４６９２
５３７０
５３７６
５３９５
５５９１
５８５７
５８７１
９２７０
９２７２
９２７５
９２８０
９２８２
９２８６
９４５５

Ⅲｂ
Ⅳ

Ｉ３６
Ｊ３５
Ｋ３５
Ｋ３６

口～底塞ノ神Ａ４ｅ２１９６２



－８９－

����（第６３図　２２０～２２２）

　底部から口縁にかけて直線に開き，器面には波状文・貝殻腹縁による押引き文などがみられ，刻

み目の入った突帯文が施される。

　５類は，器形が判明したものが３点みられるが，すべて直線に口縁部がひらく器形であった。

２２０・２２１は波状条線文と平行方向の条線文が施され，２２１はナデ出した刻み目をもつ微隆起突帯が

２条みられる。２２２は半円状の貝殻腹縁による刻み目突帯が口縁部に貼付される。この突帯は半円

形で横方向に向くものと上方向を向くものがある。また胴部には４～５条の横位貝殻条痕文と貝殻

腹縁によるロッキング手法を用いた押引き文が口縁部と胴部を巡るように施されている。２２０・２２１

に比べ，砂礫が多くもろい。

��������	
���
���



－９０－

����（第６５～６７・６９図　２２３～２２８）

　器形は口縁部がゆるやかに，もしくは直線的に立ち上がり，口唇部には刻目が施されることが多

い。底部は小さな平底か上げ底，もしくは尖底と思われる。器面には条痕文が施される。器形や施

文の特徴から以下の３類に分類した。

　���：板状のヘラ状工具を用いて器面がなでられ，工具に押し出された粘土が微隆起線文状を

なす。口唇部には刻みが施される。（２２３・226）

　���：縦方向の条痕を施した後，口縁部や胴部に横や斜め方向の条痕が施される。口唇に刻み

はみられない。（２２４）

　���：器面全体に斜めの条痕を施した後，胴部以下に綾杉状の文様が施され，口縁部のみ横位

の条痕が施される。内面の条痕も明瞭に施される。（２２５）

　２２３は６ａ類で，施文具を用いてやや幅広の浅い凹線文を施し，その際両側に押し出された粘土

が微隆起線文となる。その施文方向は，口縁部では横位もしくは曲線文，胴部は縦方向のち綾杉状

にナデられ，口縁部と胴部で文様帯の違いがみられる。口唇部には刻みが施される。内面はナデ調

整である。２２６－１～４は同一個体と思われるものの胴部である。器面は，斜方向の条痕文が施さ

れた後，やや幅広の凹線文が施されている。２２６－１・２が口縁部付近と思われるが，横方向と曲

線凹線文の口縁部文様帯と綾杉状凹線文を施す胴部文様帯に区分されている。凹線文は，２２３のよ

うに微隆起線文とはならないが，外面施文が類似するため，６ａ類とした。

　２２４は６ｂ類で，胴部に縦・斜め方向，一部曲線の条痕文を施し，口縁部と胴部に横方向の条痕

を施す。口唇部に刻み目が施され，穿孔の痕跡が２ヶ所みられる。内面は横・斜め方向の条痕がみ

られる。２２５は６ｃ類で，器面に斜方向の条痕文を施した後，綾杉状の条痕文を施す。口唇部には

刻みはみられない。内面は横方向の条痕文が残る。

　２２７は内外面に条痕が残る尖底の底部である。２２８は底部に向かってすぼまる小さな底部で上げ底

である。６ｃ類の底部と思われる。

�
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備
考

胎土色調調整・文様
取上
番号層出土区部位型式等分

類
番
号

挿
図 砂礫他火 山

ガラス
角閃
輝石

石英
長石外面内面外面内面

赤・白色粗砂
砂礫◎白・黒○○橙５ＹＲ６/６明赤褐５ＹＲ５/６ナデのち波状文

一部タテ方向ナデナデ

４７４５
４７４６
４８０６
１５１０
３４７０

ⅢｂＩ３６口～胴苦浜式５２２０

６３

赤・白色粗砂
砂礫白・黒○○橙５ＹＲ６/６明赤褐５ＹＲ５/６波状文のちナデ

刻目突帯文ナデ
３９９３
１５７２
３２６７

ⅢｂＩ３６
Ｊ３６口～胴苦浜式５２２１

軽石
白色粗砂
砂礫◎

白△○○橙５ＹＲ６/６にぶい黄２．５Ｙ６/４
貝殻腹縁による押引
き文・条痕文
貝殻腹縁刻目突帯

指押えの
ちヨコナデ

３８５９
３８６４
３９００
３９５９
５６４０
５６４３
６００４
６００５
６０１２
９８３６

Ⅲｂ
Ⅳ

Ｉ３５
Ｊ３５口～胴苦浜式５２２２
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備
考

胎土色調調整・文様
取上
番号層出土区部位型式等分

類
番
号

挿
図 砂礫他火 山

ガラス
角閃
輝石

石英
長石外面内面外面内面

２～３�大の
軽石・砂礫△△○橙７．５ＹＲ７/６にぶい橙７．５ＹＲ７/４ナデのちヘラ削り

工具による微隆帯文ナデ

２３５３
５５７０
５８５７
６５５７
７９９８
８０８７
８０８８
８１５８
８２５４
８２６０
８２６２
８２６７
８２７３
８２７６
８２７８
８２８２
８２９５
８２９８
８３０９
８３１６
８３１７

Ⅲｂ

Ｍ３５
Ｍ３６
Ｌ３５
Ｋ３５
Ｊ３５

口～胴右京西式６ａ２２３

６５

穿孔
有

白色粗砂
軽石△△○にぶい橙７．５ＹＲ７/４灰黄２．５Ｙ７/２

タテ条痕のち
口縁部・胴部ヨコ条

痕
条痕

６３３５
６３３６
６３３４
６３３３
６２６９
６３４１
６３４６
１２４７
６３３２
６３３７
６３３０
６３２９
５９００
６３６３

ⅢｂＬ３５
Ｋ３５口～胴轟Ａ式６ｂ２２４

赤・白色粗砂白○黄灰２．５Ｙ６/１灰５Ｙ４/１タテ条痕
のち綾杉条痕ヨコ条痕

６３１９
５１８９
５１９０
５２０５
５２６４
５２６５
５１８４
５１９９
５１８７
５２００
５２０１
５２０４
５２０３
５１９１
５２０２
５７９６

Ⅲｂ

Ｊ３４
Ｋ３４
Ｋ３５
Ｊ３５

口～胴鎌石橋式６ｃ２２５６６

白・赤色粒
軽石

白・黒
△△○明褐７．５ＹＲ５/６にぶい黄橙１０ＹＲ５/４

ナナメ条痕のち
ナナメ・ヨコ方向浅

い凹線文
ヨコ条痕

４６８７
４４４８
９４５７
１８６７
１８７３
６３８３
４７６
２３２０
４７９
２４２

Ⅲａ
Ⅲｂ
Ⅳ

Ｊ３５
Ｊ３６胴右京西式６ａ２２６

－１

６７ ５７４８
９２８９
５７４９
４６８７
９２９６

Ⅲｂ
ⅣＪ３５胴右京西式６ａ２２６

－２

５９０２
４５８５
６２０６
６５０３
５９０１

ⅢｂＬ３５
Ｋ３５胴右京西式６ａ２２６

－３



－９６－

����（第６９～７１図　２２９～２３９）

　器面に条痕がみられ，口縁部に刻目突帯文やみみずばれ状突帯文を施すものである。また，器形

は６類と類似するものもあるが，胴部が屈曲する形態のものもみられる。器形・施文などから３つ

に細分した。

　���：器面に粗い条痕文を施す。口縁部に突帯，口唇部に刻み目があるものもある。（２３８・

２３９）

　���：口縁部にみみずばれ突帯を数条巡らせ，地文は条痕文が施される。（２２９～２３１・２３５・

２３６）

　���：器面には浅い丁寧な条痕が施され，横位・縦位に突帯を巡らせる。頸部がゆるくくびれ

て胴部が膨らむ形態を呈する。（２３２～２３４・２３７）

　２２９は７ｂ類で，器面全体にみみずばれ状突帯文と格子状沈線を施す。みみずばれ状突帯文は，

工具により口縁部に沿って８条，胴部に山形になるように８条，その下に横位に７・８条，波状口

縁頂部から下垂するよう１条が施され，その間を格子状沈線文が施されている。口唇部には沈線が

施される。内外面とも条痕文がみられる。

　２３０・２３１も同じく横位・縦位方向にみみずばれ状突帯文が施されている胴部である。

　２３２は横位方向に工具でなでられ，それにより作り出された微隆帯文がみられ，その上から縦方

向の隆帯文が施されている。２３３も同一個体と思われる。２３４は刻みが施され，小突起が貼付されて

いる。２３５は７ｂ類に類似する。内外面調整は条痕文であり，口縁部には突帯が施されている。２３６

は調整は条痕文であり，外面は格子状の沈線，突帯がみられる。２３７は７ｃ類である。胴部断面形

態が一部分屈曲しているのと，突帯文が横位だけでなく縦位にもみられるのが特徴である。横方向

の突帯は２条，縦方向の突帯は９条であり，縦方向の突帯は，丸くつながっている部分が一部みら

れる。器面には浅い条痕文が施される。２３８は７ａ類であり，器面調整には粗い条痕文が斜方向に

施され，口縁部に突帯文がみられる。内面調整も粗い条痕文である。２３９は同一個体の胴部である

可能性が高い。

��������	
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備
考

胎土色調調整・文様
取上
番号層出土区部位型式等分

類
番
号

挿
図 砂礫他火 山

ガラス
角閃
輝石

石英
長石外面内面外面内面

白・赤色粒
軽石

白・黒
△△○明褐７．５ＹＲ５/６にぶい黄橙１０ＹＲ５/４

ナナメ条痕のち
ナナメ・ヨコ方向浅

い凹線文
ヨコ条痕

４１０７
９２９１
５７４６
５７４５
４１０８
５７４４
４１１１
３５４６
９２９０
９４５８
１０７
１１５

Ⅲａ
Ⅲｂ
Ⅳ

Ｊ３５胴右京西式６ａ２２６
－４６７

粗砂・砂礫△白・黒
△△○橙７．５ＹＲ６/６橙７．５ＹＲ６/６タテ条痕条痕

３３４５
５０４１
３３５４
１１３９

ⅢｂＫ３６底轟式６２２７

６９

白・赤色粗砂
黒赤岩片白△○○にぶい黄橙１０ＹＲ６/４黄褐２．５Ｙ５/３条痕・タテナデ条痕６３６４ⅢｂＬ３５底轟式６２２８
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備
考

胎土色調調整・文様
取上
番号層出土区部位型式等分

類
番
号

挿
図 砂礫他火 山

ガラス
角閃
輝石

石英
長石外面内面外面内面

白色粗砂○にぶい橙７．５ＹＲ６/４にぶい橙７．５ＹＲ７/４
貝殻条痕

みみずばれ状突帯
格子状沈線

貝殻条痕

２２９
４９６
５０５
５１４
２２９２
２５８０
２９０４
４００１
４４０９
４４１０
４４１４
４４１７
４４２０
４４７０
４６５４
４６７２
４６７５
４７８３
４８４２
４８６９
４８７０
６１０８
６３８２
６３８５

Ⅲａ
Ⅲｂ

Ｉ３５
Ｊ３５
Ｊ３６
Ｋ３５

口～胴轟Ｂ式７ｂ２２９６９

白色粗砂△
黒曜石白△△○にぶい黄橙１０ＹＲ７/４にぶい黄橙１０ＹＲ６/４突帯・条痕文条痕５３００

５３１６ⅢｂＫ３４
Ｌ３４胴轟Ｂ式７ｂ２３０

７０

白・赤色粗砂白・黒
△△○にぶい黄橙１０ＹＲ７/４橙７．５ＹＲ６/６突帯・条痕文条痕５２９６ⅢｂＫ３４胴轟Ｂ式７ｂ２３１

軽石
白色粗砂△白△○○橙５ＹＲ６/６明赤褐５ＹＲ５/６微隆起突帯ヨコ条痕

ナデ
１２２７９
１２３２９Ⅲｂ２Ｔ口縁轟Ｂ式７ｃ２３２

軽石
白色粗砂△黒○○橙５ＹＲ６/６明赤褐５ＹＲ５/６微隆起突帯ヨコ条痕６０４８

５６３８ⅢｂＩ３５
Ｋ３６口～胴轟Ｂ式７ｃ２３３

粗砂◎白・黒
△○○にぶい褐７．５ＹＲ５/４にぶい黄褐１０ＹＲ５/３刺突文・コブ状突起条痕８２４６ⅢｂＭ３６胴轟Ｂ式７ｃ２３４

赤・白色粗砂
軽石・砂礫△○黒褐１０ＹＲ３/１にぶい黄橙１０ＹＲ６/４条痕

みみずばれ状突帯条痕８３０６
８２２５ⅢｂＭ３５

Ｍ３６口縁轟Ｂ式７ｂ２３５

７１

白色粗砂○○黒褐１０ＹＲ３/１にぶい黄橙１０ＹＲ６/４沈線・突帯条痕８２１４ⅢｂＭ３６胴轟Ｂ式７ｂ２３６

白色粗砂白・黒○○橙７．５ＹＲ７/６にぶい橙７．５ＹＲ６/４条痕・突帯文条痕

４３０
２７５７
３２９５
３３０６
４２４５
４７１０
４７２７
５３９８
５８０６
５８０９
５８１２

Ⅲａ
Ⅲｂ

Ｉ３６
Ｋ３５口～胴轟Ｂ式７ｃ２３７

白色粗砂白△○○にぶい黄褐１０ＹＲ５/３褐灰１０ＹＲ４/１刻目突帯文条痕６５７７
６５６８ⅢｂＬ３４口～胴西之薗式７ａ２３８

白色粗砂
砂礫白△○○橙５ＹＲ６/６灰黄褐１０ＹＲ４/２条痕条痕

６５２６
６４３５
６３４８
１２２８
６５２２
５５８６

ⅢｂＬ３５胴西之薗式７ａ２３９

白色粒△白△○○にぶい黄２．５Ｙ６/３浅黄２．５Ｙ７/４ナデヨコナデ７３４９ⅢｂＭ３６口縁曽畑式８２４０

７３

白色粒△白△○○暗灰黄２．５Ｙ５/２浅黄２．５Ｙ７/４ナデヨコナデ７２３２
７２３１ⅢｂＭ３５口縁曽畑式８２４１

白色粗砂△白△○○橙７．５ＹＲ６/６明黄褐１０ＹＲ７/６ナデヨコナデ６７７ⅢｂＫ３６胴曽畑式８２４２

白色粒△白△○○にぶい黄橙１０ＹＲ７/４浅黄２．５Ｙ７/４ナデヨコナデ４２７４ⅢｂＫ３５胴曽畑式８２４３

白色粒△白・黒○○にぶい黄橙１０ＹＲ７/４明黄褐２．５Ｙ７/６ナデ・沈線文ヨコナデ７６５８
１０９０

Ⅲｂ
Ⅲａ

Ｍ３６
Ｌ３５胴曽畑式８２４４

滑石・粗砂△白△○にぶい黄橙１０ＹＲ６/４黄灰２．５Ｙ５/１ナデ条痕１２３０２Ⅳ２Ｔ口縁曽畑式８２４５

滑石・粗砂△白△○にぶい橙７．５ＹＲ７/４黄灰２．５Ｙ５/２ナデ条痕４７７１ⅢｂＩ３６胴曽畑式８２４６

滑石・粗砂△白△○にぶい黄橙１０ＹＲ６/４にぶい黄２．５Ｙ６/３条痕条痕
１２２４７
１２２４８
１２２４９

Ⅳ２Ｔ胴曽畑式８２４７

滑石・粗砂△白△○褐灰１０ＹＲ６/１褐灰１０ＹＲ５/１条痕条痕７６
６０６０ⅢｂＪ３４

Ｉ３５胴曽畑式８２４８
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����（第７３図　２４０～２４８）

　沈線文を幾何学的に施すものである。胎土に滑石を含むものもある。

　２４０・２４１・２４３・２４４は同一個体である。口縁部はやや外反し，外面には小破片のため確認しにく

いが，三角文が施されると考えられる。口唇部に刻みを施す。内面はヨコナデ調整が行われ，擦痕

が残る（２４４）。２４５～２４８は同一個体で，胎土に滑石を含む。内外面ともに条痕が残る。２４６には浅

い沈線文が認められる。

����（第７４～７７図　２４９～２６４）

　貝殻連点文・突帯文・相交弧文を主文様として，それぞれ１つもしくは組み合わせて施すもので

ある。内外面ともに主にナデ調整を行う。器形・文様モチーフにより３つに細分した。

　���：貝殻連点文を主文様として，直線的なモチーフのもの（２４９～２５２・２５５）

　���：突帯文を主文様として，直線的なモチーフのもの（２５３・２５４・２５６～２５８）

　���：口縁部が内反または内湾し，曲線的な文様を施すもの（２５９～２６４）

　２４９は外反する口縁部からそのまま胴部へ続くものである。４ヶ所に緩やかな山形突起をもつ。

口縁部に２段，胴部に１段の貝殻連点文を横位に施した後，縦位の貝殻連点文を施す。そして，そ

の間に沈線文を縦位，Ｘ字状の順に施す。口縁部内面には２段の横位の貝殻連点文を施す。２５０は

横位の貝殻連点文を施した後，沈線文を格子状に施す。２５２は外反する口縁部で，横位の貝殻連点

文を施した後，縦位の貝殻連点文，沈線文の順で施す。２５５は横位の貝殻連点文を２段に施した後，

縦位の貝殻連点文，そして沈線文を施す。内面には調整工具痕と思われる沈線状の痕跡が残る。

　２５３の内面は縦位の貝殻条痕を施した後，貝殻連点文を横位に施す。２５６・２５８は同一個体と考え
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られるものである。２５６は外反する口縁部で，外面は斜位の２条突帯，斜位の沈線文，突帯上への

刻み，横位の貝殻連点文の順で施文する。内面は貝殻連点文を横位に施す。２５８は胴部下位に横位

に貝殻連点文を，そして縦位の２条突帯，横位・斜位の突帯を施文後，沈線文を綾杉状に施す。

２５７は胎土に小礫を多く含み，他の土器とは異なる。

　２５９はやや内反する口縁部で，内面には横位の貝殻連点文を施す。２６０・２６１は同一個体と考えら

れるもので，内反する口縁部である。相交弧文状の貝殻刺突文を施文後，１条の突帯を横位に貼付

し，突帯上に浅い刻みを施す。また，突帯上に円形浮文を貼付する（２６１）。口唇部は二枚貝の表面

を用いた押圧文と思われる文様を施す。また，外面は縦位の貝殻条痕を施すが，ナデ調整のため不

明瞭である。なお，２６０は接合痕で剥離している。

　２６３は直行する口縁部から，そのまま胴部へ続くものである。また，場所によっては口縁部下位

でくびれる。８ヶ所に緩やかな山形突起を有すると思われる。外面にはコブ状突起を３＋α段施す。

内面は山形突起を基準にして，貝殻連点文を波状に２段施す。口唇部には沈線を施す。

　２６４－１～８は同一個体であり，全て接合しなかったものの，図上復元したものが第７７図である。

口縁部が内反し，そのまま丸底を呈する底部へ至る。４ヶ所に頂部をもつ波状口縁を呈すると考え

られる。外面はまず横位の相交弧文を６段施す。次に胴部下位に１条の突帯を横位に施し，波頂部

に３条の突帯を口縁部内面から胴部下位にかけて縦位に施す。その後，口縁部上端に２条の突帯を

波状に施す。そして，波頂部間のほぼ中央に２条の突帯を口縁部内面から胴部下位にかけて縦位に
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施し，その区画された文様帯にＶ字状・逆Ｖ字状の突帯を施し，最後にドーナツ状の円形浮文を貼

付する。突帯に沿うように沈線文を施す箇所もある。なお，底面にも相交弧文を施す（２６４－８）。

口縁部内面はまず波頂部に３～４条の沈線文を縦位に施した後，横位の相交弧文を２段施す。そし

て，その相交弧文を挟むように沈線文を施す。内外面ともに丁寧なナデ調整が行われ，一部光沢を

もつ。

�����（第７８図　２６５～２７４）

　外面に縦位の貝殻条痕を施すものである。内面は基本的に，横位の貝殻条痕である。口縁部は外

傾するものと内反するものがある。口縁部に突帯を貼付するものもある。

　２６５～２６８は外傾する口縁部である。２６５・２６７は同一個体の可能性が高いもので，縦位の貝殻条痕
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を施した後，２条の突帯を貼付する。また，内面はケズリ状のナデ調整を行う。胎土に石英を多く

含む。２６８の外面は縦位の貝殻条痕を施した後，上端に横位の貝殻条痕を施す。そして，縦位の細

い沈線文を不規則に施す。また，２６６・２６８は口唇部に貝殻条痕を施す。２６９・２７０は内反する口縁部

である。２６９は縦位の貝殻条痕を施した後，ナデ調整を行い，口縁端部は丁寧なナデ調整を行う。

穿孔途中の凹みがみられる。内面は上位に縦位・斜位の，下位に横位の貝殻条痕を施す。２７０は内

反する口縁部から口縁部下位でくびれるものである。外面は横位の貝殻条痕を施した後，口縁部上

位はヨコナデ調整を行う。その後，文様効果を意識したと思われる２～４条単位の縦位の貝殻条痕

を施す。２７１の外面は横位の貝殻条痕を施した後，文様効果を意識したと思われる縦位の貝殻条痕

を施す。２７３の内面は条痕調整を行うが，二枚貝によるものではない。胎土に石英・長石類を多く

含む。２７４の外面は横位の貝殻条痕の後，縦位の貝殻条痕を施す。

�����（第７９図　２７５～２８０）

　９類または１０類の底部と考えられるものである。丸底もしくはやや尖り気味の丸底となる。２７５
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備
考

胎土色調調整・文様
取上
番号層出土区部位型式等分

類
番
号

挿
図 砂礫他火 山

ガラス
角閃
輝石

石英
長石外面内面外面内面

黒曜石・軽石
白・赤色粗砂白・黒○○にぶい橙７．５ＹＲ６/４橙７．５ＹＲ６/６ナデケズリ状

のナデ

７３５
７８１
１０１５
１１７２
３０００
３２７７
３３３４
４６２４

ⅢｂＫ３５
Ｋ３６口～胴深浦式９ａ２４９

７４

赤・白色粗砂白△○○にぶい赤褐５ＹＲ５/４黒褐２．５Ｙ３/１ナデナデ
６２８９
６５２８
１０５０

Ⅲｂ
Ｌ３４
Ｌ３５
Ｌ３６

胴深浦式９ａ２５０

白色粗砂白○○にぶい黄橙１０ＹＲ７/４にぶい黄２．５Ｙ６/３ナデヨコナデ７０３９ⅢａＭ３５胴深浦式９ａ２５１

軽石
赤・白色粗砂白○○灰黄褐１０ＹＲ４/２にぶい黄橙１０ＹＲ６/５ナデナデ９０９８

３６０７
Ⅳ
ⅢｂＪ３６口縁深浦式９ａ２５２

白色粗砂白△○○にぶい赤褐５ＹＲ５/４にぶい橙７．５ＹＲ６/４ナデタテ貝条３３６５ⅢｂＫ３６口縁深浦式９ｂ２５３

白色粗砂△白△○○にぶい黄橙１０ＹＲ７/４にぶい黄橙１０ＹＲ６/４ナデナデ３２９６ⅢｂＫ３５胴深浦式９ｂ２５４

白色粗砂白・黒○○にぶい黄橙１０ＹＲ６/４にぶい褐７．５ＹＲ５/４ナデ工具ナデ７２０６ⅢｂＭ３６胴深浦式９ａ２５５

赤色粗砂白○○オリーブ黒５Ｙ３/２黒褐７．５ＹＲ３/２ナデヨコ貝条５３８４ⅢｂＩ３６口縁深浦式９ｂ２５６

砂礫△○にぶい褐７．５ＹＲ５/４にぶい黄褐１０ＹＲ５/３ナデヨコナデ３４８７ⅢｂＪ３５胴深浦式９ｂ２５７

白色粗砂◎白・黒○○黒１０ＹＲ２/１黄褐１０ＹＲ５/６ナデヨコ貝条

５１２２
４２２５
３６０８
４６３１

ⅢｂＫ３５胴深浦式９ｂ２５８
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備
考

胎土色調調整・文様
取上
番号層出土区部位型式等分

類
番
号

挿
図 砂礫他火 山

ガラス
角閃
輝石

石英
長石外面内面外面内面

白色粗砂△△○褐１０ＹＲ４/４にぶい黄褐１０ＹＲ４/３ナデナデ５００３ⅢｂＫ３６口縁深浦式９ｃ２５９

７４
白色粗砂
軽石・砂礫△△○にぶい褐７．５ＹＲ５/４にぶい褐７．５ＹＲ５/４タテ貝殻条痕ヨコ貝条１２３１９Ⅲｂ２Ｔ口縁深浦式９ｃ２６０

白色粒△○にぶい黄橙１０ＹＲ４/３にぶい黄橙１０ＹＲ４/３ナデヨコ貝条５６８３ⅢｂＩ３５口縁深浦式９ｃ２６１

砂礫白○浅黄２．５Ｙ７/４にぶい黄橙１０ＹＲ６/３ヨコ貝殻条痕ヨコ貝条１７３ⅢｂＩ３５胴深浦式９ｃ２６２

白色粗砂
砂礫◎

白・黒
△○○橙７．５ＹＲ７/６にぶい黄橙１０ＹＲ６/４ヨコナデ

ヨコ貝条
のち丁寧
なナデ

６４８５
６５１３
７２２６
７４０７

Ⅲｂ
Ｌ３５
Ｌ３６
Ｍ３５

口縁深浦式９ｃ２６３
－１

７５

６２５１ⅢｂＬ３５胴深浦式９ｃ２６３
－２

金雲母△
粗砂

黒・白
△○○橙７．５Ｙ７/６にぶい橙７．５ＹＲ７/４丁寧なヨコナデ丁寧な

ナデ

２７５
５０３６
５７９１

ⅢｂＫ３６口縁深浦式９ｃ２６４
－１

７６

６７１
５００２
５０３０

ⅢｂＫ３６口縁深浦式９ｃ２６４
－２

２９７
１１６３
３０７７

ⅢｂＫ３６口縁深浦式９ｃ２６４
－３

６４５
２０２４
３３３５
４４９１
６５９９

ⅢｂＪ３６
Ｋ３６口～胴深浦式９ｃ２６４

－４

６４６
２０４３
４４８５

ⅢｂＫ３６胴深浦式９ｃ２６４
－５

４４９４ⅢｂＫ３６胴深浦式９ｃ２６４
－６

４４９６ⅢｂＫ３６胴深浦式９ｃ２６４
－７

６７３
５５９２
５６１６

ⅢｂＫ３６底深浦式９ｃ２６４
－８

白・赤色粗砂白△○黒褐２．５Ｙ２/３オリーブ褐２．５Ｙ４/３タテ貝殻条痕ヨコナデ９３５１ⅣＩ３５口縁条痕文１０２６５

７８

白・赤色粗砂白△○黄褐２．５Ｙ５/４灰５Ｙ４/１タテ貝殻条痕ヨコ貝条５６８０ⅢａＩ３５口縁条痕文１０２６６

白色粗砂白・黒○◎にぶい黄橙１０ＹＲ７/４明黄橙１０ＹＲ６/６タテ貝殻条痕ヨコナデ１９４８ⅢｂＪ３６口縁条痕文１０２６７

白色粗砂
砂礫白○○にぶい褐７．５ＹＲ５/４にぶい褐７．５ＹＲ５/４タテ貝条・ヨコ貝条ヨコ貝条３２１３

３６８２ⅢｂＪ３６
Ｉ３６口縁条痕文１０２６８

凹穴軽石
白色粗砂白△○○橙７．５ＹＲ６/６橙７．５ＹＲ６/６タテ貝条・ヨコナデ貝条４８１８ⅢｂＩ３６口縁条痕文１０２６９

白色粗砂白△○○にぶい褐７．５ＹＲ５/３褐７．５ＹＲ４/３ヨコ貝条・ヨコナデ
タテ貝条ヨコ貝条

９３７２
３８９９
５４２８
５４３０
２３８１

ⅢｂＩ３５
Ｉ３６口～胴条痕文１０２７０

砂礫白○○褐７．５ＹＲ４/６橙７．５ＹＲ７/６ヨコ貝条・タテ沈線ヨコ貝条７０４１ⅢａＭ３５胴条痕文１０２７１

白色粗砂白・黒○○明黄橙１０ＹＲ６/６橙７．５ＹＲ６/６ヨコ・ナナメ貝条ヨコ貝条３０９８
３１８９ⅢｂＪ３５胴条痕文１０２７２

白色粗砂　　
砂礫◎白○◎にぶい橙１０ＹＲ６/４にぶい橙５ＹＲ６/４タテ貝殻条痕条痕

３４６０
３４６１
２１８１

ⅢｂＩ３６胴条痕文１０２７３

白色粗砂　　
軽石白△△○橙７．５ＹＲ７/６明黄褐１０ＹＲ６/６ヨコ貝条のち

タテ貝条
ヨコ方向
条痕

８２７
３８４４
３９０５
４００１
４０３５
５５２０

Ⅲａ
Ⅲｂ

Ｉ３５
Ｊ３５
Ｊ３６

胴条痕文１０２７４

白色粗砂白△○○橙７．５ＹＲ７/６橙７．５ＹＲ６/６ナデナデ５２４８ⅢｂＬ３４底－１１２７５

７９

白・赤色粗砂白○○赤褐５ＹＲ４/６明赤褐５ＹＲ５/６ナデ貝条６４３８ⅢｂＫ３６底－１１２７６

白・赤色粗砂白○○にぶい橙７．５ＹＲ６/４橙７．５ＹＲ６/６貝条のちナデ貝条－表－底－１１２７７

白色粗砂白△○○橙７．５ＹＲ６/６にぶい橙１０ＹＲ７/４ナデ貝条のち
ナデ

４０１１
３９９４
２８３８
６１２４
５４９４

ⅢｂＪ３５
Ｊ３６底－１１２７８

白色粗砂白△○○橙７．５ＹＲ６/６橙７．５ＹＲ７/６貝条のちナデ貝条７２７０
７２７２ⅢｂＬ３５底－１１２７９

砂礫△白△△△赤灰２．５ＹＲ６/１橙２．５ＹＲ６/８ナデ貝条
５６４７
１７１８
４７７３

Ⅲｂ
Ｉ３５
Ｉ３６
Ｊ３５

底－１１２８０
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は外面に不明瞭ながら貝殻連点文が認められることから，９類の底部と考えられる。２７６・２７８～

２８０は丸底となり，２７７はやや尖り気味の丸底となる。

�����（第８１図　２８１～２９２）

　地文に縄文または撚糸文を施すものである。突帯文や沈線文が施される。地文や胎土の違いによ

り３つに細分した。

　����：地文に縄文を施すもの（２８１～２８８）

　����：地文に縄文を施すもので，ａ類よりも器壁が厚く，胎土に角閃石・輝石類を多く含むも

の（２８９・２９０）

　����：地文に撚糸文を施すもので，口縁部が内湾するもの（２９１・２９２）
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　２８１・２８３は同一個体である。２８１は外傾する口縁部で，波状口縁となり，波頂部に浅い凹みをも

つ酒杯状突起をもち，突起上面には浅い刻みを施す。波頂部から放射状に低い突帯を貼付し，その

突帯上に浅い刻みを施す。内面は波頂部中央から２条の低い突帯を縦位に施し，突帯上に浅い刻み

を施す。また，波頂部中央下位に四角形状の透しがある。口唇部にも浅い刻みを施す。２８２は外傾

する口縁部で，二叉状の突起をもつ。外面はＶ字状の低い突帯を施した後，突帯上に浅い刻みを施

す。これも２８１同様，四角形状の透しをもつ。内面は口縁部上端に浅い刻みを施す。なお，２８１～

２８３は胎土に石英・長石類を多く含む。２８４は撚りの粗い縄文（ＲＬ）を施す。内面はヨコナデ調整

を行い，擦痕が残る。胎土に角閃石を多く含む。２８５は節が細かい縄文（ＲＬ）を施す。内面はヨ

コナデ調整を行い，擦痕が残る。なお，接合痕で剥離している。２８６は節が細かい縄文（ＲＬ）を

���������	
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施し，胎土に角閃石を多く含む。２８７・２８８は底部である。２８７は粘土紐を貼付し，高台状になって

いる。２８６と同一個体であり，外面には地文の縄文が認められる。２８８は上げ底となり，胎土に小礫

を多く含む。

　２８９・２９０は同一個体であり，一個体のみ確認できた。やや内反する口縁部で，外面には縄文（Ｒ

Ｌ）を施し，３条の突帯を巡らせ，突帯上に刻みを施す。また，口唇部に刻みを施す。胎土に角閃

石・輝石類を多く含む。

　２９１・２９２は同一個体であり，一個体のみ確認できた。口縁部が内湾し，キャリパー形を呈する。

地文に無節の縄を巻いた撚糸文を施す。口縁部外面上端に２条の沈線文を横位に施し，その下位に

は波状の沈線文を２段施す。胎土に石英・長石類を多く含み，その他金色の雲母や角閃石を含む。

�����（第８２図　２９３～３０２）

　口縁部が内湾・内反または外傾するもので，地文に貝殻条痕を施すものである。文様は，突帯文

や沈線文，押引文を単独もしくは組み合わせて施す。
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胎土色調調整・文様
取上
番号層出土区部位型式等分

類
番
号

挿
図 砂礫他火 山

ガラス
角閃
輝石

石英
長石外面内面外面内面

白色粗砂白△○にぶい黄２．５Ｙ６/３黄褐２．５Ｙ５/４ナデナデ３０５８ⅢｂＬ３６口縁船元式１２ａ２８１

８１

白色粗砂白△○にぶい黄２．５Ｙ６/４黄褐２．５Ｙ５/４ナデナデ３０５９ⅢｂＬ３６口縁船元式１２ａ２８２

白色粗砂白△○黄褐２．５Ｙ５/３黄褐２．５Ｙ５/３ナデナデ１１５０
５０６５ⅢｂＫ３６口縁船元式１２ａ２８３

粗砂白◎○にぶい黄橙１０ＹＲ７/４淡黄２．５Ｙ８/３縄文工具ナデ３４８１ⅢａＩ３７胴船元式１２ａ２８４

白色粗砂白・黒◎○橙５ＹＲ６/６にぶい黄橙１０ＹＲ７/４縄文ヨコナデ９５７
１２５０１

Ⅲａ
Ⅲｂ

Ｊ３６
３Ｔ胴船元式１２ａ２８５

白色粗砂白・黒◎○にぶい黄１０ＹＲ７/４にぶい黄橙１０ＹＲ７/４縄文ナデ２６７６ⅢｂＪ３６胴船元式１２ａ２８６

粗砂白△○○明黄褐１０ＹＲ７/６浅黄２．５Ｙ７/３縄文ナデ
８５４
５３８０
４７６１

Ⅲａ
ⅢｂＩ３６底船元式１２ａ２８７

白・赤色粗砂白△△△橙７．５ＹＲ６/６暗灰Ｎ３/０ナデナデ２０７９
３２８１ⅢｂＫ３５底船元式１２ａ２８８

白色粗砂白・黒○○にぶい黄橙１０ＹＲ７/４褐灰１０ＹＲ５/１縄文ヨコナデ７９７５
７９７６ⅢｂＭ３６口～胴本野タイプ１２ｂ２８９

白色粗砂白・黒◎○にぶい黄橙１０ＹＲ７/４褐灰１０ＹＲ５/１縄文ヨコナデ７４２０ⅢｂＭ３６口縁本野タイプ１２ｂ２９０

白色粗砂◎白△○○明黄褐１０ＹＲ７/６明黄褐１０ＹＲ７/６撚糸文ナデ２４２４ⅢｂＩ３６口縁撚糸施文１２ｃ２９１

金雲母△
白色粗砂○○橙７．５ＹＲ６/６橙７．５ＹＲ６/６撚糸文ナデ

２１７５
２８４７
３４４５
３９１４

ⅢｂＩ３６胴撚糸施文１２ｃ２９２

赤色粗砂白○○暗褐７．５ＹＲ３/４にぶい褐７．５ＹＲ５/４ナナメ貝条のちナデヨコ貝条
ナデ

５４２３
３８３５ⅢｂＩ３５口縁春日式１３２９３

８２

白色粗砂白△◎暗オリーブ褐２．５Ｙ
３/３にぶい褐７．５ＹＲ５/４ナデナデ３９６４ⅢｂＩ３５口縁春日式１３２９４

白色粗砂白△○○明赤褐５ＹＲ５/６赤褐２．５ＹＲ４/６ナデ貝条のち
ナデ５４５６ⅢｂＪ３５口縁春日式１３２９５

白色粗砂
金雲母△白△△△明黄褐１０ＹＲ７/６明黄褐１０ＹＲ７/６浅い貝条のちナデ貝条のち

ナデ３１５６ⅢｂＪ３５口縁春日式１３２９６

白・黒○○黒褐２．５Ｙ３/１赤褐５ＹＲ４/６ナデ貝条のち
ナデ４５２６ⅢｂＫ３５口縁春日式１３２９７

白色粗砂白・黒
△○○にぶい橙５ＹＲ６/４にぶい橙７．５ＹＲ６/４ヨコ・ナナメ貝条ヨコ貝条

２６６
６３７
１１６６
１１７０
１１７８
４５１７
４５２３
５０１０
５０１４
５８３９
６６８４

Ⅲｂ
Ｋ３５
Ｋ３６
Ｌ３５

口～胴春日式１３２９８

白色粗砂　　
砂礫

白・黒
△◎○にぶい黄橙１０ＹＲ７/４灰黄２．５Ｙ６/２ナナメ貝条タテ貝条

のちナデ

３６７８
３６７９
３８４０

ⅢｂＩ３６胴春日式１３２９９

白色粗砂白△○○にぶい黄橙１０ＹＲ７/４灰２．５Ｙ６/２ナナメ貝条ナデ２４４７ⅢｂＩ３６胴春日式１３３００

砂礫白・黒○○橙７．５ＹＲ７/６橙５ＹＲ６/６タテ貝条
貝条のちナデ貝条２６８６

２６９１ⅢｂＪ３６底春日式１３３０１

砂礫◎白・黒○○赤褐５ＹＲ４/６赤褐５ＹＲ４/６貝条のちナデ貝条のち
ナデ－横転Ｉ３６底春日式１３３０２



－１１５－

　２９３・２９４は同一個体で，口縁部が内湾し，頸部でくびれる。外面は口唇部から頸部にかけて突帯

を縦位に施した後，そこを基準にして突帯を波状に施す。そして，波状の突帯に沿うように沈線文

を１条施す。２９５はやや内反する口縁部で，刻みのある突帯を施した後，沈線文を施す。２９６は内湾

する口縁部で，外面に押引文を施し，口唇部には刻みを施す。その他の土器とは異なり，石英・長

石類を多く含み，また金色の雲母を若干含む。２９７はやや内反する口縁部で，外面は突帯を波状に

施した後，突帯上に貝殻腹縁による押引文を施す。口唇部には貝殻条痕を施す。

　２９８は外反する口縁部から，そのまま胴部へ至るものである。口縁部外面上端に横位の直線状の

突帯と４ヶ所に波状の突帯を貼付する。そして，突帯上と口唇部に貝殻条痕を施す。

　２９９・３００は同一個体で，外面に斜位の浅い貝殻条痕を施す。胎土に細かい角閃石を多く含む。

　３０１・３０２はやや上げ底気味となる平底であり，胎土に細かい角閃石を多く含む。

�����（第８４図　３０３～３０９）

　口縁部の出土で，器面には凹線文による文様が施される。口唇部に小凹点が施されるもの，器面

には逆Ｓ字状文などの曲線や平行な凹線が施されるものがある。

　３０３・３０４の器面にはやや太めの凹線が施され，口唇部に連続した凹点が施されることで口唇部は

波状を呈する。３０５～３０９も器面に浅い凹線が施される。３０７・３０９は口唇部に刻みが施される。

�����（第８４図　３１０）

　３１０は破片のため器形は不明であるが，やや屈曲する胴部に刻目突帯がほどこされる。施文具は

不明であるが，先が二股に分かれているものを使用していることが観察できる。後期前半のものと

思われる。

�����（第８４図　３１１）

　口縁部のみの出土である。器面には沈線文が施される。

�����（第８４・８５図　３１２～３２３）

　口縁部を肥厚させて断面三角形の文様帯を作出し，貝殻文・凹線文・刺突文などが施される。ま

た，口縁部がくの字状断面になるものもある。口縁部は波状縁と平口縁がみられ，胴部から底部に

かけて緩やかにすぼまり，底部は平底になる。

　３１２は口縁部断面が三角形で厚く，貝殻腹縁で単一刺突文が施される。３２０は腹縁部による刺突が

上下横位，斜位に連続して施文されている。３１３は貝殻条痕による器面調整ののち，口縁部文様帯

に３条の浅い凹線文と上下に連続刺突文を施し，波状口縁頂部の表裏面と波状頂部口唇部にヘラ状

工具で刺突文が施される。３１６も類似する施文である。３１４は口縁部文様帯に３条の凹線文を施し，

波条口縁部頂部の口唇部に刻みが施される。３１８は２条の凹線文の上下に連続刺突文が施されてい

るものである。３１５は凹線文の間にさらに貝殻刺突文を施文している。３２２・３２３は平口縁部で口縁

部文様帯に工具による連続刺突文が施される。概して，平口縁には単純な口縁文様が多く，文様帯

の断面形状が厚く幅が広くなると，文様も複雑になる傾向がうかがえる。

�����（第８５図　３２４～３２７）

　平底の底部で，胴部に向かって緩やかに開き、底部圧痕がみられる。３２４は明瞭ではないが網代

痕の可能性がある。モジリ編み痕もみられ，ＲＬ方向とＬＲ方向の撚りの圧痕がハ字状に対峙して

みられる部分がある。また，底部に丸く煤が付着し，黄白色の付着物がみられる。３２５は植物質の
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－１１８－

茎のような圧痕がみられる。３２６は木葉痕が底部にみられる。３２７は底部に浅い凹凸がみられ，鯨骨

圧痕の可能性も考えられよう。外面は指頭痕がみられ，その上から工具により横ナデをしている。

�����（第８７図　３２８～３３１）

　口縁部文様帯はやや内傾して立ち上がり，頸部は弧状を描き肩部でくの字状に屈曲し，底部に向

かって緩やかにすぼまる。底部はわずかに上げ底である。

　３３０は口縁が屈曲して内湾する。横方向のナデ調整がみられる。３３１は３３０と同一個体の可能性が

ある。３２８・３２９はほぼ同時期の土器の底部と思われる。

��������	
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－１２２－

�����（第８７図　３３２～３３４）

　浅鉢の口縁部と思われ，口縁部文様帯に浅い凹線が施される。３３２・３３４は頸部が口縁部に向け弧

状に開き口縁部が立ち上がるもの，３３３はくの字口縁をもつものと思われる。

�����（第８７図　３３５～３３７）　

　肩部がごくゆるく屈曲し，器面は工具によるナデ，条痕がみられる。

　３３６は肩部屈曲部で一部剥落しており，屈曲部までの胴下半を製作後，胴上部を接合したことが

うかがえる資料である。３３７は内外面に条痕がみられ，内面の頸部が屈曲しまっすぐに立ち上がる

器形と思われる。型式は不明であるが，器形や器面調整などからこの分類とした。

�����（第８８図　３３８・３４０）

　肩部がゆるく屈曲して内傾する。口縁部に無刻目突帯文が施される。

　３３８は胴上部は横方向・胴下部は縦・斜め方向に調整痕がみられる。３４０は胎土・調整などから，

３３８の底部の可能性がある。底はやや張り出している。

�����（第８８図　３３９）

　口縁部のみの出土で，全形は不明である。口縁部に刻目突帯が施され，内面は条痕がみられる。

�����（第８８図　３４１～３４５）

　その他の形態のものを一括した。３４１は頸部がしまり，口縁部が広くなる。３４１・３４５は，条痕・

胎土の特徴から５・６類に近縁のものである可能性もあるが，不明土器とした。３４２は貝殻条痕に

よる器面調整後刺突文が施される。３４３は口縁部と縦方向に刻目突帯が貼付され，３４４は細い刻みの

入った突帯が貼付される。

��（第８８図　３４６）

　３４６はＫ－３６区Ⅳ層から出土した耳栓である。最大外径９．１�，内径約４．４�，高さは不明である。

文様は特にみられない。

��������	
����

備
考

胎土色調調整・文様
取上
番号層出土区部位型式等分

類
番
号

挿
図 砂礫他火 山

ガラス
角閃
輝石

石英
長石外面内面外面内面

白・黒○浅黄２．５Ｙ７/４橙７．５ＹＲ６/６凹線文ナデ７３２ⅢｂＫ３５口縁南福寺式１４３０３

８４

白色粗砂白△○○明赤褐５ＹＲ５/６橙５ＹＲ６/６凹線文ナデ４８０３ⅢｂＩ３６口縁南福寺式１４３０４

粗砂白△△△にぶい赤褐５ＹＲ５/４にぶい橙７．５ＹＲ５/４浅い凹線文工具によ
るナデ

７５３７
７５３６ⅢｂＭ３５

Ｌ３５口縁南福寺系１４３０５

粗砂白・黒△△にぶい褐７．５ＹＲ５/４にぶい橙７．５ＹＲ６/４浅い凹線文ヨコナデ７１９５ⅢｂＬ３６口縁南福寺系１４３０６

粗砂白・黒△△赤褐５ＹＲ４/８橙５ＹＲ６/６ナデ・口唇刻みケズリ９３６２
９４６８

Ⅲａ
ⅢｂＩ３５口縁南福寺系１４３０７

白色粗砂白・黒○○にぶい赤褐５ＹＲ４/４赤褐５ＹＲ４/６ナデのちミガキ　　
凹線文ハケナデ２６１６

３５４７ⅢｂＪ３５口縁南福寺系１４３０８

白色粗砂白・黒○○明赤褐５ＹＲ５/６橙７．５ＹＲ６/６ハケナデ・突帯文ナデ７１７３ⅢｂＭ３５口縁後期前半１４３０９

粗砂白○△にぶい黄橙１０ＹＲ６/４にぶい黄橙１０ＹＲ６/４凹線文ヨコナデ４７９７ⅢｂＪ３６口縁後期前半１５３１０

粗砂白・黒
△○○橙７．５ＹＲ７/６明黄褐１０ＹＲ７/６ナデ・凹線文ヨコナデ７２０２

７２０５ⅢｂＭ３５口縁指宿式１６３１１

白色粗砂△白○○にぶい橙５ＹＲ６/４明赤褐５ＹＲ５/６口縁部貝殻腹縁ナデ７６９７ⅢｂＭ３６口縁松山式１７３１２

白色粗砂△白◎
黒○○○明褐７．５ＹＲ５/６明褐７．５ＹＲ５/６貝殻条痕文・凹線文

工具による刻み貝条
３０３８
３０４０
３０３７

ⅢｂＬ３６口縁市来式１７３１３



－１２３－
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備
考

胎土色調調整・文様
取上
番号層出土区部位型式等分

類
番
号

挿
図 砂礫他火 山

ガラス
角閃
輝石

石英
長石外面内面外面内面

砂礫白・黒○○橙５ＹＲ　６/６橙５ＹＲ　６/６凹線文・刺突文ナデ

３５９
１１００
１１１４
５９１１

Ⅲａ
ⅢｂＬ３５口縁市来式１７３１４

８４

白色粗砂白△△○明赤褐２．５ＹＲ５/６明褐７．５ＹＲ５/６ナデ・凹線文・刻みナデ６２８４
６２８３ⅢｂＬ３４口縁市来式１７３１５

白・黒△○橙５ＹＲ６/６にぶい黄橙１０ＹＲ６/４凹線文・刺突文ナデ７０５６ⅢａＬ３５口縁市来式１７３１６

穿孔
有

白色粗砂
砂礫白○○明赤褐２．５ＹＲ５/６にぶい赤褐２．５ＹＲ４/４凹線文・刺突文ナデ１０８５ⅢａＬ３６口縁市来式１７３１７

８５

白色粗砂白・黒○△明赤褐２．５ＹＲ５/６橙７．５ＹＲ６/６ナデ・凹線文ナデ３０８７ⅢｂＪ３５口縁市来式１７３１８

砂礫白○△橙５ＹＲ６/６橙７．５ＹＲ６/６凹線文・刺突文ナデ６４５０ⅢｂＫ３６口縁市来式１７３１９

白△○橙５ＹＲ７/６橙５ＹＲ７/６ナデ・刺突文ナデ４９３９ⅢｂＬ３４口縁市来式１７３２０

粗砂白・黒◎○にぶい黄褐１０ＹＲ５/３明赤褐５ＹＲ５/６凹線文・刻目ナデ１０９３ⅢａＬ３５口縁市来式１７３２１

白色粗砂白・黒○○橙２．５ＹＲ６/８明赤褐５ＹＲ５/８ナデナデ
２９７７
１０７５
１０８８

Ⅲａ
ⅢｂＬ３６口縁市来式１７３２２

白色粒白・黒○○橙７．５ＹＲ６/６にぶい橙１０ＹＲ６/４ナデ・刻目ナデ
指圧痕５６６４ⅢｂＪ３５口縁市来式１７３２３

白色粗砂◎
軽石白・黒○○明赤褐２．５ＹＲ５/６明赤褐２．５ＹＲ５/６ナデナデ７６９１

７６８９ⅢｂＭ３６底後期前半１８３２４

白色粗砂△白・黒○○にぶい褐７．５ＹＲ５/４にぶい褐７．５ＹＲ５/３ナデナデ７４８１ⅢｂＭ３６底後期前半１８３２５

白色粗砂白・黒○○橙５ＹＲ６/６橙５ＹＲ６/６ナデナデ７４８０
７５８８ⅢｂＭ３６底後期前半１８３２６

白色粗砂
砂礫◎白○○明赤褐５ＹＲ５/６橙５ＹＲ６/６ナデナデ

７６９０
７６８８
７４５０

ⅢｂＭ３６底後期前半１８３２７

白・赤色粗砂
◎白○○にぶい黄橙１０ＹＲ７/４オリーブ黒５Ｙ３/１ヘラナデ・ミガキナデ

ミガキ
７００
６９９ⅢｂＬ３６底後期末１９３２８

８７

軽石
白色粗砂白・黒△○明赤褐５ＹＲ５/６明黄褐１０ＹＲ６/６ナデナデ

８１５
２３９５
７９７

Ⅲａ
ⅢｂＩ３５底後期末１９３２９

白・赤色粗砂白△○にぶい橙７．５ＹＲ６/４にぶい黄橙１０ＹＲ６/４ナデナデ２０８０
２０８２ⅢｂＫ３５口縁後期末１９３３０

白色粗砂白・黒○○橙２．５ＹＲ６/６橙７．５ＹＲ　６/６ヘラミガキヘラミガ
キ

９６９
９７３
２１４３
２１８８
３４３６
３９１８

Ⅲａ
Ⅲｂ

Ｉ３６
Ｊ３６
Ｋ３６

胴後期末１９３３１

○○灰黄褐１０ＹＲ４/２褐７．５ＹＲ４/４ナデ・浅い凹線ヨコミガ
キ５３８１ⅢｂＩ３６口縁後期末２０３３２

白・黒○にぶい黄２．５Ｙ６/４にぶい黄２．５Ｙ６/３ナデのちミガキ
沈線

ナデのち
　ミガキ１６３７ⅢｂＪ３６口縁後期末２０３３３

白色粗砂黒○○にぶい橙１０ＹＲ６/４黄褐２．５Ｙ５/４ナデのちミガキ
凹線文

ナデのち
　ミガキ１４９０ⅢｂＩ３６口縁後期末２０３３４

白色粗砂
軽石白○○明赤褐２．５ＹＲ５/６明赤褐５ＹＲ５/６工具によるナデ工具によ

るナデ

６５３５
６３５１
１２２２
４９４２

ⅢｂＬ３５口～頸後期末２１３３５

粗砂◎白・黒
△○◎淡黄２．５Ｙ４/６黄橙１０ＹＲ８/６ハケナデハケナデ

２０９
５７５
１６８２
２７０４
３２２９
４８２３

Ⅲａ
ⅢｂＪ３６胴後期末２１３３６

白色粗砂◎
金雲母△白・黒○○黄褐２．５Ｙ５/３にぶい黄２．５Ｙ６/３条痕条痕

５２２０
５２２１
５２２２
５２２４

Ⅲａ
ⅢｂＫ３４口～胴晩期２１３３７

粗砂◎白・黒◎○明赤褐５ＹＲ５/６橙５ＹＲ６/８工具によるナデ工具によ
るナデ

３０３
４０８
４１０
４４７
１２６９

Ⅲａ
Ⅲｂ

Ｋ３５
Ｋ３６
Ｌ３５
Ｌ３６

口～胴無刻目突
帯文２２３３８

８８

白・赤色粗砂白△○○にぶい橙７．５ＹＲ６/４褐７．５ＹＲ４/６ナデ貝殻条痕４５０２ⅢｂＫ３６口縁晩期２３３３９

白色粗砂白◎○明赤褐２．５ＹＲ５/６橙７．５ＹＲ６/６ハケナデナデ７４１ⅢａＫ３５底無刻目突
帯文２２３４０

白色粗砂白・黒○○にぶい褐７．５ＹＲ５/４にぶい黄褐１０ＹＲ５/４工具によるナデナデ
９１６２
１６９２
４７８５

Ⅲｂ
Ⅳ

Ｊ３６
Ｋ３６口～胴不明２４３４１

白色粗砂白○○にぶい赤褐５ＹＲ４/４赤褐２．５ＹＲ４/６貝殻条痕・刺突文ヨコ貝条８８ⅢａＫ３４－不明２４３４２

黒曜石
白・赤色粗砂黒△○橙７．５ＹＲ７/６黄橙１０ＹＲ８/８刻目突帯ナデ－表－口縁不明２４３４３

白色粗砂黒○○にぶい黄橙１０ＹＲ６/４暗灰黄２．５Ｙ５/２粗いナナメ貝条ヨコ貝条７１３２ⅢａＭ３４胴不明２４３４４

白・赤色粗砂白△○○にぶい黄褐１０ＹＲ５/４にぶい黄褐１０ＹＲ５/４条痕によるナデ条痕によ
るナデ

５０７９
５０４２－Ｋ３６口縁不明２４３４５

白色粗砂
茶色粒白△○○にぶい黄橙１０ＹＲ７/３にぶい黄橙１０ＹＲ７/３ナデナデ９１３３ⅣＫ３６－耳栓－３４６
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　先述の通り，Ⅲｂ層などは早期末～晩期の時期にわたる土器が出土しており，時期毎の石器組成

を検討することは困難であるため，ここではⅢ・Ⅳ層出土の石器について一括して述べる。また，

Ⅲ・Ⅳ層出土ではあるが，旧石器時代に属する可能性がある石器も少数含まれている。各石材の詳

細については，後述する。

��������（第９０・９１図　３４７～３７８）

　石鏃は欠損品や２点の未製品を含め，計１８９点出土しており，３２点図化した。形態により５つに

分類した。

　１類：基部は直線的で全体の形は正三角形のもの

　２類：基部の抉りが浅く，全体の形が正三角形または二等辺三角形になるもの

　３類：基部の抉りが深く，逆刺が丸いもしくは方形で，全体の形は正三角形もしくは二等辺三角

形になるもの

　４類：基部の抉りが深く逆刺が鋭いもので，全体の形は正三角形または二等辺三角形になるもの

　５類：側辺がやや外湾し，最大幅が胴部中～下位にあり，基部は浅いか直線のもの

　３類は，逆刺が丸く全形が正三角形のもの（３５４・３６２・３６３など），逆刺が方形で全形が正三角形

のもの（３６４・３６５など），逆刺が方形で全形が二等辺三角形のもの（３６６・３６７）がある。３類は７３

点，４類は１６点，２類は３２点，１類は１１点，５類は１１点出土している。３６０・３６６は中央部の膨らん

だ部分にやや磨滅がみられ，着柄の可能性も考えられる。３６８・３６９・３７０・３７１は３類に含めたが，

特徴のある形態をしている。３７１は胴部やや上位の幅が広くなっており，５類にも類似する。また

３６９・３７１は側縁が基部付近で外反している。また３７１は胴部下位の側縁に抉りが入っている。

��������（第９１図　３７９）

　石槍１点，石槍未製品が２点出土している。３７９は安山岩製のものである。

��（第９１・９３・９４図　３８０～３９１）

　石匙は刃部やつまみの形態により４つに分類した。２６点出土しており，１２点図化した。

　１類：刃部が縦方向に作り出されるもの

　２類：刃部が横方向に作り出され，つまみが斜めに作り出されるもの

　３類：刃部が横方向に作り出され，つまみが真ん中に作り出されるもの

　４類：刃部が横方向に上下で作り出されるもの

　１類は５点，２類は５点，３類は１５点，４類は１点出土している。３８６は日東産，３８７は腰岳産と

思われる黒曜石を使用している。３８６・３８７は，横方向の刃部の片側が尖りもう一方の片側が丸く形

成され，やや斜めのつまみが作り出されている。３９０は一部自然面を残す剥片を利用し，押圧剥離

により刃部を形成している。つまみは大きく作られる。３９１は４類で，素材剥片の上下部に押圧剥

離により刃部を作り出している。

����（第９４図　３９２・３９３）

　７点出土しており，内２点図化した。３９２はチャート製で，表裏面共に上下からの剥離面がみら

れる。３９３は鹿児島産の安山岩と思われるものである。上下面からの剥離，上面は裏面にも剥離面

がみられる。
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������（第９４～９８図　３９４～４１０，４１４～４１６）

　各種の石材が使用されているが，刃部の角度により下記の二種に分けられる。

　１類：剥片の端部に急角度の剥離を施し，刃部としたもの。いわゆるエンド・スクレイパー。

　２類：剥片の側縁に連続した剥離を施し，刃部としたもの。いわゆるサイド・スクレイパー。

　１類は３点図化した。３９５の上面端部には押圧剥離痕がみられる。３９６は剥片を利用し，急角度の

刃部を作出している。

　２類は９５点出土しており，１４点図化した。両側から押圧剥離により刃部を作出するものと，片側

からのみ刃部を作出するものがある。３９７・４０１・４０２は先端部が尖るよう両側縁に剥離が施され，

４０２は丁寧に剥離されており尖頭器の可能性もある。３９８・３９９・４０４・４０５・４０６・４０７・４０８・４１０は

素材剥片を利用し，一方の側縁に両側から押圧剥離が施され，刃部を作り出しているものである。

４０４は剥離により下部に尖りが作り出され，ドリルのように使用された可能性がある。また４０９は片

側側縁に片側から押圧剥離が施されている。

��（第９７図　４１１～４１３）

　１類：先端部が短く，基部にも加工が施され形が整えられたもの（４１１・４１２）

　２類：先端部が長く，基部にも加工が施されたもの（４１３）

　３類：剥片を利用して先端部が作り出され，基部には加工が施されないもの

　１類が６点，２類が３点，３類が２点出土している。４１１は中央部に厚みをもち，先端が欠損し

ている。

����（第９８図　４１７）

　縄文晩期の異形石器と思われるものが４１７である。先端が欠損しており，石錐の可能性もある。

針尾産の黒曜石と思われるものである。

��������	（第９８図　４１８・４１９）

　２点のみ図化した。４１８は上牛鼻産の剥片を利用し，ノッチ状の加工を施す。４１９も剥片を利用し，

表面と裏面２ヶ所にノッチ状の加工がみられる。

��（第１００～１０４図　４２０～４３９）

　１類：礫面上で複数回の打点転移を行いながら剥離を行う石核（４２０～４２７）

　２類：単一方向から剥離を行う石核

　　　　ａ　素材剥片を利用した石核（４２９）

　　　　ｂ　作出した平坦な面から剥離を行う石核（４２８・４３０～４３５）

　　　　ｃ　円礫の自然面から剥離を行う石核（４３６・４３７）

　３類：素材の周縁部から求心的な剥離を行う石核（４３８）

　４類：打面と作業面を交互に変えながら剥離を行う石核（４３９）

　５類：素材の上下面を打面とし，両側から剥離を行う石核

　１類３９点，２類３３点，３類６点，４類１点，５類１点がみられる。なかでも２ｃ類が多くみられ，

２１点確認できた。これらは径３，４�程の小円礫の自然面を打面とし，素材剥片を作出した石核で

ある。これらの小円礫は丸く磨滅しており，川などで採集されたと考えられる。４３７などがそれに

あたる。また，そこから得られる素材剥片はさほど大きくないものであり，恐らく石鏃などの小型
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の石器の素材となったと考えられる。一方，長さ約６�の針尾産黒曜石を始めとする大型の原核も

みられ，これらは山で採集されたものと思われる。

　４２０・４２６・４２７は１類のなかでも自然面を打面としている。４２７は姫島産の黒曜石と思われるもの

である。４２９は素材剥片を利用し，自然面を打面として剥離を行う石核である。４２８は２ｂ類とした

が，自然面の平坦な面を打面として利用している。４３１は西北九州系の黒色安山岩と思われる。４３３

は，石核の稜にあたる部分に細かい剥離痕がみられる。二次的に使用していた可能性がある。４３６

は円礫を利用し，打面を作り出しながら単一方向から剥離を行っている。

���（第１０６図　４４０～４４２）

　４４０は蛇紋岩製で丁寧に研磨され，上部に線刻が巡り，表面にも沈線が施される。下部はゆるく

カーブをもって研磨され，稜がみられる。垂飾品とした。４４２は両面が薄く磨かれたもので，垂飾

品などの未製品の可能性がある。凝灰岩製である。４４１は上位中央に穿孔がみられ，裏面にも穿孔

途中の痕跡が２ヶ所みられる。研磨痕も確認できる。

����（第１０６図　４４３）

　１点出土している。砂岩製で研磨により刃部が作り出される。刃部中央部にくぼんだ使用痕がみ

られる。

��（第１０７図　４４４～４４８）

　安山岩製６点，頁岩製６点，砂岩製１点が出土している。４４５，４４６は円礫の一部分に刃部を作り

出している。４４４は一側縁に敲打痕，別の一側縁に刃部，そして側面の一部分には磨面がみられる。

４４７は斧型未製品の可能性もある。

��（第１０８図　４４９～４５４）

　磨製石斧が５点，局部磨製石斧が４点，打製石斧が２点出土している。４５２は硬質砂岩製の磨製

石斧である。４５３は硬質砂岩を素材とし，刃部を鋭く研ぎ直している。４５４は磨滅しており使用痕な

どは明瞭に確認できない。４４９は敲打痕の残る石斧の未製品である。製作途中に欠損したと思われ

る資料である。

��（第１０８図　４５６）

　４５６は安山岩製の砥石である。擦痕はあまり明瞭ではないが全面磨られており，丸くゆるやかな

くぼみが所々にみられる。

���������	
�	�（第１０８・第１１０～１１２図　４５５・４５７～４７５）

　２０点図化した。形態や使用状況より，大きく以下のように５つに分類した。

　１類：扁平な円・楕円礫で，表裏面に平坦な磨面がみられるもの

　　　ａ　磨面と敲打痕があるもの　　ｂ　磨面のみで敲打痕は確認できないもの

　２類：円・楕円礫で，磨面が両面もしくは片面にみられるもの

　　　ａ　両面に磨面があり，敲打痕があるもの

　　　ｂ　片面に平らな磨面があり，敲打痕があるもの

　　　ｃ　片面に平らな磨面があり，敲打痕は確認できないもの

　３類：擦痕が面として明瞭でなく，ボール状の円・楕円礫のもの

　　　ａ　部分的に擦痕と敲打痕がみられるもの　　ｂ　磨面のみのもの



－１４４－

��������	
��
�



－１４５－

��������



－１４６－

��������	��
��	
�	��



－１４７－

0 10ｍ

��������	�
���
���



－１４８－

���������	
�	��
����



－１４９－

�����������



－１５０－

　４類：磨面が３面以上あるもの

　　　ａ　敲打痕があるもの　　ｂ　敲打痕のないもの

　５類：自然礫の一部分を利用しているもの

　　　ａ　磨面と敲打痕が確認できるもの　ｂ　磨面が確認できるもの

　１ａ類である４６１は側面上下左右，４６２・４６０は側縁周部に敲打痕がみられる。また，４６２は被熱礫

である。４５９は側面上下に敲打痕がみられる。側面下方は２方向からの敲打により，鈍く稜がみら

れる。２ａ類である４６４は主に側面上下に敲打痕，４６６は主に側面左右と表裏面中央部に，４６７は側

縁周部に敲打痕がみられる。２ｂ類である４６８・４６９は上下に，４７０は側面周縁部に敲打痕がみられ

る。４５８は２ｂ類で，下方に敲打痕がみられるハンマーストーンである。４７１は３ａ類であり，上下

と裏面中央部に敲打痕がある。４ａ類の４７４は６面を磨っており，磨面により作り出された稜に敲

打痕がみられる。４５７は４面が磨られ，上下に敲打痕がある。ハンマーストーンである。４５５は石斧

未製品を転用した敲石である。４７５は５ａ類とした。やや尖った先端と周縁には敲打痕・剥離痕が

みられる。

　また，磨面の可能性がある平らな面を確認できる軽石も数点みられたが，使用痕が不明瞭なため

今回図化しなかった。

��（第１１３・１１４図　４７６～４７８）

　形態としては殆どのものが平らな磨面をもつもので，４７６のようにゆるやかにくぼむものは少な

い。４７７・４７８は砂岩製で，ほぼ平らに磨られている。

��������	
��


　縄文時代の石器に使用された石材は，以下のようなものがみられる。

ＯＢ１：漆黒で光を通さず，不純物を含む。上牛鼻（薩摩川内市樋脇町）産，平木場（日置市市来

町）産のものに類似する。

ＯＢ２：わずかに光を通し，不純物を多く含む。三船（鹿児島市）産か日東・五女木（大口市）・

長谷（出水市）産のものに類似する。

ＯＢ３：黒色で，不純物は殆ど含まれない。腰岳（佐賀県伊万里市）産のものに類似する。

ＯＢ４：灰～暗灰色で不純物をごく少量含む。針尾（長崎県佐世保市）産のものに類似する。

ＯＢ５：透明度があって不純物は含まない。桑ノ木津留（宮崎県えびの市）産のものに類似する。

ＯＢ６：透明度は低く，灰白色で不純物を少量含む。姫島（大分県）産に類似する。

ＯＢ７：その他産地不明の黒曜石である。暗灰色で透明度は低く，不純物を少量含む，西北九州産

と思われる黒曜石などがみられる。

ＳＨ１：節理を内包する淡緑色頁岩や硬質頁岩を包括する。

ＳＨ２：明灰色～黒色で接解変成岩のホルンフェルスである。

ＳＨ３：シルト質頁岩で，表面は灰白～黄白色を呈する。

ＡＮ１：斑晶の発達した安山岩を一括した。主に磨石・敲石・石皿などに利用される。

ＡＮ２：無斑晶質安山岩で，サヌカイトや西北九州系のものを含む。

ＡＮ３：表面が風化して灰～暗灰色を呈しているが，内面は漆黒である。本遺跡では，表面が灰色

のものと黒色のものがある。いわゆる玻璃質安山岩である。
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ＣＨ：色調は赤色系，黄色系，灰色系，白色系とバリエーションのある節理をもつ珪質岩，いわゆ

るチャートである。２色以上が縞状に入るものもある。

ＣＣ・ＯＰ：白色が強いものを玉随（ＣＣ），白色に近く黄色系などの節理を含むものを便宜的に

たんぱく石（ＯＰ）とした。

ＳＡ：砂岩である。材質にはバリエーションがあるが，緻密で硬質な砂岩は剥片石器類，石斧，磨

石・敲石などに使用されている。

　その他，石英（ＱＵ），鉄石英（ＦｅＱＵ）がみられ，ごくわずかであるが垂飾品に使用された

蛇紋岩（Ｓｅ），凝灰岩（ＴＵ）や水晶なども出土している。

　石材別・器種別の出土比率は第１７表である。本遺跡では，縄文時代早期中葉～晩期に至るまでの

土器が出土しており，出土石器を層位的に捉えて時期を判別するのは困難な状況であるが，概要を

述べる。

　使用された石材は，本遺跡から距離的にも近い上牛鼻産（ＯＢ１）と思われる黒曜石が２９．７％と

３割近くを占める。また，西北九州の針尾産黒曜石（ＯＢ４）も８．９４％使用されている。そのほか

に剥片石器に使用される石材としては，無斑晶質安山岩（ＡＮ２）が多く１割近くを占める。斑晶

質安山岩（ＡＮ１）は磨石・敲石で主に使用され，２割近くを占める。また１点のみシルト質頁岩

（ＳＨ３）のものがみられる（４０１）が，旧石器時代の石器である可能性がある。

��������
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　器種別の比率をみると，狩猟具（石鏃・石槍）は２４．１７％，調理具（石匙・スクレイパー・磨石

敲石・石皿）は３６．２５％，工具（石錐・楔形石器・礫器・擦切石器・砥石・石斧類）は６．０２％であ

る。調理具の割合が高いが，磨石・敲石は使い込まれたものは多くない。
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０．８８７７ＱＵ
２．０２１６２３ＣＣ
３．０２２４８３１２ＯＰ
０．１２１１ＴＵ
０．１２１１Ｓｅ
２．５２２０４６６１２ＳＡ
－７９４３１１２６３１１１１４９１１３１１４１０６２６１１６３３３９合　　計

１００．００－３．９１２．８０．３７０．１２１．３８１８．８０．１２１．６４０．１２１．７６１３．４３．２７０．１２０．１２０．７６４．２４．９器種別％
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備考厚み�幅�長さ�重量�遺物番号層区石材分類分類器種番号5挿図番号
０．３５１．２０１．２００．３０３８８８ⅢｂＪ３５ＯＢ２１石鏃３４７

９０

０．３５１．７０１．９５０．７９３８９ⅢａＬ３５ＯＢ４１石鏃３４８
０．３５１．３５２．３００．８７７３３７ⅢｂＭ３６ＡＮ２２石鏃３４９
０．２０１．１２１．２００．２０９４１０ⅣＪ３５ＯＢ５２石鏃３５０
０．３０１．５５２．１００．９０７００７ⅢａＬ３６ＯＢ３２石鏃３５１
０．３０１．５０２．０００．５９１ⅢｂＩ３４ＯＢ４３石鏃３５２
０．６０２．２５３．３０２．８７２２５５ⅢｂＪ３６ＯＢ４３石鏃３５３
０．３０１．７０１．８００．６６７８５０ⅢｂＭ３６ＯＢ１３石鏃３５４
０．４５１．７０２．６０１．１７３０４５ⅢａＬ３６ＯＢ４３石鏃３５５
０．４０１．５５１．９００．４９５１５１ⅢｂＫ３６ＯＰ３石鏃３５６
０．４０１．３０２．３００．５９５００５ⅢｂＫ３６ＯＢ３３石鏃３５７
０．３０１．１０１．７００．２７５３１ⅢｂＪ３６ＯＢ４３石鏃３５８
０．２０１．５０１．４００．２５５３５ⅢａＪ３６ＯＢ４３石鏃３５９
０．３０１．１５（１．７０）０．３４４４０ⅢｂＫ３５ＯＢ３３石鏃３６０
０．３０１．１５１．４００．２５５３４５ⅢｂＬ３４ＯＢ５３石鏃３６１
０．２０１．００１．０００．１４３５２５ⅢｂＪ３５ＯＢ１３石鏃３６２
０．４０１．５０（１．７０）０．６１６４０５ⅢｂＫ３６ＯＢ３３石鏃３６３
０．２５１．７５１．８００．４７９０９５ⅤＪ３６ＯＢ４３石鏃３６４
０．２５１．４５１．７５０．４８１６８６ⅢｂＪ３６ＣＨ３石鏃３６５
０．４０１．３０（３．３５）１．４５９６５８ⅣＪ３４ＯＢ４３石鏃３６６
０．５５１．９０（３．３５）２．５９２０２ⅢｂＫ３４ＡＮ３３石鏃３６７
０．４０１．７０（２．９０）０．９１９１７１ⅣＪ３６ＳＨ３３石鏃３６８
０．３０１．８０（２．４０）０．７６８２９３ⅢｂＭ３６ＡＮ２３石鏃３６９

９１

０．４０１．４０２．５００．９０４８９８ⅢｂＩ３６ＯＢ４３石鏃３７０
０．２５１．５０２．２００．５８８９８ⅢａＩ３５ＯＢ３３石鏃３７１
０．４０１．３０１．８００．４１９３６８ⅢｂＩ３５ＯＢ４３石鏃３７２
０．２０１．００１．８００．３１６０５０ⅢｂＩ３５ＯＰ４石鏃３７３
０．２５１．３５１．８５０．３１３６１０ⅢｂＪ３６ＯＢ６４石鏃３７４
０．３５１．２０２．０００．５５６５２５ⅢｂＬ３５ＦｅＱＵ４石鏃３７５
０．４０１．９０（２．８０）１．３３２２８８ⅢｂＪ３６ＡＮ２５石鏃３７６
０．５０１．６０２．８０２．０８８０１ⅢａＩ３５ＣＣ５石鏃３７７
０．５５１．４０２．６０１．９０９３７４ⅣＩ３５ＯＰ－石鏃３７８
１．３５３．４０４．３２１５．２０７２８ⅢｂＫ３５ＡＮ１－石槍３７９
０．６５２．４０６．２０１１．９３７８７８ⅢｂＭ３６ＡＮ２３石匙３８０
１．１５６．３５４．１５１９．５２４５０ⅢｂＫ３５ＡＮ３３石匙３８１
１．１０４．４０２．７０６．６８７６１６ⅢｂＭ３６ＯＢ４３石匙３８２

９３

１．１０（２．７０）４．００８．６０－表層Ｊ３５ＣＨ３石匙３８３
０．６０４．６５２．９０５．５３４３２１ⅢｂＪ３５ＡＮ３３石匙３８４
０．７０２．３５２．３７３．０６３８３８ⅢｂＫ３５ＯＰ３石匙３８５
０．９０４．５５３．２０９．８１不明不明不明ＯＢ２３石匙３８６
０．６５３．７０２．４０４．９６２５２５ⅢｂＪ３５ＯＢ３３石匙３８７
１．５０６．８５４．３０３６．７５１３５３ⅢｂＩ３５ＡＮ２２石匙３８８
０．７５６．６０４．２０１８．７２６０８０ⅢｂＩ３５ＡＮ２２石匙３８９
１．２０６．４０５．３０３６．４３５４７６ⅢｂＪ３５ＡＮ３３石匙３９０

９４

０．５５５．４５２．９０９．９７４５８９ⅢｂＬ３６ＡＮ２４石匙３９１
０．９８２．０５３．０５５．７８６００７ⅢｂＩ３５ＣＨ－楔形石器３９２
０．７０１．５５２．１０２．４０４０７７ⅢｂＪ３５ＡＮ３－楔形石器３９３
１．６０５．７０４．９０４０．１０９８８４ⅢｂＫ３６ＡＮ３１スクレイパー３９４
１．９０２．８０３．００１７．６８７５４１ⅢｂＬ３５ＯＢ２１スクレイパー３９５
１．３０１．９０２．８０７．３６５３９３ⅣＪ３５ＯＢ１１スクレイパー３９６
１．２０３．７０５．０５１７．７９３３９９ⅢｂＩ３５ＣＨ２スクレイパー３９７

９５

１．１５２．９５５．１０１８．９９６４５２ⅢｂＫ３６ＯＢ１２スクレイパー３９８
０．８０３．００５．９０１３．８６５８２９ⅢｂＫ３５ＯＢ４２スクレイパー３９９
０．７０３．７０４．９５１３．９２３２１５ⅢｂＪ３６ＯＢ１２スクレイパー４００
１．２５４．６０５．３５２５．８３６４５８ⅢｂＬ３６ＳＨ３２スクレイパー４０１
０．６０１．３０（２．９０）２．２７６５３０ⅢｂＬ３５ＯＢ３２スクレイパー４０２
１．３０３．４０４．５０２２．４２８２８７ⅢｂＭ３５ＯＢ１２スクレイパー４０３
１．００４．６０７．００３０．２９６６６ⅢｂＫ３６ＡＮ２２スクレイパー４０４

９６ １．６５２．９５８．７５４７．５６９６６６ⅣＬ３４ＣＨ２スクレイパー４０５
０．７０４．５５７．８０１６．７３４４７２ⅢｂＫ３５ＳＨ２２スクレイパー４０６
１．５５５．２５９．８０５５．４０７０４４ⅢａＭ３５ＡＮ２２スクレイパー４０７
１．２５５．８０５．１０３４．３２５６６２ⅢｂＪ３５ＡＮ２２スクレイパー４０８

９７

１．８０（５．５０）６．６０６６．４９１１１７ⅢａＬ３５ＦｅＱＵ２スクレイパー４０９
１．１０４．８０７．４０３８．４６９２７８ⅣＪ３５ＡＮ２２スクレイパー４１０
０．９０１．６０３．８０５．８６２８６６ⅢｂＩ３６ＡＮ１１石錐４１１
０．６０１．５０１．６０１．１１６０４６ⅢｂＩ３５ＯＢ１１石錐４１２
０．６０１．５０３．３５２．８４７６２３ⅢｂＭ３６ＯＢ１２石錐４１３
１．３０５．２５７．５０５０．５８２７０８ⅢｂＪ３６ＡＮ２２スクレイパー４１４

９８

１．４０３．７０４．５０１８．６１６２５４ⅢｂＬ３６ＯＢ２２スクレイパー４１５
１．４０４．５０６．９５４３．６２７９８６ⅢｂＭ３６ＡＮ３２スクレイパー４１６
０．６０１．３０２．６５１．７９４７７０ⅢｂＩ３６ＯＢ４－異形石器４１７
０．８０２．４０（２．３０）４．２９５７４２ⅢｂＪ３５ＯＢ１－二次加工剥片４１８
０．８０２．３０２．９０３．９３１１７００ⅢｂＪ３６ＳＨ１－二次加工剥片４１９
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備考厚み�幅�長さ�重量�遺物番号層区石材分類分類器種番号挿図番号
２．８０４．５０３．１０２９．４０２２６５ⅢｂＪ３６ＯＢ３１石核４２０

１００ １．７０４．３５３．６５２４．５４９１３７ⅣＫ３６ＯＢ１１石核４２１
３．１５３．６０３．１５３５．９２３０６７ⅢｂＬ３６ＯＢ１１石核４２２
５．３０７．２０５．６５１９７．５０１５５４ⅢｂＪ３６ＦｅＱＵ１石核４２３
２．４０５．１０３．１０２７．４６７３４７ⅢｂＭ３６ＯＢ４１石核４２４

１０１
２．３０３．１５２．６０２３．５４３４０７ⅢｂＩ３５ＯＢ２１石核４２５
２．０５４．４０３．８０３０．６３９５８１ⅤＪ３５ＯＢ１１石核４２６
２．５５４．１０２．５５１６．４８４７９８ⅢｂＪ３６ＯＢ６１石核４２７
４．６０４．９０５．６５１３５．００１５４ⅢａＫ３５ＯＢ１２ｂ石核４２８
２．８０４．２０３．２０３７．９０５２４６ⅢａＬ３４ＡＮ３２ａ石核４２９

１０２ ３．３０３．６０４．１０６０．８８６３７４ⅢｂＩ３４ＯＢ１２ｂ石核４３０
５．５０６．６０５．９０２１１．００９４０４ⅣＩ３５ＡＮ３２ｂ石核４３１
１．４０２．４０１．９０５．３３９０８７ⅣＫ３６ＯＢ２２ｂ石核４３２

１０３ ４．００５．６０５．４５１５２．００４５７８ⅢｂＬ３５ＯＢ１２ｂ石核４３３
２．１０３．５０２．９０２４．７６９６４３ⅤＪ３４ＯＢ１２ｂ石核４３４
１．６０４．１５３．３０２５．９９９３３３ⅣＩ３５ＯＰ２ｂ石核４３５
２．２０８．２０４．５０１０８．３４７７８３ⅢｂＭ３６ＳＨ２２ｃ石核４３６

１０４ ２．００３．５０２．８０１５．４０４４４２ⅢｂＪ３５ＯＢ１２ｃ石核４３７
１．８０３．３５３．８５２０．６９６０２４ⅢｂＩ３５ＯＰ３石核４３８
３．８０５．０５４．００７４．１５３７０３ⅢｂＩ３６ＯＢ１４石核４３９
１．３０３．４０５．８０３４．２０１９３ⅢｂＫ３４Ｓｅ－垂飾品４４０

１０６ １．６０４．８０６．００３８．１９４６７６ⅢｂＪ３５ＳＨ１－垂飾品４４１
０．４０２．２０５．５０６．７０２５６ⅢａＫ３６ＴＵ－垂飾品４４２
０．６５６．８０５．８０３２．４９５９４７ⅢｂＬ３６ＳＡ－擦切石器４４３
６．９０７．３０１４．７０６６０．２０４０７６ⅢｂＪ３５ＡＮ３－礫器４４４

１０７
３．５５１０．４５１２．３５５０５．００１０２３２ⅣＪ３５ＳＨ１－礫器４４５
４．１０１３．００８．９０６２０．００２６８０ⅢｂＪ３６ＳＨ１－礫器４４６
３．８０１０．１０１３．５３５４８．００９５８３ⅣＪ３５ＳＨ１－礫器４４７
４．５０１０．４０１２．００７２５．００７９０３ⅢｂＭ３６ＡＮ１－礫器４４８
５．３０７．９０１７．５０１０６０．００６４１４・６４５５ⅢｂＬ３６ＳＡ－石斧未製品４４９

１０８

３．４０５．７５（８．４５）２１８．５０５９２６ⅢｂＬ３６ＳＨ２－石斧未製品４５０
２．２０７．０５（１０．６０）２１６．４０１５３９ⅢｂＪ３６ＳＨ２－局部磨製石斧４５１
２．３０６．３５（５．８０）１２８．８０７６８５ⅢｂＭ３６ＳＡ－磨製石斧４５２
０．９０５．００（５．２０）７７．０１５１７１ⅢｂＪ３４ＳＡ－磨製石斧４５３
３．４５５．８０１６．００３５０．００９０４７ⅤＩ３５ＳＡ－局部磨製石斧４５４
３．５０６．１５１０．６０３５０．００７０７０ⅢａＬ３５ＡＮ１－敲石４５５
３．３５６．３５１３．２５５４０．２０９７１７ⅣＬ３６ＡＮ１－砥石４５６
３．００３．００６．２０７７．７０１６７ⅢｂＩ３５ＱＵ４ａハンマーストーン４５７

１１０

３．００４．００５．７０７１．８０４２９２ⅢｂＪ３５ＡＮ１２ｂハンマーストーン４５８
４．３０８．６０８．７５４５０．３０１３３ⅢａＫ３５ＱＵ１ａ磨石・敲石４５９
２．６０６．２０８．３０２０３．２３６４０７ⅢｂＫ３６ＡＮ１１ａ磨石・敲石４６０
３．６０７．５０９．３０３８８．００－ⅣＫ３６ＡＮ１１ａ磨石・敲石４６１
４．４０７．９０９．５０４３７．００９４００ⅣＩ３５ＡＮ１１ａ磨石・敲石４６２
３．００５．３０７．２０１７６．００３４７８ⅢｂＩ３６ＡＮ１１ｂ磨石・敲石４６３
４．４０７．００９．８０４４０．００７４６４ⅢｂＭ３６ＳＡ２ａ磨石・敲石４６４

１１１

５．２０６．１０７．１５３２４．４５１２５６１Ⅱ４ＴＳＡ２ａ磨石・敲石４６５
３．４０５．５５６．５０１８３．５２１２２３３Ⅲ２ＴＡＮ１２ａ磨石・敲石４６６
６．４５８．３０８．３５７２０．１０９２６５ⅣＪ３６ＡＮ１２ａ磨石・敲石４６７
４．３０６．７５８．８０３５４．００－－Ｍ３６ＱＵ２ｂ磨石・敲石４６８
３．８０７．４５９．５０３８５．００５９９９ⅢｂＩ３５ＱＵ２ｂ磨石・敲石４６９
４．６５６．３０６．５０２５１．８０７１１９ⅢｂＭ３４ＱＵ２ｂ磨石・敲石４７０

１１２

４．８０４．９０５．６０１５９．８０５５９５ⅢｂＫ３６ＡＮ１３ａ磨石・敲石４７１
５．４０９．５０１０．８５８１０．００４５２７ⅢｂＫ３５ＳＡ２ｃ磨石・敲石４７２
３．８０５．６０７．１０２２２．００８３２２ⅢｂＩ３５ＡＮ１３磨石・敲石４７３
２．９０５．７５７．３０１４４．００６１１ⅢｂＫ３６ＡＮ１４ａ磨石・敲石４７４
２．００６．８０７．６５１０２．００３４４１ⅢｂＩ３６ＡＮ１５ａ磨石・敲石４７５
５．２０１２．７０（１３．４０）１０７９０６３８ⅣＫ３６ＡＮ１－石皿４７６１１３ １６．７０２７．５０４７．８０３３０５０２０４１ⅢｂＫ３６ＳＡ－石皿４７７
１０．３０２４．３０２９．００１０５００２５１ⅢａＫ３６ＡＮ１－石皿４７８１１４
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　古代の遺構・遺物はⅢａ・Ⅲｂ層で検出・出土している。遺構はＪ・Ｋ－３５区の溝状遺構，Ｊ－

３５区の須恵器壺を埋設した土坑，Ｋ－３５区の炭化物集中部が検出された。遺物は約１００点弱出土し，

須恵器（壺・坏），土師器（坏・椀），黒色土器Ａ類，内赤土師器，紡錘車，土錘などがみられる。

また，Ｊ－３５区では大型礫の下から古代須恵器が出土し，周辺から出土した遺物と接合した。この

ことから少なくとも古代の時期において，この遺跡地は土石流災害に見舞われたものと考えられる。

�������

�　溝状遺構（第１１８図）

　Ｊ・Ｋ－３５区Ⅲａ層で，南西－北東方向に長さ約１０ｍ・幅１０～２０�の浅い溝状遺構が検出された。

時期は不明であるが，黄白色砂質土を埋土とする。
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�　須恵器壺検出土坑（第１１６図）

　Ｊ－３５区Ⅲｂ層検出の土坑内からは，４９６の須恵器短頸壺が口縁部を下にして出土した。須恵器

壺は蔵骨器に類似する形態のものであり，注目される。

�　炭化物集中部（第１１７図）

　Ｋ－３５区のⅢａ層上面で炭化物の集中地点がみられた。炭化物は長径約３ｍ×短径約２ｍの範囲

に広がり，中央部の礫の下には炭化物を多量に含む土坑が検出された。周辺からは９世紀代のもの

と思われる内黒土師器，土師器のほか石皿などが出土している。

①�
②�

①�

①炭化物を非常に多く含む暗灰褐色土�
②炭化物を多く含む灰褐色土�

②�
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�　弥生・古墳時代の遺物

　４７９は弥生時代中期～後期のものと思われる壺の口縁である。他に，

接合のための刻みがみられる胴部片が出土しており，弥生～古墳時代

の高坏の坏底部の可能性がある。また，表層から古墳時代の成川式の

壺底部と思われる破片も１点出土している。

�　古代の遺物

土師器（第１２０図　４８０～４９２）

　坏，椀，鉢，黒色土師器Ａ，内赤土師器が出土している。４８０は口

径と底径の差があまりない箱形を呈する坏で，８世紀代～９世紀前半

と考えられる。外面には一部赤色が塗布される。４８１・４８２も底部の切

り離しはヘラ切り技法であり，９世紀代と考えられる。４８３・４８４は口

縁部が広く開き，深さもあるため鉢とした。２点とも９世紀代と思わ

れる。４８５・４８６は坏（もしくは鉢）の底部である。４８９・４９０は坏もし

くは鉢の口縁部である。４８７・４８８は９世紀代と思われる椀である。

４８７は主に内面に赤色が塗布される。４９１・４９２は９世紀代と思われる

内黒土師器である。４９２は底部の高台の痕跡はあるものの，欠損後

磨っている。４９１はＫ－３５区炭集中部付近から出土している。高台は

一部が剥がれ落ち，高台を接着するための３条の凹凸がみられる。

須恵器（第１２１図　４９３～４９９）

　坏，坏蓋，壺がある。８～９世紀代にあたると思われる。組成とし

ては，甕がみられない点が特徴である。このことから，古代における

遺跡の性格として，日常生活とは異なる空間利用であった可能性が考

えられる。

　４９３・４９４は坏であるが，４９３は胎土に粗砂が含まれ，４９４よりは古い

時期のものと考えられる。また，４９４の割れ口は部分的に磨られてい

る可能性がある。短頸壺はほぼ完形の大小二個が出土しており，４９６

はＪ－３５区Ⅲｂ層検出土坑より出土した壺である（第１１６図）。内面に

たたき目がみられる。形態は，蔵骨器によくみられ「薬壺」と呼ばれ

る高台付須恵器短頸壺に類似する。また，４９８・４９９など，底部の高台

を打ち欠いている壺などがみられる。

その他の遺物（第１２１図　５００～５０２）

　５００の紡錘車は裏面にヘラ切り痕がみられる。５０１は土錘と思われる

が，欠損し調整も明瞭でない。また，Ｋ－３５区のⅢａ層上面で検出さ

れた炭化物が集中している地点から，５０２の石皿が出土している。表

面のほか，裏面にも使用による緩やかな凹みがみられる。
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備　考胎　土
色　調調　　整取上

番号
層出土区部位

器
種

種別等
番
号

挿
図 外面内面外面内面

内面スス付着輝石・白色粒・赤色粒橙５ＹＲ７/６橙５ＹＲ６/６ナデナデ７００１ⅢａＭ３６口縁壺弥生４７９

１２０

外面赤色塗付黒色粒・白色粒・赤色粒橙５ＹＲ６/６浅黄２．５Ｙ７/３横ナデ横ナデ
５０３
１６１５

Ⅲａ
Ⅲｂ

Ｊ３５
Ｊ３６

完形坏土師器４８０

一部スス付着
底部ヘラ切り後ナデ

角閃石・石英・黒色粒浅黄２．５Ｙ７/４浅黄２．５Ｙ７/４回転横ナデ回転横ナデ

１８０
１８０３
２８８３
３５７１

Ⅲａ
Ⅲｂ

Ｊ３５完形坏土師器４８１

赤色粒・黒色粒橙７．５ＹＲ７/６橙２．５ＹＲ７/６横ナデ横ナデ１７９９ⅢｂＪ３５完形坏土師器４８２

外面一部スス付着赤色粒・黒色粒
にぶい黄橙
１０ＹＲ７/４

にぶい黄橙
１０ＹＲ７/４

横ナデのち
一部縦ナデ

横ナデ
２３６
５８１
５８２

ⅢａＪ３６完形鉢土師器４８３

外面一部スス付着　
底部ヘラ切り

赤色粒・黒色粒浅黄橙７．５ＹＲ８/６浅黄橙７．５ＹＲ８/６回転ナデ回転ナデ
７１４
８６１
８６２

Ⅲａ上
Ⅲｂ

Ｋ３５
Ｌ３５

完形鉢土師器４８４

底部ヘラ切り赤・黒色粒・角閃石・石英橙７．５ＹＲ７/６
にぶい黄橙
１０ＹＲ７/２

ナデナデ４２５ⅢａＫ３５胴～底坏土師器４８５

底部ヘラ切り後ナデ赤色粒・白色粒・黒色粒・石英淡黄２．５Ｙ８/４淡黄２．５Ｙ８/３横ナデ横ナデ
８６８
８６６

ⅢａＫ３５胴～底坏土師器４８６

内面赤色塗付
赤色粒・黒色粒
白色粒・角閃石

浅黄橙１０ＹＲ８/４橙５ＹＲ６/６回転ナデ回転ナデ

２３４６
３５５２
１１９
４６７９

ⅢａＪ３５完形椀土師器４８７

底部ヘラ切り黒色粒・白色礫浅黄２．５Ｙ７/３浅黄２．５Ｙ７/３横ナデ横ナデ
２３４１
３５１９

ⅢａＪ３５完形椀土師器４８８

外面一部スス付着赤色粒・黒色粒・角閃石浅黄２．５Ｙ７/４
にぶい黄橙
１０ＹＲ７/４

横ナデ横ナデ
４２２
２３５８

ⅢａＫ３５口縁－土師器４８９

赤色粒・角閃石・石英浅黄橙１０ＹＲ８/４浅黄橙７．５ＹＲ８/４横ナデ横ナデ８６５Ⅲａ上Ｋ３５口～胴－土師器４９０

内黒
外面一部スス付着

赤色粒・黒色粒・角閃石淡黄２．５Ｙ８/３黒５Ｙ２/１横ナデ
横ナデ

ミガキ痕あり

８６０
８７８
８８０
８６３

Ⅲａ上Ｋ３５完形椀土師器４９１

内黒
底部ナデ

石英・黒色粒
１～３�大の赤色粒

にぶい黄橙
１０ＹＲ７/４

暗オリーブ灰　
　Ｎ４/１

ミガキのち　
横ナデ

ミガキ

３０７
３０８
３１０
３４５
７４０
６７４

Ⅲａ
Ⅳａ

Ｋ３５
Ｋ３６
Ｌ３６

完形椀土師器４９２

白色礫・２～３�大の石英少量青灰５ＰＢ５/１青灰５ＰＢ５/１横ナデ横ナデ
１００
１１９２

ⅢａＪ３５完形椀須恵器４９３

１２１

白色粒・黒色粒・白色礫灰５Ｙ５/１灰オリーブ５Ｙ横ナデ横ナデ５３１３ⅢａＫ３４胴～底椀須恵器４９４

黒色粒・白色粒灰Ｎ５/０灰Ｎ５/０横ナデ横ナデ５２１２ⅢａＫ３４胴～底椀須恵器４９５

黒色粒・白色粒
オリーブ灰
２．５ＧＹ６/１

明オリーブ灰
２．５ＧＹ７/１

横ナデ
横ナデ
叩き目あり

土坑内
２３４４
５３５１
３５１０
３５０９

Ⅲａ
Ⅲｂ

Ｊ３５
Ｋ３４

完形壺須恵器４９６

外面微量の自然釉
あり

黒色粒・白色粒
灰オリーブ黄
５Ｙ６/３

灰５Ｙ６/１横ナデ横ナデ

１０８
４７７
１１８６
１１９０
１１９７
１２００
２３４８
３５４１

ⅢａＪ３５完形壺須恵器４９７

底部高台打欠き黒色粒・白色粒灰Ｎ６/０灰白Ｎ７/０横ナデ横ナデ

５３４
１１７１
１１６
２００９
４９２

Ⅲａ
Ⅲｂ

Ｊ３５
Ｊ３６
Ｋ３６

胴～底壺須恵器４９８

底部高台打欠き黒色粒灰５Ｙ４/１灰オリーブ５Ｙ６/２横ナデ横ナデ１２５ⅢａＫ３５胴～底壺須恵器４９９

スス付着赤色粒・石英浅黄橙１０ＹＲ７/４
にぶい黄橙
１０ＹＲ７/２

ナデナデ１４９ⅢａＫ３５－－紡錘車５００

白色粒・黒色粒・赤色粒浅黄橙１０ＹＲ８/３橙７．５ＹＲ７/６－－５２１３ⅢａＫ３４－－土錘５０１

備考重量�厚�幅�長さ�番号層出土区石　材器種
番
号

図

１２１００５．８２８．４２６．１８７０ⅢａＫ３５安山岩石皿５０２１２１



－１６４－

���������	
�

�������

　主に表土層から浅パンケース１箱の遺物が出土している。層位的に確認された遺物を中心に以下

に述べる。

���������	

土師器（第１２２図　５０３～５０６）

　５０３は坏であるが，底部に糸切り痕がみられる。また，５０４～５０６は坏（もしくは鉢）の底部であ

り，同様に糸切り痕がみられ，１２世紀以降のものと思われる。

陶磁器（第１２２図　５０７～５０９）

　５０７は龍泉窯系の青磁椀である。１４世紀後半から１６世紀中頃のものと思われる。５０８は中国青花皿

である。１６世紀代のものと思われる。５０９は底部が碁笥底を呈する小皿である。鈍い褐色をした胎

土に，鉄釉が内面全体と外面上位までかかる。苗代川焼の可能性がある。

���������	�
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��������	�
��
���

備　考胎　土
色　調調　　整取上

番号
層出土区部位

器
種

種別等
番
号

挿
図 外面内面外面内面

底部糸切り痕黒色粒・白色粒・角閃石
にぶい黄橙
１０ＹＲ７/４

にぶい黄橙
１０ＹＲ７/４

横ナデ横ナデ－表土Ｉ３５完形坏土師器５０３

１２２
底部糸切り赤色粒・白色粒

にぶい黄橙
１０ＹＲ　７/３

灰白１０ＹＲ８/２横ナデ横ナデ－表土－底部坏土師器５０４

底部糸切り
外面赤色塗付

黒色粒・白色粒橙７．５ＹＲ６/６浅黄橙１０ＹＲ８/４ナデナデ１２６１１Ⅱ６Ｔ底部坏土師器５０５

底部糸切り赤色粒・白色粒・黒色粒
にぶい橙７．５ＹＲ

７/３
にぶい橙
７．５ＹＲ７/４

ナデナデ１２５８４Ⅱ６Ｔ底部坏土師器５０６

備考釉胎土色番号層出土区器種種別
番
号

図

内底面は円形に釉剥ぎ（一部残しあり），高台内面釉剥ぎ灰緑色にぶい黄橙２３２ⅢａＪ３６椀青磁５０７
１２２ 畳付以外総釉透明釉白色－表土－皿青花５０８

黒褐色鉄釉にぶい褐色－排土－小皿陶器５０９
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株式会社　加速器分析研究所（ＩＡＡ）

年代測定報告書（ＡＭＳ測定）

１）年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用しています。
２）ＢＰ年代値は，１９５０年からさかのぼること何年前かを表しています。
３）付記した誤差は，次のように算出しています。
　　複数回（通常は４回）の測定値についてχ２検定を行い，通常報告する誤差は測定値の統計誤
差から求めた値を用い，測定値が１つの母集団とみなせない場合には標準誤差を用いています。

４）δ１３Ｃの値は，通常は質量分析計を用いて測定しますが，ＡＭＳ測定の場合に同時に測定される
δ１３Ｃの値を用いることもあります。

　　δ１３Ｃ補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載しておきます。

　同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰；パーミル）で表したものです。
　　δ１４Ｃ＝［（１４ＡＳ－１４ＡＲ）／１４ＡＲ］×１０００　　　　　�
　　δ１３Ｃ＝［（１３ＡＳ－１３ＡＰＤＢ）／１３ＡＰＤＢ］×１０００　　　�

　　　ここで， １４ＡＳ：試料炭素の１４Ｃ濃度：（１４Ｃ／１２Ｃ）Ｓ  または（１４Ｃ／１３Ｃ）Ｓ
　　　　　　　１４ＡＲ：標準現代炭素の１４Ｃ濃度：（１４Ｃ／１２Ｃ）Ｒ  または（１４Ｃ／１３Ｃ）Ｒ

　δ１３Ｃは，質量分析計を用いて試料炭素の１３Ｃ濃度（１３ＡＳ＝１３Ｃ／１２Ｃ）を測定し，ＰＤＢ（白亜紀の
ベレムナイト（矢石）類の化石）の値を基準として，それからのずれを計算します。
　但し，ＩＡＡでは加速器により測定中に同時に１３Ｃ／１２Ｃも測定していますので，標準試料の測定値
との比較から算出したδ１３Ｃを用いることもあります。この場合には表中に〔加速器〕と注記しま
す。
　また，Δ１４Ｃは，試料炭素がδ１３Ｃ＝－２５．０（‰）であるとしたときの１４Ｃ濃度（１４ＡＮ）
に換算した上で計算した値です。�式の１４Ｃ濃度を，δ１３Ｃの測定値をもとに次式のように換算しま
す。
　１４ＡＮ＝１４ＡＳ×（０．９７５／（１＋δ１３Ｃ／１０００））２（１４ＡＳとして１４Ｃ／１２Ｃを使用するとき）
　　　または
　　　＝１４ＡＳ×（０．９７５／（１＋δ１３Ｃ／１０００））（１４ＡＳとして１４Ｃ／１３Ｃを使用するとき）
　Δ１４Ｃ＝［（１４ＡＮ－１４ＡＲ）／１４ＡＲ］×１０００（‰）　

　貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については，海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸
ガス中の濃度と異なるため，同位体補正のみを行なった年代値は実際の年代との差が大きくなりま
す。多くの場合，同位体補正をしないδ１４Ｃに相当するＢＰ年代値が比較的よくその貝と同一時代の
ものと考えられる木片や木炭などの年代値と一致します。

　１４Ｃ濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として，ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｃａｒｂｏｎ）
がよく使われており，Δ１４Ｃとの関係は次のようになります。
Δ１４Ｃ＝（ｐＭＣ／１００－１）×１０００（‰）
ｐＭＣ＝Δ１４Ｃ／１０＋１００（％）

　国際的な取り決めにより，このΔ１４ＣあるいはｐＭＣにより，放射性炭素年代（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌ　Ｒａ
ｄｉｏｃａｒｂｏｎ　Ａｇｅ；ｙｒＢＰ）が次のように計算されます。
　Ｔ＝－８０３３×ｌｎ［（Δ１４Ｃ／１０００）＋１］
　　＝－８０３３×ｌｎ（ｐＭＣ／１００）
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　本遺跡のⅦ層～Ⅷ層で出土した石器群の器種は，ナイフ形石器，剥片尖頭器，三稜尖頭器，掻器，削器，グ

レイバー，錐などであった。このような石器群の器種構成は，これまで小牧３Ａ遺跡（鹿県埋セ１９９６）に代表

されるような南九州ナイフ形石器文化期の一般的な状況と考えられてきた（宮田１９９５，桑波田・宮田１９９７）。

　ところが，近年の調査成果では石器群石器組成について，新たな見解が生まれてきている。土層堆積の良好

な大隅半島北部では，Ｐ１５やＰ１７といったローカルな分布範囲の狭い火山噴出物が認められ，石器群の組成や

編年的関係において，南九州の基準となる層位的様相が明らかになった（宮田２００５ａ・２００５ｂ）。

 ここではそれらの最新の成果を通じて，本石器群の位置づけを行う。

　出土したナイフ形石器は１ａ類の狸谷型（松藤１９９２），２類の縦長剥片製基部加工のもの，３類の今峠型

（橘１９７８），４類の横長剥片製のもの，５類の小型ナイフに分類できた。狸谷型については仁田尾遺跡Ⅷ層（鹿

県教委２００５）や箕作遺跡（金峰町教委２００４）などで剥片尖頭器や三稜尖頭器を共伴しない石器群として明らか

になっており，また時期としてはＡＴ直上期の時期と判断されている。

　また２類の基部加工のナイフ形石器と３類の今峠型ナイフについては，西丸尾遺跡出土例で明らかなように

同一時期であり剥片尖頭器の次の段階である。今峠型については次項で詳しく述べたい。

　剥片尖頭器は，１類の先細り剥片を使用して基部加工のみを施すものと，２類の片側縁辺全体に二次加工を

施すもの，そして３類として基部をノッチ状ではなく直線状に加工するものに区別した。このうち１類と２類

は素材剥片の形状差によるもので真正の剥片尖頭器であり同一時期である。しかし３類は剥片尖頭器の形骸化

したものと理解され，本来は剥片尖頭器として区分されないもので，時期的にも１類や２類より後の段階とし

て理解される。

　つまり剥片尖頭器の３類はナイフ形石器の２類及び３類の今峠型とほぼ同一時期の所産と考えることができ

る。これは，桐木耳取遺跡Ⅰ文化層（鹿県埋セ２００５ａ）の北側エリアにおいて共通する石材で共伴関係にある

ことからも判断される。

　台形石器については大型のものと一般的な大きさのものに区分でき，使用されている石材の共通性から，大

型のもの以外は今峠型や基部加工ナイフの時期の石器群として捉えられよう。

　ナイフ形石器５類とした小型ナイフ形石器の一群は，剥片の使用やブランティングの加工状況や細身の形態

に仕上げる特徴が西ノ原Ｂ遺跡や城ヶ尾Ⅳ文化層と共通していることから，ナイフ形石器文化期終末期として

位置づけることができる。三稜尖頭器は３�程度の小型品であることからこの段階もしくは前段階の可能性が

考えられるが，いずれにしても後半以後の終末期ナイフ期に位置づけられよう。

　以上のことから，本遺跡出土のナイフ形石器文化期石器群は，Ⅰ期…狸谷型ナイフ形石器の段階，Ⅱａ期…

剥片尖頭器を主体とする段階，Ⅱｂ期…基部加工ナイフ，今峠型ナイフ，剥片尖頭器が形骸化した基部直線加

工のナイフと台形石器の段階，Ⅲｂ期…小型ナイフ形石器の段階（三稜尖頭器についてはⅢｂに含まれるか，

もしくはわずかに古いⅢａ期の可能性も考えられる）に区別・編年することができよう（第１２４図）。

　そして本遺跡で主体となる時期はⅡｂ期であり，そのなかでも今峠型ナイフが多量に出土したことは県内初

であり，本地域でも今峠ナイフを主体とする時期が存在することが明らかとなった。またその石材として遺跡

に近い上牛鼻産黒曜石が多用されており，加えて腰岳産黒曜石と宮崎北部産に近い頁岩製のものが含まれてい

たことは，その集団の移動や領域を考えるうえで示唆的である。
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　Ⅵ層を主体としてわずかに出土した。出土した細石刃核は船野系船野２型と野岳系稜柱型（宮田２００４ａ）が

主体であり，これらは船野型及び野岳・休場型細石刃核の型式内変遷としてとらえられ，細石刃文化後半期の

Ⅱ期に相当する。また福井型細石刃核も２点出土しており，このうち１点は西北九州の針尾産黒曜石を石材と

したものであり，南九州細石刃石器群のⅢ期に位置づけられる。
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　本遺跡において今峠型ナイフ形石器に比定される資料が計１７点出土した。これらは素材剥片として「ノの

字」形を呈する斜軸剥片を利用し，基部調整を施したものである。

　ところで筑後川上流域に所在する五馬大坪遺跡でも多くの今峠型ナイフが主体となって出土している。この

遺跡の今峠型ナイフは，本遺跡出土例と同様に背面から打面への二次加工が施されているものが主体であった。

　資料を報告した綿貫俊一は今峠型ナイフ形石器の違いについて，背面からの打面に加工を施すものを大坪類
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型とし，それが施されないものを今峠類型とし，両者を区別した。そして両者の分布より北部九州と東九州の

地域性であるとした（綿貫１９８９）。その後，萩原博文はこれに左側縁部のノッチ状の細調整を加えたものを加

えて原の辻型台形石器と共通する特徴であるとして「西北九州類型」（萩原２００４）と呼称した。関連して西丸

尾遺跡出土の石核は瀬戸内技法が変質したものであり時期的に新しいとした。ただし，桐木耳取遺跡と同様に

Ｐ１７の下位に位置していることから，その見解は見直しが必要となっている。

　また今峠型ナイフについて，石核や基部加工など網羅的にまとめた鎌田洋昭は今峠ナイフの編年について，

古い時期からナイフ終末期直前まで継続する（鎌田１９９９）と考えたが，南九州の最新の桐木耳取遺跡などの出

土状況からの編年（宮田２００５ａ）によると，古い一時期だけとなる。

　近年宮崎で調査された北牛牧第５遺跡（宮県埋セ２００３）では多数の今峠型が出土しており，今峠型ナイフ主

体の石器群として一時期存在することが再確認されることとなった。ここで出土した今峠型は西丸尾や桐木例

と同様背面から打面への加工は施されないものが主体である。このような今峠型ナイフは今峠遺跡や他の東九

州域のものと同様である。ただし北牛牧第５遺跡でも打面に調整加工が施される資料もわずかに認められてい

る。また両側縁の調整加工により茎状の基部を形成するものを北牛牧型ナイフと仮称した（秋成２００５）。ここ

では今峠型ナイフを３類に分類する。

　１類…「ノの字」形の斜軸剥片を使用し，打面はそのままで，打面から頭部調整状の平坦剥離が特徴となる。

剥離加工は基部のみである。綿貫の今峠類型に相当する。

　２類…「ノの字」形の斜軸剥片を使用し，打面を背面から調整加工するもの，加えて，その調整された打面

から背面に平坦剥離が施されたもの。綿貫の大坪類型，萩原の西北九州類型に相当する。

　３類…「ノの字」形の斜軸剥片や寸づまりの縦長剥片を使用し，両側縁の調整加工により明瞭な基部を形成

するもの。秋成の北牛牧型ナイフ，綿貫の今峠型剥片尖頭器に相当する。

　本遺跡出土の今峠型は，素材剥片の打面部分に背面からの二次加工を施して基部右辺の基部形成を行うとい

う特徴のある今峠ナイフ２類が多い。それに加えて，その調整部分を打面にして背面の平坦剥離を行っている

ものも４点認められ（２６・２７・２９・３０），これは原の辻型台形石器と共通する技術（萩原２００４）である。この

うち２９の資料は原の辻型台形石器に極めて近い形状を持っている。

　また本遺跡で出土した基部加工ナイフ（ナイフ２ｂ類）や剥片尖頭器が形骸化した３類（例えば７５）は今峠

型ナイフ３類とは素材剥片の形状が異なるだけで整形加工は共通しており同一の系統につながるものと判断で

きる。つまりこれら各分類した今峠型は時期差ではなくバラエティーとして理解できよう。

　使用されている石材は，遺跡に近い在地産石材としての上牛鼻産黒曜石がほとんどであるが，肉眼的観察に

より腰岳産黒曜石と推定されるものが１点と，宮崎北部の流紋岩に類似する頁岩製のものが２点含まれている。

　これまで本県で出土している今峠型ナイフは，西丸尾遺跡の１類２点と桐木耳取遺跡の１類数点が知られて

いる。これらの資料は頭部調整のある「ノの字」形剥片が使用され，基部の右辺つまり剥片の打面部はそのま

まの状態であり，本遺跡例では約半数がこれにあたる。これらの遺跡では今峠型ナイフは客体的であり，基部

加工ナイフが主体となっている。本遺跡では今峠型ナイフは客体的という数量ではない。本遺跡で今峠型１類

より２類が多いのはそれが客体的でないことによると判断される。

　さて，今峠型ナイフの「ノの字」形剥片を素材とする剥片の生産基盤は同一に近いものであっても基部加工

のあり方は差異が存在し，綿貫のいう大坪類型と今峠型の違いは，本遺跡例及び北牛牧第５遺跡出土例より，

完全に形態が地域により分離されるものというより，取りもなおさず集団の移動や活動領域とも関連するもの

であり（宮田２００２ｂ），本遺跡出土の石材に腰岳産黒曜石や宮崎北部産流紋岩類似の石材が含まれることは，

そこに起因すると考えられよう。 （文責：宮田）
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　集石と土坑・ピット群が検出されている。集石は４基のうち３基がⅣ層，１基がⅢｂ層での検出である。Ⅳ

層からは主に早期中葉～後葉の土器が出土しており，３基の集石もその時期に比定されよう。土坑・ピット群

はⅢｂ層から検出され，厳密な時期や性格は不明であるが，１～３号土坑の埋土には炭化物が混じる。

����

　本遺跡では，アカホヤ火山灰の堆積は明瞭でなく，厚さ２０�余りのⅢｂ層のアカホヤ二次堆積層にブロック

状に混入する状況であり，Ⅲｂ層からは縄文時代早期末～後期にかけての土器が出土する。分布域はＭ－３６，

Ｉ・Ｊ－３５・３６区にまとまりがみられる。各類土器について述べる。

　１類土器は早期の貝殻条痕文円筒形土器である。倉園Ｂ式に近いものと思われる。

　２類土器は押型文土器である。１５８・１６１・１６２は手向山式であり，主にＫ－３５・３６区から出土している。
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　３類土器は平栫式である。主にⅣ層から出土し，Ｋ－３５区周辺から出土している。

　４類土器は塞ノ神式である。４a類は高橋（１９９８）の塞ノ神Ⅰ式古・中段階，新東（１９８８）の栫ノ原a式にあ

たる。４b・c類は河口（１９８５）の塞ノ神式Ａa類であり，その定義は「器面全体に幾何学文を施し，この上に

重ねて間隔を置きながら縦位の撚糸文を施したもの」である。また新東の栫ノ原b式，高橋の塞ノ神Ⅰ式新段

階，多々良（１９８５）のＪj型・Ⅳ類，木崎（１９８５）のⅥ類である。４d類は河口の塞ノ神式Ａb類，すなわち

「器面に箆描きの幾何学文的な区画を施文し，この区画内に撚糸文の文様を回転押捺したもの」である。また，

高橋の塞ノ神Ⅱ式，新東氏の鍋谷式，多々良のＪｋ型・Ⅴ類，木崎のⅤ類にあたるが，頸部に施されるのは凹

線文である。３類の平栫式と４類の撚糸文系塞ノ神式は，主にⅢｂ層下のⅣ層から出土している。

　早期中葉～後葉の土器については，早期前半の貝殻文円筒形土器の系譜を引く塞ノ神様式と押型文土器の系

譜を引く平栫様式が併存するという二系統編年（新東１９８８，多々良１９８５）と，貝殻文円筒形土器を祖形とする

一系統編年（木崎１９８５），手向山式を祖形とする一系統編年（河口１９８５，�畑１９９５）という諸説がある。桜島

火山灰Ｐ１１（約７５００年前）や蒲牟田スコリヤ・米丸スコリヤ（Ｐ１１直下）などとの層位関係から（�畑・東

１９９７，�畑１９９８），「手向山式→平栫式→撚糸文系塞ノ神式→貝殻文系塞ノ神式」の一系統の型式変遷の妥当性

が指摘されている。本遺跡では，撚糸文系の塞ノ神式しか出土していないという状況であるが，系統や型式変

遷については，各遺跡の層位的・平面的分布状況の分析を重ねて検討していく必要がある。

　５類土器は苦浜式に比定できる。一部Ⅳ層からも出土するが，主にⅢｂ層より出土している。苦浜式は，横

峯遺跡の調査ではアカホヤ火山灰層の下層から出土し（堂込１９９４），早期末に位置づけられた。調査区西側の

Ｉ・Ｊ－３５・３６区から３個体とも出土している。

　６類土器は早期末から前期初頭の条痕文系土器である。本遺跡で６a類とした土器は，�畑（２００２）の右京

西式，高橋（１９８９）の轟１式にあたり，６c式は鎌石橋式，６b式は�畑の轟Ａ（古段階）式にあたる。２２６は

凹線文の類似から６a類としたが，地文の条痕文や内面調整は鎌石橋式に近縁のものとして位置づけた。６a類

土器については，高橋は轟１式が鎌石橋式に後続するものとしているが，�畑は右京西式に鎌石橋式が後続す

るとしている。本遺跡では，器面調整や微隆起線文などの特徴から右京西式に鎌石橋式が後続するとした（第

１２５図）。

　７類土器は，アカホヤ火山灰上位より出土すると考えられ，器面に条痕がみられ，突帯文をもつ土器群であ

る。７a類は器面に粗い条痕を施し，口縁部に突帯をもつのが特徴である。�畑の西之薗式，高橋の轟３式の

一部にあたる。７a類に該当する２３８は，炭素年代測定の結果，６０９０±４０ＢＰという年代を得ている。また，こ

のタイプのものは突帯に刻みがみられるものが多いが，２３８の土器の刻目は明瞭ではない。７b類は器面にみみ

ずばれ状突帯を施すのが特徴であり，�畑の轟Ｂ（古段階）式，高橋の３式の一部にあたる。花ノ木遺跡（鹿

県教委１９７５），上焼田遺跡（鹿県教委１９７７），大畝町園田遺跡（宮之城町教委１９８５）などで類似するものが出土

している。上焼田遺跡，大畝町園田遺跡では，本遺跡と同様にアカホヤの二次堆積層中から出土している。ま

た，花ノ木遺跡ではアカホヤ下層からの出土であるが，上位層から塞ノ神式が出土しており，その出土状況に

ついては疑問を呈する研究者もいる。７c式は屈曲型轟Ｂ式に類似する。轟Ｂ式には胴部断面形態の違いから，

単純形と屈曲型があり，その違いについては，高橋は屈曲型は山陰系で轟３・４式に共伴するとし，�畑は時

期幅がある可能性も示唆しており，これが時期差であるか共伴するバリエーションかは諸説あり，論議されて

いる。 （文責：寒川）

　８類土器は曽畑式に比定できる。２４０・２４１は口縁部に三角文を施すことから，中村愿の曽畑Ⅲ式（中村

１９８２）に相当する。また，胎土に滑石を含むものは器面に条痕が残ることから，新しい時期のものと考えられる。

　９類土器は深浦式に比定できる。深浦式は相美によって３つに細分されており（相美２０００・２００６），その編

年によれば，９a類は日木山段階，９b類は石峰段階，９c類は鞍谷段階にそれぞれ相当する。

　そのうち，２５６・２６３・２６４は特徴的である。まず，２５６は施文順序に注意したい。石峰段階では「貝殻連点文

→突帯」の順序が一般的であるが，２５６は「突帯→貝殻連点文」の順序になっている。２６３はこれまで実見して

きた深浦式に比べて，重厚な感があり，また外面の文様も特徴的である。そのため型式比定に悩んだが，内面

の貝殻連点文や口縁部の山形突起から，深浦式の可能性が高いと判断し，年代測定の結果もそれを裏付けるこ

ととなった。また，口縁部下位でくびれる器形や波状に施された貝殻連点文から鞍谷段階の土器と考えた。

２６４はドーナツ状の円形浮文をもつ文様が特徴的である。ドーナツ状の円形浮文をもつ深浦式は花ノ木遺跡

（鹿県教委１９７５）や石峰遺跡（鹿県教委１９８０），山ノ脇遺跡（鹿県埋セ２００３），中尾遺跡（鹿県埋セ２００５b）で

認められている。また，突帯を貼付する前に相交弧文を施す手法は鞍谷段階でよく行われる手法である。その

相交弧文は，外面の６段目のみ施文具である二枚貝が異なっている。貼付される突帯は一本ではなく，継ぎ足

すことで一本のように見せており，また円形浮文も粘土紐がはみ出ており，そしてそれら突帯はナデ付けられ

ておらず，剥落している箇所も多いなど，施文が粗雑な感がある。なお，底面にも文様が施されており，この
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手法は曽畑式からの伝統を残しているものと考えられる。

　１０類土器は深浦式に伴って出土することの多い条痕文土器である。上水流遺跡（金峰町教委１９９８）において

良好な資料が出土している。外面に縦位の貝殻条痕を施すことが特徴である。横位の貝殻条痕を施した後，縦

位の貝殻条痕を施しているものもあり，それは文様効果を意識したものと考えられる。なお，最近相美はこの

土器を「上水流タイプ」と仮称し，深浦式石峰～鞍谷段階の時期において深浦式と器種のセット関係として存

在していたことを指摘している（相美２００６）。

　１１類土器は９類または１０類の底部と考えられるもので，丸底となるが，やや尖り気味のものもある。

　１２a類土器は突帯上やその周辺に刻みを施すもの（２８１～２８３）が存在することから船元Ⅱ式に，その他も船

元Ⅰ～Ⅱ式に比定できる。なお，胎土に石英・長石類を多く含むもの（２８１～２８３）と角閃石を多く含むもの

（２８４～２８７）の２種類が認められることは注意したい。ところで，９・１０・１２a類土器の関係については併行

関係が考えられる（相美２０００・２００６）。しかし，矢野健一は時間差を考えており，「深浦式→条痕文土器（その

内容は上水流タイプとほぼ同じであるが，やや型式概念が異なる）→船元Ⅰ式（新）～船元Ⅱ式」という編年

観を提示している（矢野２００５ａ・ｂ）。しかし，氏の挙げている根拠には事実誤認と疑問が認められ，時間差と

捉えることには問題がある。その詳細については別稿を用意しており，それに譲るとして，本遺跡の様相の検

討結果からも，三者は併行関係にあると判断できる。

　まず，平面分布状況（第７２・８０図）であるが，各型式はＫ・Ｊ－３５・３６区を中心に散在した状況を示しており，

有意の差は認められない。なお，Ｊ－３５・３６区の境付近に上水流タイプが集中しているように見えるが，それ

は２７４と同一個体の破片であり，上水流タイプが集中して出土しているわけではない。接合線を全て引くと煩

雑になるためにそのほとんどを割愛した。層位的には，Ⅲb層を中心にⅢa～Ⅳ層にわたって出土しており，有

意の差は認められない。

　そこで型式学的視点からみてみる。２６４の円形浮文は大歳山式～船元Ⅰ式にみられる円形浮文の影響が考え

られ，２６０のボタン状突起と２６３のコブ状突起も円形浮文がデフォルメされた可能性がある。また，２６３は年代

測定結果，４５２０±５０１４CBPという年代が出ており，小林謙一の成果（小林２００４）と比較しても，深浦式鞍谷段

階が縄文中期前葉に位置づけられる。

　ところで，深浦式と上水流タイプが同時併行のセット関係と考えた理由の一つとして，縦位の貝殻条痕が鞍

谷段階にもみられることを挙げた（相美２００６）。２６０は浅い貝殻条痕がみられることから，上水流タイプに見え

る（実際，当初はそのように考えていた）。しかし，詳細に観察すると相交弧文状の貝殻刺突文が認められた

ため，鞍谷段階と判断した。この２６０を巡る経緯からも，両者が併行関係にあると判断できる。以上のことか

ら，深浦式，上水流タイプ，船元Ⅰ・Ⅱ式が時期差と考えることは困難であろう。

　１２b類土器は，最近相美が「本野タイプ」と仮称した土器（相美２００６）に相当する。本野タイプは船元Ⅱ式

併行期を中心とした時期に人吉～都城盆地周辺に分布する，地域的特色の強い縄文施文土器である。その特徴

は厚手で黒褐色を呈することが多く，また胎土に角閃石・輝石類を含むことであり，本遺跡の土器もその特徴

に合致する。

　１２c類土器は地文に撚糸文を施すものである。撚糸文を施す特徴から里木Ⅱ式に比定できなくもないが，近

畿・瀬戸内地域の里木Ⅱ式とは異なる雰囲気をもつ。

　１３類土器は春日式に比定できる。２９３・２９４・２９６は前谷段階，２９５・２９７は轟木ヶ迫段階，２９８は南宮島段階に

相当する。そのなかで，胎土に石英・長石類を多く含む２９６と胎土に細かい角閃石を含む２９９・３００は，南九州

でよくみられる春日式の胎土・質感（ざらざらして，砂っぽい感じ）と異なり，注意したい。 （文責：相美）

　１４類土器は，後期前葉の凹線文系土器の一群である。３０３・３０４は南福寺式に比定できる。３０６は小片でこの

類に含めたが，指宿式にも似る。１５類土器は，後期前半のものと思われる突帯文土器である。１６類土器は，指

宿式に比定される。出土点数はごく少数である。

　１７類土器は，松山・市来式に比定される。３１２は松山式である。３１９・３２０は，松山式の時期に北薩にみられ

る口縁部が平坦なものである。出土地点は，調査区北方のＭ・Ｌ－３５・３６区に集中する。１８類土器は，後期前

半期の阿高・指宿式の底部と思われるものである。３２４は指宿式の底部である。底部にはモジリ編みと網代圧

痕，黄白色の付着物がみられる。

　１９類土器は上加世田式に比定される。２０類は後期末の浅鉢の口縁部である。３３２・３３４は上加世田・入佐式，

３３３は三万田式に相当すると思われる。２１類土器は黒川式に比定される。３３７は計志加里遺跡から出土している

貝殻条痕による器面調整の深鉢形土器に類似している（鹿県埋セ２００２）。２２類土器は，晩期の無刻目突帯文土

器である。２３類は，晩期の刻目突帯文土器の可能性があるものである。

　２４類土器は型式不明のものを一括した。３４１・３４５は，器面調整の点からみて早期末～前期初頭の条痕文土器

に似る。
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　Ⅳ層より耳栓が１点出土している。Ⅳ層出土土器は主に縄文時代早期の１～４類土器である。これは南九州

における他遺跡の耳栓の出土時期と矛盾せず（新東１９９３），堂園平遺跡においても早期後半の時期に該当する

と考える。

����

　縄文石器の石材別・器種別比率は第１７表で示した。縄文石器は時期判別が困難であることを前提とするが，

器種別でみると石鏃が２５％弱を占め，石錐・石斧など工具類の比率が少ない。

����

　本遺跡の土器は，早期後葉～前期初頭の塞ノ神式・条痕文土器・轟式，中期の深浦式などがやや多く出土し

ているが，縄文時代早期～晩期に至る各時期にわたる土器が出土している。また，特に塞ノ神式，轟式など，

完形となる土器が各時期に数個体ずつみられるのも特徴的である。このようなことや，出土石器の器種，検出

遺構の性格などから考えて，キャンプサイトのような利用が想定されよう。 （文責：寒川）
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あ　と　が　き

　堂園平遺跡は，旧石器時代から近代に至る時期の遺物が出土している遺跡である。特に

旧石器・縄文時代の資料は良好で非常に興味深く，なかでも，報告書作成にあたり時間を

かけて復元された轟Ｂ式の深鉢は，とても美しく立派なものだった。

　機会を得て，５月には現地を訪れることができたが，当然のごとく跡形もなく西回り自

動車道となった遺跡跡地を目の当たりにし，改めて報告書を作成することの責任と不安を

強く感じた。多くの方々からのご協力・助言を頂き，また本遺跡の良好な資料からも背中

を押されるような気持ちで，こうして何とかひとつの形にすることができた。

　ページをめくると，もっとここはこうした方がよかったのだろうか，などという反省も

あるが，本遺跡の資料が広く活用されれば幸いに思う。

　最後に，堂園平遺跡の発掘調査・報告書作成に関わり，御協力頂いた作業員の方々を始

め，お世話になったすべての方々に心よりお礼申し上げます。


